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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　峻護、変身するのこと







　放ほう課か後ご、神じん宮ぐう寺じ学園の大グラウンド。


　都と内ないに位置する高校としてはひどく恵めぐまれた広さのあるこのグラウンドでは今、いくつもの運うん動どう部ぶ系けいクラブが練れん習しゆうに励はげんでいる。サッカー部、陸上部、テニス部、ラグビー部、アメフト部──多た種しゆ多た様ようなスポーツにいそしむ少年少女たちが潤じゆん沢たくな学園運うん営えい資し金きんによって整ととのえられた設せつ備びを使い、存ぞん分ぶんに青春の活かつ力りよくを発はつ散さんしているのだ。


　その中でもひときわ大きなグラウンド面めん積せきを占しめ、活かつ気きも競きよう技ぎレベルもまた抜ぬきん出たクラブがある。


「知ってのとおりウチの学校はクラブ活動が盛さかんでな。全国大会とかでの実じつ績せきもかなりのもんだ。もちろんおれが在ざい籍せきしてる野球部も例れい外がいじゃない」


　と野球場のバックネット裏うらで解かい説せつするのは、一年Ａ組出席番号十三番・山やま本もと英ひで典のりである。


「おれも神宮寺学園の野球部に入ったからには練習して練習して練習しまくって、必ずレギュラーの座ざを勝ち取ってやる。そして二年後には甲こう子し園に行き、いずれはプロとしてこの国を──いや、世界すらもあっと言わせるようなベースボールプレーヤーになってやるんだ」


「その志こころざしは立りつ派ぱだと思うが」と、同どう級きゆう生せいの意い気き込ごみに頷うなずきつつも峻しゆん護ごは小首を傾かしげ、「で？　結けつ局きよくおれたちをここに連れてきた理由は何なんだ？」


　自分と共にここへ連れてこられた少女を見やりながら、未み来らいの甲子園球きゆう児じに問うた。同級生にして同どう居きよ人にんでもあるサキュバス少女・月つき村むら真ま由ゆは、バックネットにしがみつくようにして練習風ふう景けいに食くい入りつつ、「わあ、すごいですねえ」などとのんきに感心している。極きよく度どの男性恐きよう怖ふ症しようである彼女だが、さすがにこれだけ離はなれていれば悪あく癖へきも刺し激げきされないようだ。


　だが彼女も峻護も別べつに、評ひよう判ばんのクラブの練習を見学しにきたのではない。つい先ほど本日の授業を終えるや否いなや、帰宅の途とにつこうとしているところを山本に呼び止められ、そのまま引きずられるようにしてここへ連れてこられたのである。


「理由はこれから説明する。まずはあそこにいる人を見てくれないか」


　と、真由に配はい慮りよして数メートル離れた位置に立つ山本がグラウンドの片かた隅すみを指差した。真由と一いつ緒しよにそちらへ視し線せんをやると、外がい野や方向に向かってひとりの野球部員が悠ゆう然ぜんと歩いていくのが目に入る。


「後ご藤とう伸しん也や先せん輩ぱいだ。最上級生の三年で、見てのとおりうちの部に在籍してる」


「……その後藤先輩が何か？」


「まあ見ててくれ」


　自じ慢まんげに、それでいてどこか苦にが々にがしく笑う山本。峻護は頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべつつも、まずは彼の言葉に従したがって成りゆきを見守ることにした。


　その野球部員はたったひとり、守しゆ備び位い置ちで言えばセンターのあたりに陣じん取どると、ごくリラックスした様よう子すでミットを構かまえた。バックネット裏付近ではフリーバッティングの練習が始まろうとしている。


「ほれ、見てみな」


　山本があごをしゃくるのとほとんど同時にフリーバッティングが始まり、白球が四方八方へ軌き跡せきを描えがいてグラウンドのあちこちに飛んでいく。


「む──」


「わ──」


　何気なく白球を目で追おっていた峻護と真由がそろって目を丸くした。外野に向かって次々と飛んでいく白球を、件くだんの先輩がたったひとりで処しよ理りしていくのである。ライトからレフトまでの広こう範はん囲いを、フェアグラウンドに収まる打だ球きゆうはもちろん、ファールグラウンドに逸それていった球までひとつ残らず、正せい確かく無む比ひにキャッチしていくのだ。


　しかも驚おどろきなのはむしろそこから先だった。後藤少年は次から次へとグラブに収められていく白球を手に握にぎるやおもむろに振ふりかぶり、ホームベース方向めがけて投とう擲てきしていくのである。そして驚くべきことに、空を切って飛ぶ白球たちは美しい弧こを描えがきつつ、数十メートル離れた位置にあるボール入れの中へ見み事ごとに収まっていくのであった。


「すご……あんなことって、できるんですねえ」


「ああ、たいしたもんだな」真由の驚きよう愕がくに峻護もうなずき、「おれは野球にはあまり詳くわしくないけど、それでもあの人のレベルの高さはひと目でわかるよ。守しゆ備び範囲も肩かたの強さも高校レベルじゃないな」


「それだけじゃないぜ」とさらに山本。「打だ席せきに立てば打だ率りつ七割、マウンドに立てば防ぼう御ぎよ率〇・五〇以下。絵に描かいたようなエースで四番の後藤先輩はウチの部の要かなめだ。あの人さえいれば甲子園優勝も夢ではない……はずなんだが、な」


「…………？」


　歯は切ぎれ悪くセリフを終えた山本に不ふ審しんを覚え、


「何か問題があるのか？」


「それが大ありでなあ。実は二にノの宮みやを──っていうか実際は月村さんをなんだけど──ここに連れてきたのは、ちょいと頼たのみごとがあってのことでよ」


「頼みごと？」


「ああ。ひとつ訊きくけどよ二ノ宮──」


　と、山本はなぜか沈ちん鬱うつな表情をつくり、


「あそこにいる後藤先輩だけど。あの人って、お前から見ていったい何をしているように見える？」


「？　何を、って言われても……」


　同級生の奇妙な質しつ問もんに眉まゆをひそめ、峻護はあらためて外野グラウンドに目を向けた。


　生き生きとした顔で白球を追う後藤先輩は、まさしく『将来を嘱しよく望ぼうされる高校球きゆう児じ』の標ひよう本ほんのようであり、今もまた人ひと並なみはずれた能力を発はつ揮きして練習に打ち込んでいる──ようにしか見えないのだが。


「そうだよなあ。そう見えるよなあ」


「なんだ？　ちがうのか？」


　山本は陰気くさいため息をつき、


「後藤先輩のアレなあ……練習やってるんじゃなくて、球拾いやってんだ」


「え？」


　きょとんとする峻護。世せ間けんにうといゆえ詳しくは知らないのだが、球たま拾ひろいというのは山本のような一年坊ぼうの下したっ端ぱがやる仕事なのではないのか。というかあれだけのパフォーマンスを指さしてそれを球拾い呼ばわりするというのは一体どういう了りよう見けんなのだろう。


「二ノ宮の言うことはもっともだと思うよ。つまり頼みごとってのはな、あの人をまっとうな野球の道に連れ戻もどしてほしい、ってことなんだよ」





　　　　＊





　話はこうである。


　後藤先輩は見てのとおり将来を嘱望された野球少年であり、天てん賦ぷの才能のみならず野球に対する情熱も人一倍、白球に対する愛情もまるで新にい妻づまを愛めでるがごとしであった。ところがその愛情が昂こうずるあまり、白球への執しゆう着ちやくが野球そのものよりも上回ってしまったというのである。


「はあ、それは何とも……奇妙な話だな」


「まったくだ。今となっちゃ後藤先輩は白球それ自体に熱を上げちまってな。本ほん業ぎようの野球のほうはすっかりおろそかになる始し末まつ。『おまえらはボールの扱あつかい方がわかってない』とか何とか言って自分ひとりで球拾いをやったり、練習そっちのけで延えん々えんとボール磨みがきしたり……」


　再度重いため息をつく山本。


「チームの要である先輩があの調ちよう子しじゃ甲子園も遠ざかる一方だ。何とかしなきゃならない、ってことで、部内でいろいろ作戦が練ねられたんだが」


　と、そこで山本は真由のほうに視し線せんをやった。峻護を含ふくむごく限かぎられた男性にしか免めん疫えきがないサキュバス少女が瞬しゆん時じにして硬こう直ちよくするのを横目に、


「じつは後藤先輩、どうやら白球以上に月村さんに気があるらしくてな」


　そのひとことで峻護は合が点てんがいった。つまりは真由の放つサキュバスの魅み惑わくにすっかり参まいっているらしい後藤先輩を、真由の助じよ力りよくを借りて野球少年たる本道に復ふつ帰きさせようというのだろう。彼女が笑え顔がおのひとつも作って説せつ得とくを試こころみれば成功の可か能のう性せいはかなり高いというわけだ。しかし──


「いや二ノ宮、お前の言いたいことはわかってる」と山本は機き先せんを制せいし、「月村さんが男性恐怖症なのは百も承しよう知ちだ。しかし後藤先輩も一度こうと決めたら梃て子こでも動かない人でな。おれら野球部員の説得では改かい心しんしてくれんのだ」


「いやしかしだな──」


「たのむ、このとおりだ。ちょっとだけ月村さんを貸かしてほしい。月村さんの口から説得すれば先輩も心を入れ替かえると思うんだ」


　いきなりその場にひざをついて土ど下げ座ざを披ひ露ろうする山本。この同級生、なかなかの策さく士しであるらしい。将しようを射いんと欲ほつすればまずは馬から──将たる真由ではなく馬たる峻護に、初めから拝おがみ倒たおしの矛ほこ先さきを向けるつもりだったようだ。


　お人よしの二ノ宮峻護はこんな風ふうに下した手てに出られると弱い。どうやって断ろうかと困り果てていたその時、案あんじていたとおりの方向から助け舟がきてしまった。


「あの。わたし、やります」


　それまでハラハラと成り行きを見守っていた月村真由がおずおず手を上げていた。この少女がまた、困っている峻護の姿すがたにひどく弱いのである。


「わたしが何とかしますから二ノ宮くん、そんなに困らないで──」


「そうかそうか！　やってくれるか月村さん！」


　峻護が何か言う前に山本が身を乗り出した。


「よし、そうと決まれば善ぜんは急げ。実はもう作戦も考えてあるんだ。なあに、その作戦どおりに月村さんが協力してくれればしめたもんだぜ。ささ、二人ともさっそく部室まで来てくれないか」


　まだイエスともノーとも言っていない峻護の背中をぐいぐい押おし、峻護をエサにして真由までも引き連れていきながら、強ごう引いんな野球部員は二人の同級生を拉ら致ちしていくのだった。





　こうして山本が言うところの『作戦』が始まったわけであるが……。





　　　　＊





　数十分後、後藤伸也は充じゆう実じつしたフリーバッティング（での球拾い）を終えてダグアウトに戻もどり、スポーツドリンクに口をつけながら一息ついていた。


「ふう、今日もいい仕事ができたぜ。次はボール磨きをやらなきゃな……ん？」


　足元に引ひっ張ぱってきたボール入れから白球を取り上げようとした時、後藤はふと気け配はいを察さつして顔を上げた。たちまち彼の両目が驚きに見開かれる。


　彼の瞳ひとみに映っていたジャージ姿の少女は、


「あの──後藤伸也先せん輩ぱい、ですよね？」


「！　き、君は一年Ａ組の月村真由さん！」


　あわてて立ち上がり、ユニフォームの土ぼこりを払はらいながら、


「ど、どうしてこんなところに？」


「ええと、急な話なんですけど、今日は臨りん時じで野球部のお手伝いをすることになって、それで」


「そ、そうなのか……いやあ、それはありがたいな、うん、とてもありがたい」


「あの、それで、わたしはマネージャーとして働くよう言われたんですけど、何をすればいいんでしょう？」


「ん？　ああ、えーとそうだな……」


　そこまで言って後藤は苦笑いし、


「月村さん、とりあえずはこっちに来てくれないか？　そんな離はなれたところに居いたんじゃ満足に話もできないよ」


　というのも無む理りはない。男性恐きよう怖ふ症しようの真由は後藤から十メートルも離れた位置にいて、メガホンを使って声を飛ばしてきているのである。


「あ、あうっ、すいません。でも、あの、その……」


「ん？　ああそうか、月村さんは男性恐怖症だったな。そうか、それじゃあおれには近づけないか……」


　校内でも有名人である真由の性質性せい癖へきを思い出したか、後藤は納なつ得とくしたように頷うなずく。が、彼の表情にはハッキリそれとわかるほど落らく胆たんの色が浮かんで、


「あ、あのっ！　でもわたし今日はお手伝いにきてるんですから！　そちらに行かないとお手伝いもできませんよね！　今からそちらに行きます！」


「おおそうか、来てくれるのか！　いやあうれしいなあ。ささ、じゃあさっそくこっちに入ってきてくれ。何のもてなしもできないけど」


　まるで恋こい人びとをはじめて自分の部屋に案内する時のような顔で真由を手て招まねきしてきた。


（あうう……）


　こうなっては覚かく悟ごを決めるしかない。真由は手のひらに『人』の字を書いて呑のみこみ、後藤が待つダグアウトに重い足を運んだ。硬かたいながらもどうにか平へい常じようを保たもっていた真由の表情が一歩ごとに血の気を失っていく。


「ささ、入って入って」


　だが浮かれきっているらしい後藤はあこがれの少女の変化にも気づかず、自分のそばに（といっても二メートルは離れているのだが）真由を座すわらせると、


「この仕事って普ふ段だんならぜったい他の部員にはやらせないんだけど、月村さんなら話は別だ。ボール磨みがきを通じてぜひとも白球の素す晴ばらしさに触ふれてほしい」


「白球の素晴らしさ、ですか……？」


「そう、この丸くて白くて可か憐れんなボールの魔ま力りよく的てきな魅み惑わくを体たい感かんしてほしいんだ。色といい艶つやといい形といい、こいつは人じん類るいが長い歴れき史しの中で生み出してきたあらゆる創そう造ぞう物ぶつの中でも群ぐんを抜いた芸術品だよ。ほんとうに、いつ見ても心が癒いやされる……」


　悦えつに入った顔でボールにほおずりしてから、


「ささ、この布ふ巾きんで彼らの汚よごれを落としてあげてくれ。生まれたての雛ひな鳥どりに触れるみたいにやさしく、丁てい寧ねいに扱あつかってくれると彼らも喜ぶ。そうそう、布巾は粗あら拭ぶき用と本拭き用と仕し上あげ拭き用の三つがあるから注意して。磨き方のコツはね、ボールの縫ぬい目にこうやって指をはさんで──」


　きらきら輝かがやく目でレクチャーしてくる。自分の趣しゆ味みの普ふ遍へん性せいを疑うたがいなく信じているマニアが自分の趣味を周りに布ふ教きようしようとする時の目だ。すぐ隣となりに男性が居るというだけでも強きよう烈れつなプレッシャーなのに、これでは別の意味でもコワイではないか。


（うう……でもがんばらなきゃ……これも二ノ宮くんのため、二ノ宮くんのため……）


　それでも真由は自分に言い聞かせつつ青い顔でボールと布巾を手にとり、恐怖を紛まぎらわすためにも作さ業ぎように集中しようとしたのだが。


「ふふ……キャサリン、君は今日もきれいだね。君に施ほどこされた縫い目の黄おう金ごん比ひはどんな宝石も及およばないほどの輝きを放っているよ……」


　隣から聞こえてくる猫ねこなで声にびくりと身体からだを震ふるわす真由。


「おおクリスティーナ、今日はどうしたんだい不ふ機き嫌げんそうな顔をして？　せっかくの美人が台だい無なしじゃないか。さあ、君の大好きな保ほ湿しつクリームをたっぷり塗ぬってあげるから機嫌を直しておくれ……」


　後藤少年はボール入れから白球を取り出してはまるで恋人でも愛あい撫ぶするような手つきで磨きつつ、かなりあちらの世界にイッちゃっている目でお話などしているのであった。


（や、やっぱりコワイですよう！　うえーん！）


　真由は早くも半泣きになりつつ、しかし己おのれに課かせられたミッションを命に代かえても果たすため、必死でボールを磨く手を動かしはじめる。





　　　　＊





「──ううむ、状じよう況きようは五分五分ってところだな。やっぱ一ひと筋すじ縄なわではいかないか」


　物もの陰かげから作戦状況を観かん察さつしていた山本が舌した打うちし、その山本に峻護は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔を向けて毒どくづいた。


「くそっ、こんなとこにのこのこついて来るんじゃなかった。月村さんまで巻き込むことになってしまって……」


「往おう生じよう際ぎわが悪いぜ二ノ宮。こうなった以上は作戦が成せい功こうするよう協力しろや」


　不機嫌な峻護を諭さとすようになだめる山本。


「月村さんってけっこうガンコなところあるから、一度『やる』と言ったら最後まで引かないだろうしな。作戦が成功しさえすればお前も月村さんも重じゆう責せきから解放される……ちがうか？」


「しかしだな、今回のことはおれも月村さんもまったく聞いてなかった話なんだぞ。そもそもお前がすべての元げん凶きようのくせに、それを棚たなに上げてよくそんなことが言える。盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいとはこのことだ」


「ええい黙だまれ黙れ。今さらどうあがこうと、もうこの流れは止められねえ。おとなしくあきらめろ」


　いつになくうじうじと食い下がってくる峻護へうるさそうに手を振り、山本は強引に会話を打ち切った。


「ったく何だってんだよ二ノ宮、今日のおまえちょっと変だぞ？　そりゃ確かにおまえをハメたのは事じ実じつだけど、いつものおまえなら何だかんだいっても最後には協力してくれるじゃねえか。それが何だ、妙みようにつんつんしちまってよ」


「別に……そんなことは……」


「とにかく、そろそろ月村さんには本ほん格かく的てきに動いてもらうからな」


　さらに何か言いかける峻護を制せいし、山本はあらかじめ取り決めておいたブロックサインを真由に向けて送った。
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（あ、フォーメーションＢのサインだ）


　向かい側のダグアウトから身み振ぶり手て振ぶりを送ってきている山本の姿を視界の隅すみにおさめ、真由はいよいよ作戦が佳か境きように入ったことを知った。


　悦に入ってボールとお話ししている白球マニアに向き直り、


「あ、あのっ、後藤先せん輩ぱい！」


「ん？　なんだい？」


　ニコニコ振り返った後藤へなけなしの気力を振り絞しぼり、


「先輩って、野球がものすごく上手なんですよね？　わたし聞きました。百年に一度の天才だって言われてて、将来はプロ確かく実じつで、甲子園だって出さえすれば優勝間ま違ちがいないって。とてもすごいと思います。尊そん敬けいします」


　できるだけ後藤の自じ尊そん心しんをくすぐろうという作戦からだけでなく、真由は本心からそう言った。だが。


「ん？　ああそうだな、昔はそんな風に呼ばれてたこともあったか」


　後藤の応こたえはひどくそっけなかった。


「確かにおれは野球を愛し、一生を野球に捧ささげるつもりでいた。でもおれは気づいてしまったんだよ、白球たちの魅力に。彼らは健けな気げに、一いち途ずに、愚ぐ直ちよくなまでに野球人たちへ尽つくしてくれる。そんな彼らにおれはどうしようもなく惹ひかれるんだ」


　まるで愛まな娘むすめへそうするかのように白球をやさしく撫なで、


「でもそれに引きかえ野球人たちの白球に対する態たい度どはどうだ。好きなだけバットで殴なぐって土に叩たたきつけておきながら手入れはおざなり。用よう済ずみになればハイサヨナラでお墓はかのひとつも建ててやらない。だからせめておれだけは彼らに対して誠せい実じつに尽くしてやりたくて……で、おれはこうして野球選手としての将来を捨て、彼らに恩おん返がえしをしていくことに決めたんだ。……おかしいかな？」


（うっ……なんだか正せい論ろんっぽく聞こえます……）


　真しん摯しに語りかけてくる後藤に、やりづらそうに身をよじる真由。


（ど、どうしましょう？）


　困った末に作戦指し揮き者しやたちをチラリと見た。山本は相あい変かわらず『押せ押せ』のゴーサインであり、隣にいる峻護は同級生に一いつ切さいを任せているかのような無む反はん応のう。


（うう……）


　やむなく気力を奮ふるい起こし、


「あの、後藤先輩！」


「ん、なんだい？」


「もう一度、野球選手としてやってみるつもりはありませんかっ？」


「え？」


「いま野球をやめたらせっかくの才さい能のうがもったいないと思うし、それに野球に打ち込んでいる先輩はとてもかっこいいと思います、たぶん。……すいません、見たことはないのではっきりとは言えないんですが……」


　なんとも頼たよりない説得だが、そこは男性を魅み了りようすることにかけては天下一品のサキュバスである。潤うるんだ瞳ひとみ（といっても男性恐きよう怖ふ症しようが高じて涙なみだ目めになってるだけだが）で見上げつつ説得すれば心を動かされない男はいない。しかも相手は彼女に好意を寄よせている後藤なのである。


　その後藤少年、恋こいした少女に『お願い』されて、まるで酩めい酊ていしているかのように頭をくらくらさせていたが、


「──いや、いかんいかん。こればっかりはいくら月村さんの頼たのみでもだめだ。おれは今後の人生を白球たちへの恩返しに使うと決めたんだ」


　断だん固ことして首を振る。だがここまできては真由も後に引けない。さらに一歩踏ふみ込んで、


「わたしの頼みでも──だめ、ですか？」


　今度はちょっと意い識しき的てきにしなを作り、ずるいことを言ってみた。まったくやり慣なれない行動だけにうまくいく自信はまるでなかったが、果たしてターゲットは『ぐはっ』と身をのけぞらせて、


「いやいやだめだだめだ！　なんと言われようとおれの決意は変わらないぞ！　さあ、ボール磨みがきに集中しよう！」


　後藤の意志は相そう当とうに固いようだった。


（あうう……失敗です……）


　やむなくボール磨きに戻もどりつつ、真由はふたたびダグアウトに視線をやった。山本のサインはさっきのままであり、一方の峻護はなんだかさっきよりも不ふ機き嫌げんそうな顔で状況を静せい観かんしている。真由の任にん務むがはかどらないことに苛いら立だっているのだろうか。


（……しくしく）


　またもや半泣きになりながら、真由はおとなしく次の指し令れいを待つ。
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「くそう、あるていど予よ測そくはしていたが……後藤先輩がここまで意い固こ地じとは思わなかった」


　山本はまたしても舌打ちし、がしがしと頭を搔かいた。


「ったく、学園のアイドルたる月村さんにあれだけされといて落ちないとは……おれが立場を変わってほしいくらいだってのによ。同じクラスにいたって滅めつ多たにお近づきにはなれねえんだぞ。……仕方ない、フォーメーションＣに移い行こうするか」


「おい、そこまでやらせるつもりかっ？」


　フォーメーションＣは最後の切り札『色いろ仕じ掛かけ』の敢かん行こうを意味する。さすがに色をなした峻護だが、山本はそれにも勝まさる気き迫はくで、


「悪いが、今回に限ってはおれは手しゆ段だんは選ばん。協力する気がないなら黙だまっておとなしくしていろ」


「山本、おまえいいかげんに──」


「二ノ宮」


　山本は目を糸にして峻護を見み据すえ、


「要するにおまえは、おまえの月村さんが別の男のとなりにいるのが気に食わないってことだ。そうだろう？」


「なっ」


　不ふ意いをつかれて峻護は一いつ瞬しゆん口ごもり、


「そ、そんなことはないぞ？　だいたいおれのって何だ、べつに月村さんは誰だれのものでも──」


「まあおまえの気持ちもわかる。実じつ際さい月村さんが普通に接しても平気な男はおまえくらいだし、おまえが彼女の保ほ護ご者しや役なのも知っている。けどな」


　山本は声のトーンを変えて、


「月村さんを利り用ようしてるおれが言うこっちゃないが……彼女、二ノ宮のためにああしてがんばってるんだろうが？　男性恐怖症を我が慢まんしてよ。この作戦が成功すれば彼女の悪い癖くせもちょっとはいい方向に傾かたむくかもしれん。心配なのはわかるが少しは見守ってやれ」


「…………」


「さ、それじゃあ最終手段に移うつるぞ」


　詭き弁べんと本音の中間のような説得で黙らせてから、山本は最後のサインを送る。


　峻護は口をつぐんだものの、今にも爪つめを嚙かみはじめそうな顔で作戦遂すい行こうの現げん場ばを見守っていたが……ふと何かを思いついたような表情になり、あたりを見回した。


（あった。……よし）


　目的のもの──使い古しの手ぬぐい──を見つけてこっそり手にとると、山本が状況の推すい移いに気を取られている隙すきをついてその場を離はなれるチャンスをうかがい始める。
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　とうとう出されたゴーサインに真由は息をのんだ。ついにここまで追おい詰つめられてしまったらしい。一度引き受けたことだし、やれと言われればやるつもりではいたが──


（でも……二ノ宮くんは、それでいいのかな……？）


　向かい側のダグアウトをそっと見やった。次の瞬間、真由の全身から血の気が引いていく。山本のとなりからいつの間にか峻護がいなくなっていたのだ。及およばぬながら彼のためにこうして全力を尽つくしている自分を、見守ってすらくれないのか。つまり彼は自分のことなんて何とも思ってなくて、自分が後藤先せん輩ぱいに色仕掛けをしたって一いつ向こうに構かまわないということなのだろうか。


　真由はとても悲しい気持ちになりながら、だけどこれも二ノ宮くんが望んでいることならばと思い直す。とはいっても色仕掛けなんて真ま似ねはとうてい自分にはできそうになくて、一体どうやればいいのかと知ち恵えを絞しぼっているうちに、


「あ、月村さん。そこのツヤ出しクリームを取ってくれないかな」


「えっ？　は、はいっ」


　考えごとをしている時に急に頼まれ、あわてて立ち上がったのがいけなかった。もともとドジ神しん経けいの塊かたまりみたいなところのある真由は腰こしを上げる際さいにあっさり足をひっかけ、たわいもなくバランスを崩くずし、


「……あ」


　気づいた時には後藤の胸むな元もとにしどけなくしなだれかかっていた。


（あわわわわわわわわわわ）


　直後、真由の五体は硬こう直ちよく。行動の自由の一いつ切さいを奪うばわれる。


「つ、月村さんっ？」


　後藤の声もまた上ずって、


「そ、そこまでおれのことを？　ええとそれはすごくうれしいんだけど、なにしろ君はおれのあこがれの人で、かといって今さら野球の道には戻れないわけで、あああ、おれは一体どうすれば……」


　が、真由にはその声を聞き取る余よ裕ゆうがない。こんな至し近きん距きよ離りに男がいてあまつさえカラダとカラダがぴったり接せつ触しよくしているという事実に嫌いやな汗あせが流れだし、動どう悸きはでたらめなリズムを刻きざみながら今にも心しん不ふ全ぜんを起こしそうな気配。このまま気を失ってしまえば楽になれるのだろうけど、脳のう裏りに浮うかぶのは峻護の顔で、彼のためには自分がここでがんばらなければいけなくて、


「だけど月村さんのためならもういちど野球をやっても……いやいや、おれは白球たちを裏うら切ぎるわけには……」


　そんな真由の様よう子すも目に入らぬまま後藤は己おのれの葛かつ藤とうに埋まい没ぼつし、真由は真由でまともな思考能力を発はつ揮きしようもないほどの心しん神しん喪そう失しつ常じよう態たいに陥おちいっていた──その時。
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「後藤というのはおまえか？」


　その声を聞いて、朦もう朧ろうとしていた真由の意い識しきにわずかな光が射さした。聞き間ま違ちがえようのない大切な同居人の声。真由をいつも安心させてくれる、低いけどよく通る声。


「二ノ宮くん──」


　瞳ひとみの焦しよう点てんを合わせ、声のほうに目をやって、


「え？」


　次の瞬間、真由はきょとんと目を丸くした。


　ダグアウトの手前に立っていたのは確かに峻護なのだが……彼は普ふ段だんにはない、めずらしいスタイルをしていた。めずらしいというか奇き抜ばつというかヘンテコというか……いかにもそこらへんから調ちよう達たつしてきたっぽい手ぬぐいで頭部と口もとを隠かくし、目だけを表にさらしているのである。どうやら変へん装そうしているつもりらしいのだが……いやでもこれは果たして変装と呼べるのかどうか。よほどあわてていたのか手ぬぐいの結び方もやっつけ仕事だし、服なんかも学園の制服のままだし。


「ええと……二ノ宮くん？　なんですかその格好？」


「二ノ宮？　誰のことを言っているんだ？」


　峻護の声でその男は言う。微び妙みように声こわ色いろを変えた、しかしほんとうに微妙にしか変えてないゆえにバレバレな声で、


「おれは……そう、謎なぞの球拾いマスターＸ。球拾いを筆ひつ頭とうとして、野球に関するあらゆる裏うら方かた仕事を極きわめたプロフェッショナルだ。今日はそこの男に用があって来たんだが」


　センス最悪な通り名を名乗って自じ己こ紹しよう介かいしてから後藤を指差し、


「おい後藤とやら。あんた球拾いの腕うで前まえに相そう当とうな自信があるばかりか、野球道具に対する愛情は誰にも負けないと豪ごう語ごしているそうじゃないか。フフ……まったく、こいつはとんだ喜き劇げきだぜ」


「なに……？」


　その挑ちよう発はつ的てきな物もの言いいに後藤が片かた眉まゆをはねあげる。


「いつの世も井いの中の蛙かわずというものはいなくならないものらしい。まさかあんた程てい度どの実力で球拾いを極めたつもりじゃあるまいな？」


「言ってくれるじゃないか」


　真由を横にのけ、後藤はすっくと立ち上がった。もとよりおいしいシーンに横よこ槍やりを入れられた彼である、決して機き嫌げんがいいわけではない。


「おまえ一年の二ノ宮峻護だな？　そこまで言うからにはよほどの自信があるってことなんだな？」


「二ノ宮峻護というのが誰のことなのかさっぱりわからんが、自信があることについてはそのとおりだ。表に出ろ。あんたにほんとうの球拾いというものを教えてやる」


「いいだろう。見せてもらおうじゃないか」


　ひととおり舌ぜつ戦せんを交かわし合うと、峻護と後藤はにらみ合いに火花を散ちらせつつ、早くもボルテージを上げはじめた。


「…………。ええと」


　いきなり急きゆう転てんした展てん開かいに真由がついていけないでいると、


「ち、仕方のねえ野や郎ろうだ、勝手な真似しやがって……まあこうなったらあいつに任せるしかないな」


　峻護を追ってきた山本が、真由から五メートル離れた位置でつぶやいた。


「あの……二ノ宮くん、いったいどういうつもりなんでしょう？　なんだかいつもとちがって攻こう撃げき的てきで、すごく機嫌悪そうなんですけど……」


「ん？　そりゃそうだろ」


　山本は肩かたをすくめ、


「成りゆきとはいえ月村さんに負ふ担たんを強しいて、後藤先輩ときわどく絡からんでいるところを見て──まあ、男ならなんとも思わないわけないよな。あそこまで短気になるのはちょいとおれの計算違いだったけど」


「…………」


　つまりそれは──朴ぼく念ねん仁じんの峻護も、少しは『嫉しつ妬と』してくれていたということだろうか。


「そっか……そうなんだ……」


　自分の知らなかった峻護の姿を初めて目にしてハラハラしつつ、それと同時に心のどこかがきゅっとなるのを覚えつつ、視し殺さつ戦せんを繰くり広げている峻護をじっと見つめていると、


「──勝負の方法は？」


　にらみ合いを続けたまま後藤が問うた。


「べつに競きそう必要はない」と峻護が答える。「あんたはおれの球拾いを見ているだけでいい。あんたも一流を自じ任にんする身なら同業者の技術を公こう正せいな目で見られるはずだ」


「言うまでもない。白球に誓ちかって、おまえの腕うでがおれより上なら文句なくそれを認みとめる」


「その言葉、確かに聞いたぞ」


　頷うなずき、峻護は借りたグラブを手にはめてダグアウトを出ていく。折おりしもグラウンドでは部員たちがフリーバッティングの練習に汗あせを流しており、突如として球場に現れた闖ちん入にゆう者しやに何なに事ごとかと目を丸くしている。


「素人しろうとめ……」


　後藤が毒づきつつ、真由と山本のそばに歩み寄ってきた。


「月村さん、あんな男のそばにいてはいけないよ。言うに事こと欠かいて球拾いでおれと勝負するなどとほざく上に、おれのテクニックにまでいちゃもんをつける……まったく、球拾い家かの風かざ上かみにも置けんやつだ」


「はあ……」


「まあ見てるといい。あいつも実じつ際さいにやってみれば、球拾いが口で言うほど簡かん単たんじゃないとすぐにわかるはず。せいぜい大おお恥はじを──」


　かけばいい、と言いかけた後藤が口をつぐんだ。


「バカな……」


　両目を見開いた後藤の視線が向く先は、グラウンドの外野方向。
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　峻護が素す晴ばらしい動きを見せてグラウンドを縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り、バッターが打ち込む打球を次から次へとキャッチしていた。だけでなく、キャッチされたボールはすかさず投とう擲てきされ、バックネットそばのボール入れへと正確無む比ひに収められていく。先だって後藤がみせたそれに匹ひつ敵てきするパフォーマンスだった。ギャラリーになっていた野球部員たちから驚おどろきのどよめきが沸わく。


　だがそれすらもまだ序じよ章しように過すぎなかった。峻護はフリーバッティングがひと区く切ぎりつくと、彼がグラウンドに立つ以前からあちこちに散ちらばっていたボールをひとつずつ丁てい寧ねいに回収し、ダグアウトに戻もどってきて球磨みがきを始めたのだが、


「な……うそだろう？」後藤がふたたび大きく両目を見開いた。「二ノ宮のあの手つき……ボールをやさしく包つつむ左手、あくまで過か不ふ足そくなく適てき度どな力をこめて布ふ巾きんを握にぎり、ボールをいたわる右手。道具に対するあふれんばかりの愛情がなければああはいかないぞ？」


　呆ぼう然ぜんたる面おも持もちで、まるでうわごとのように敵てき手しゆのテクニックを品ひん評ぴようしている。


「しかも布巾につけるツヤ出しクリームの量も完かん璧ぺき。ボールに塗ぬるクリームの量も、布巾をかける回数もパーフェクトだ。見ろ、磨き終わったボールたちのあの仕上がりの美しさを。ボール磨きの技わざといい、さっきグラウンドで見せたキャッチング技術といい、あいつどこであれほどの技術を？」


「ええとその、二ノ宮くんって家か事じに関してはほんとにプロですから、たぶんそれを応おう用ようしてるんだと思います。それにもともと物を大だい事じにするひとだから、道具に対する愛情も深いんじゃないかと。あと二ノ宮くんって基き本ほん的てきにとんでもなく運動神しん経けいいいから、野球なんかも普ふ通つうにやれちゃうんじゃないかな……」


　真由が親切に解かい説せつを入れるが、後藤の耳には届とどいていないらしい。そればかりか次の瞬しゆん間かん、ライバルの手元を食い入るように見つめていた後藤の顔がさらなる驚きよう愕がくに彩いろどられた。


　峻護が手にとった白球のひとつを見て、


「そんな！　まさかあれは、行ゆく方え不ふ明めいになっていたジョセフィーヌっ？　あの縫ぬい目と縫い目の間にある針はりの穴ほどの小さな黒いシミ……まちがいない、ジョセフィーヌだ！　うそだ、いったいどこで見つけたんだ？　おれがあれだけ探しても見つからなかったのに。……愛か？　愛なのか？　おれの愛がやつに劣おとっていたから、見つけられなかったというのか……？」


　絶ぜつ句くし、その場でひざをつく後藤。


「……なんだか勝負はついたみたいですね。わたしにはぜんぜん意味がわからないんですけど」


「おれもだ」真由に同意して山本はため息をつき、「えらく地じ味みな決けつ着ちやくだったよな、あれだけ盛もり上がってた割わりには。まあ当とう人にんが納なつ得とくしてるみたいだからいいんだけどよ」


　いまいち煮にえ切らない顔のふたりを尻しり目めに、峻護は勝利の余よ韻いんもそこそこに敗者へ語りかける。


「あんたには球拾い人としてのプライドがあるはずだ。そのプライドがレベルの甲こう乙おつにごまかしを許さないはず。おれとあんたとどちらが上か……もう、わかっているはずだな？」


「くッ」


　うつむいたままくちびるを嚙かむ後藤を哀あわれみの目で見、


「率そつ直ちよくに言ってまだまだおれも未み熟じゆくな身だが、そのおれにすら後おくれをとるあんたに球拾いを極きわめることはできないだろう。野球の世界に戻り、野球にすべてをささげることだ」


「……。わかった」


　峻護の言葉に、後藤は案あん外がいすんなり頷いた。敗はい北ぼくのショックがよほど応こたえたらしい。


「おまえの言うとおりだ。球拾いの奥おう義ぎ、どうやらおれごときに極められるシロモノじゃなかったらしいな。球拾い道からは今日限りで足を洗い、野球にすべてをささげることにしよう」


　もはや未み練れんを捨すて去ったのか、ひどくさっぱりとした顔で宣せん言げんする後藤。


「ううむ、なんだか納得いかんが……どうやら目的は達たつしたらしいな」


　いまいち素す直なおに喜べていない山本を背にして、真由が覆ふく面めんの少年に歩み寄る。


「ありがとうございました謎なぞの球拾いマスターＸさん。後藤先せん輩ぱいもまっとうな道に戻ってくれたみたいだし、これでわたしも二ノ宮くんに顔向けできます」


「ん？　ああ、うん。まあ」


　なんだか妙みように機き嫌げんよくニコニコしている真由に戸と惑まどいながら、本日の功こう労ろう者しやは頰ほおをかき、


「まあ姉さんにいろいろと仕し込こまれてるから、それを応用してどうにか……ああいや、おれにも姉がいてね。ああいや、おれにもって言い方はおかしいな。ええと」


　何やら両手をわたわたさせながら弁べん解かいする少年を、真由はやっぱりニコニコと見つめて、


「さて二ノ宮！　おまえに話がある！」


　後藤の大声が不ふ意いにその場に響ひびき渡わたった。


「……だから、おれは二ノ宮じゃなくて……」


「じゃあ謎の球拾いマスターＸよ、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うぞ。野球部に入れ」


「な──」


　目をまん丸に見開く峻護。


「ちょっと待て、どうしてそうなるんだっ！」


「野球にすべてをささげろと言ったのはお前だろう？　おれはその言葉どおり、野球で勝利を得るためには手段を選ばないことにする。で、手始めにおまえをスカウトすることに決めたわけだ。おまえがさっき垣かい間ま見せた野球センス……おまえとおれが組めばワールドシリーズも夢じゃない」


「ちょ、ちょっと待ってくれ！　そんな話は──」


「悪いがおまえにはおれを球拾いから引いん退たいさせた責せき任にんを取ってもらわにゃならん。さあ、そうと決まれば早さつ速そく入にゆう部ぶ届とどけにサインを」


「それとこれとは話が別だろう！」


「おお、いいじゃんかそのアイデア」


　と恩知らずにも敵に回ったのは山本である。


「おれもお前の運動能力には前から目をつけてたんだ。二ノ宮、野球部に入れ。お前なら今日からでもレギュラーを取れる」


「悪いがそんなつもりはない！　というかおれは二ノ宮じゃない！──ええいくそ」


　状じよう況きようの不ふ利りを悟さとったか、謎の球拾いマスターＸはその場できびすを返し、


「おれには球拾いの道をさらに極きわめるという使し命めいがあるんだ、野球なんぞはやってられない──ではさらば諸しよ君くん！　まちがっても二ノ宮峻護とやらに入部うんぬんの話をもっていかないように！」


「む、二ノ宮が逃にげたぞ！　追え、逃がすな！」


　後藤と山本がグラウンドにいる野球部員たちを動どう員いんしつつ、将来のスター選手を獲かく得とくせんと追つい跡せきを開始し、


「……人気者ですねえ、二ノ宮くんは」


　相変わらずニコニコと機嫌のいい顔のまま、真由はいつまでもつづく追いかけっこを飽あきもせず見守るのだった。







おしまい





　真由、耐たえがたきを耐え忍しのびがたきを忍ぶのこと







　綾あや川かわ日ひ奈な子こという少女は物もの事ごとをハッキリと口にする性せい格かくである。


「真ま由ゆ、あんたさあ」


「はい？」


　その主しゆ義ぎはその日も変わらなかった。


「あんた、最近ちょっと太ったんじゃない？」


「…………！」


　そして月つき村むら真由という少女は、何につけてもわかりやすい反応をする少女である。


　彼女は『ぎくうっ』と大きく肩かたを震ふるわせ、たっぷり数秒置いてから、


「なんの話ですか？」


「だからァ、あんた最近太ったんじゃないか、って言ったの」


　私立神じん宮ぐう寺じ学園。休み時間の女子手洗いである。


　鏡かがみの前で身だしなみを整ととのえながら、日奈子はさらに畳たたみ掛かける。


「誰だれの目をごまかせてもあたしの目はごまかせないよ。転てん校こうしてきた時に比くらべて数キロは脂し肪ぼうがついたね？」


「こ、これは……」口ごもりながら、


「そう、胸です。胸に脂肪がついて、そのぶんだけ太ったんです」


「……ほほう」日奈子の瞳ひとみが暗い色を帯おびた。


「そういうこと言うのはこの口か？　ん？」


「痛い痛い痛い痛い」こめかみをぐりぐりぐりぐりされ、真由が泣きを入れる。


「うう……すいません。失しつ言げんでした。撤てつ回かいします」


「わかればよろしい。今後は配はい慮りよに欠ける発言を控ひかえるよう」


　社しや交こう辞じ令れい込みで言っても標ひよう準じゆんサイズ以下の日奈子は大きく頷うなずいて、


「まあ、あんたのデカチチがまた太ったのは確かにしてもさ、」


「……デカチチとか言うのやめてください」


「ほれ、このあたりとか。明らかに一回りサイズアップしてるじゃん」


　抗こう議ぎを聞き流し、脇わき腹ばらあたりを抓つまんでぷにぷにする日奈子。


　物ぶつ的てき証しよう拠こを突つきつけられ、真由は観かん念ねんしたようだった。


「確かに、少しばかりふくよかになりすぎたのは否ひ定ていできません。最さい近きん、つい食べ過すぎちゃうことが多くて。……でも、それも仕し方かたのないことなんです」


「へーえ。なんでまた？」


「つまりその、毎日の料理があまりにも美お味いしくて……」


　真由が身を寄よせている二にノの宮みや家、その家か事じのほとんどを取り仕し切きっている二ノ宮峻しゆん護ごは、達たつ人じん級きゆうの腕うでを持つ料理人の顔も持つ。


「ははあ、なるほどね」頷く日奈子だが、


「ま、でもいいんじゃない？　太るのだって個人の自由だし」


「……わたしだって別に、このまま太り続けるつもりはありません。付けた肉は必ず落とします」


「ふーん。じゃあま、やってみたら？」


　妙みように突き放した言い方である。いつになく冷ややかというか、どこか挑ちよう戦せん的てきな響ひびきさえあるような気がする。


　真由も、少しばかりむっとした。


「言われなくたってやります。見ててください」


「できるかしらねえ？　これまでだってついつい二ノ宮くんの料理を食べすぎちゃってたわけでしょ？　太るってわかってながらさ」


「それは──」


「どうせね、あんたの舌したも胃い袋ぶくろも二ノ宮くんの料理に慣ならされちゃってるんだから。今さら元の食生活に戻もどそうったって、カラダが言うこときかないに決まってるわよ」


「うっ。……そ、そんなことないです。ちゃんと戻してみせます」


「へーえ。そこまで言うならちゃんと期き限げんを区く切ぎろうじゃない」


「望むところです。じゃあ一週間後、日奈子さんの前で体重計に乗ります。それで構かまいませんね？」


「……撤回するなら今のうちよ、真由」


　一いつ瞬しゆん、日奈子の瞳に何か憐あわれむような、悟さとりきったような色がよぎった。


　そのことに引ひっ掛かかりを覚えた真由だが、ここまできては今さら引っ込みもつかない。


「撤回なんてしません。わたし、ちゃんとやせますから。このままじゃかなり危険だというのは自分でもわかってたんです。やります」


「──そっか。わかった」


　有るか無しかの小さな吐と息いきをつき、日奈子はあらためて真由に向き直る。


「どうあってもやせるつもりなのね？」


「はい」


「後こう悔かいするわよ真由。せいぜい一週間、無む駄だな足あ搔がきを続けてみな」


「日奈子さんこそ自分の言ったセリフを忘れないでくださいね。体重計は必ずわたしに微ほほ笑えんでくれますから」


　むむむ、と睨にらみ合い、ぷいっと顔を背そむけ合う二人。





　こうして突とつ発ぱつ的てきにスタートしたダイエットプランだが──


　この時までは、まだ真由も甘あまく見ていたのだ。





　　　　＊





　さて、その日の夕食の席である。


　この場において、二ノ宮峻護はかつてない異い変へんを経けい験けんすることになった。


「……ええと、月村さん？」


　声に戸と惑まどいが混まざるのを自覚しつつ、峻護は訊たずねた。


「なんだか今日はちっとも食が進んでないみたいだけど……」


　基き本ほん、月村真由は健けん啖たん家かである。さほど大おお柄がらでもない身体からだによくぞこれほど、と感心するくらいよく食べる。


　にもかかわらず、今日の彼女は料理に箸はしすらつけていない。


「今日の料理、何か気に入らないことでもあった？　もしそうなら聞かせてくれ。今後の参考にするから」


「！　い、いえ、とんでもないです！」あわてて首を振ふり、「気に入らないことなんてありません！　本当です！」


　力の限り否定する真由だが、


「そうなのか？　じゃあ、だったらどうして今日は……？」


「それはつまり、その──今日は、おなかが痛くて。それで食べられないんです。だからわたし、先に部屋に戻もどって休んでますね」


　そう言い置くと、返へん事じも待たず逃にげるようにダイニングを出て行った。


　その後うしろ姿すがたを見送りながら峻護は首をひねる。腹ふく痛つうを催もよおしたというが、どうもそんな風ふうには見えなかった。というか、いかなる種しゆ類るいの体調悪化も彼女の様よう子すからは窺うかがい知れなかった。月村真由のガーディアンを任され、日々彼女の傍そばについている彼は、そういうことに敏びん感かんである。


　では、どうして今日の彼女は食事を摂とろうとしなかったのだろう？





　　　　＊





　宣せん言げんどおり部屋に戻った真由はベッドにうつ伏ぶせになり、枕まくらを涙なみだで濡ぬらしていた。目の前で湯ゆ気げを立てている峻護の料理を自主的におあずけすることが、よもやこれほどまでに辛つらいことだったとは。


　だが耐たえねばならない。峻護の料理はいずれも一級品であり、いったん箸はしをつければ止まらなくなること請うけあい。まだ戦いが始まったばかりだというのに、こんな初しよ期きの段だん階かいで自分を甘あまやかすわけにはいかなかった。


　ふたつ、真由には至し上じよう命めい題だいがある。


　ひとつは一週間後までに必ず目もく標ひよう値ちをクリアし、日奈子をギャフンと言わせること。


　そしてもうひとつは、ダイエットしていることを峻護に知られないことであった。


　当然であろう。真由とて女である。ほのかに想おもいを寄せている少年に対し、マイナスイメージを与あたえかねない行こう動どうを晒さらすことは避さけたいところだ。自分の守しゆ護ご役やくとして四し六ろく時じ中ちゆうそばについてくれる峻護にバレないよう振ふる舞まうのは至し難なんの業わざだろうが、それでもやらねばならない。


　ああ、それにしても……峻護の料理の、いかに魅み惑わく的てきなことだろう！　視し線せんを刺さしただけでもやわらかくほぐれそうな豚ぶたの角かく煮に、鍋なべにつきっきりで数時間はアク取りしてある鶏とりガラの清湯チンタン、低温の油あぶらを丁てい寧ねいにかけてほどよく火を通した鯛たいの姿すがた揚あげ──いずれも料理人の性格を反映した、丁てい寧ねいで温かみのある調理であった。これらを目の前にしながら舌で味わうことができないとは、真由にとって世界の滅めつ亡ぼうと同等の惨さん劇げきである。


　だが悲ひ嘆たんと同時に真由はわずかながらも自信を得ていた。今回のダイエットプランのうち最大の障しよう害がいは何か？　それはもっとも手て間ま暇ひまをかけられ、必ひつ然ぜん的てきに皿数も多くなる夕食であった。勝負の分かれ目はここを我が慢まんできるかどうかにかかっている。正直なところ、日奈子と約束した目標体重の値あたいはかなりハードルの高いものであったが、このポイントさえクリアすればなんとかなりそうだった。





　……などと楽らつ観かんするあたり、やっぱり真由の思おも惑わくは甘かったのである。





　　　　＊





　さて、翌よく日じつの夕食である。


　むろん峻護は、昨日きのうあたりから真由がほとんど何も口にしていないのを知っている。そしてこのまま断だん食じきを続ければ、いずれ健けん康こうを害がいすること疑うたがいの余よ地ちはなかった。彼としては何としても真由に自分の料理を食べてもらいたい。


「さあ月村さん。今日の料理には自信がある。味わってみてくれ」


　その想おもいを胸に秘ひめつつ、峻護は笑顔で勧すすめた。食しよく卓たくには彼が渾こん身しんをもって仕上げた料理の数々が並ならんでいる。


「…………」


　テーブルについた真由からは何の返へん事じもない。


　だがその視線はテーブル方向に向けられて皿と皿の間をせわしなく行き来し、時おり喉のどがごくりと唾だ液えきを飲み下している。が、それでも彼女は箸を持とうとしない。


「どうしたんだ？　さあ、どんどん食べてくれ」


「ええと……その……」


「食べないのか？　じゃあやっぱり、おれの料理に何か不満が……？」


「とんでもない！　二ノ宮くんの料理はいつでも最高です！　ほんとうです！」


「ありがとう。でも、じゃあなぜ？　食欲がないのか？　でも月村さん、昨日から何も食べてないだろう。それとも今日も消しよう化か器き官かんの調子が悪いとか？　でもそんな風には見えないんだけど」


　畳たたみ掛かける峻護に、真由は追おい詰つめられた顔になった。


　やがて、


「……おなかの調子はいいです。今日はちゃんと食べます」


「そうかよかった、安心したよ。何を食べる？」


「いいえ」だが真由は、料理を取り分けようとする峻護を止め、


「わたしの食事は、これです」


　テーブルに手を伸のばし、それを自分の前に置いた。


　ミネラルウォーターの入った水差しだった。


「……月村さん？」


「いただきます」


　峻護の怪け訝げんな声を無む視しして手を合わせるや、コップに注いだ水をがぶ飲みし始めた。あっという間に水差しの残ざん量りようが減へっていく。たちまち空になった。


　うぇっぷ、とゲップをこらえて、


「おかわり、お願いします」


「ま、まだ飲むのか？　というか、料理は食べないの？」


「心しん外がいです。テーブルにある以上、水もまた立りつ派ぱな料理のひとつです。そして今日のわたしは、水をたくさん食べたい気分なんです」


「いや、水を食べるとか言われても……」


「お願いします」


　頑がんとして言い張はる真由に、やむなく望み通りのおかわりを持ってくる。


「ありがとうございます。いただきます」


　そしてまた繰くり返されるガブ飲み。


　啞あ然ぜんとその様さまを見守る峻護だが、朴ぼく念ねん仁じんの彼もさすがに気づき始めた。胃い腸ちようは健康で食欲十分。それでも食事を摂とらない理由となれば、答えはひとつしかない。


「月村さん」


「はい？」


「ダイエットを始めたのか？」


　月村真由という少女は、何につけてもわかりやすい反応をする少女である。


　彼女は『ぎくうっ』と大きく肩かたを震ふるわせ、たっぷり数秒置いてから、


「何の話ですか？」


「いやだから。月村さんがダイエットを始めたんじゃないかって、」


「心外です」


　断だん固ことして、真由は言い切った。


「ちょっと固こ形けい物ぶつを口に入れないだけで即そくダイエットに結びつけるなんてあんまりです。女性に対して失礼です。たまには流りゆう動どう物だけで食事を摂りたい時もある、その流動物がたまたまノーカロリーの水だったという、それだけのことじゃないですか。こんな些さ細さいな事じ象しようを針しん小しよう棒ぼう大だいに扱あつかって……二ノ宮くんはわたしにあらぬ汚お名めいでも着せようとしているんですか？　これは半歩間ま違ちがえれば法ほう廷てい沙ざ汰たになるほどの重大問題ですよ？」




[image: ]


「ああ、いや、すまない。そんなつもりじゃ……」


「とにかく、そういうデリケートな事こと柄がらについては発言を慎しん重ちようにしてください」


「あ、ああ。わかった」


「わかってもらえればいいんです。それでは、ごちそうさまでした」


　言い置くと、なおも何か言いたげな峻護に背を向け、真由は食堂を後にした。





　　　　＊





　水みずッ腹ぱらを抱かかえて部屋に戻もどった真由は、


「～～～～～～っ」


　ベッドへうつ伏ぶせに倒たおれこみ、ぼすぼすと布ふ団とんに拳こぶしを叩たたき込んでいた。むろん、峻護の料理を口にできない悔くやしさを紛まぎらわすためである。


　状じよう況きようは芳かんばしくなかった。鋼こう鉄てつであったはずの彼女の意い志しは、ダイエット二日目にして早々と無む条じよう件けん降こう伏ふくを主しゆ張ちようするようになっている。もともと少食な方ではない。加えて太りにくい体質ゆえ、これまで食事制限を経けい験けんすることがなかった。つまるところ月村真由、実はダイエットに関してまった]くのど素人しろうとであった。しばらく前まで閉へい鎖さ的てきな環かん境きようで暮らしていたゆえ、現げん代だい人じんが普ふ通つうに持っているような減げん量りよう知ち識しきをほとんど持ち合わせておらず、ダイエットというものを『食べなければ減へる』程てい度どにしか考えてなかったのである。


　そして、それよりもっとマズい問題がある。どうやら峻護がダイエットのことを感づき始めていることだ。今日のところは思いつくままのデマカセを並べてごまかしたが……果たしてごまかし切れているだろうか。


（二ノ宮くんにだけはぜったい知られないようにしないと……）


　真由の妙みようなところは、ダイエットというものをひどくシリアスに考えていることである。国家機き密みつと同様、何に代えてもその事実を秘ひ匿とくせねばならないもの、とでも思っているらしい。このあたりも彼女の世せ間けんズレしているところだった。


（とにかく、あと何日かの辛しん抱ぼうだから。がまん、がまん……）


　この調子で断食を続けていけば、体重が増えることだけは絶ぜつ対たいにない。そんなささやかな希望だけを胸にともし、飢うえを誤ご魔ま化かすために眠ねむりの世界に逃とう避ひする真由であった。


　……これがまだ惨さん劇げきの序曲であるとも知らずに。
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　日付が変わり、その日も晩ばん餐さんの時間がやってきた。


　月村真由という少女と出会ってからまだ日の浅い峻護ゆえ、彼女について知らないことはたくさんある。が、それを考こう慮りよに入れても、ここ数日のうちに彼女が見せる行こう動どうは意外なことの連続だった。


　今現在も、そんな体験の真っ最中である。


　目の前の席に真由がついている。


　彼女はすでに食事を終えている。彼女がたらふく口にしたのは、昨日と同じくミネラルウォーターだけである。


　が、そこからが昨日とは異ことなる。水をたっぷり『食べた』あとも、真由は食堂を後にしようとはしなかった。


　食堂に留とどまって何をしているかといえば──峻護の食事風景を、ひたすらじっと眺ながめているのである。食い入るように、わずかな挙きよ動どうも見み逃のがすまいとする執しつ拗ようさで。


「……月村さん」


「はい？」


「食べ足りないのなら、水だけじゃなくて他のものも遠えん慮りよなく──」


「いいえ。もうおなか一いつ杯ぱいです。ごちそうさまでした」


　きっぱり言い切る。


「二ノ宮くんの方こそ、わたしのことは気にせず食べてください」


「そ、そう？」


　といっても、そんな風に凝ぎよう視しされていると箸はしも進まないのだが。


「さあ。どうぞ」


　なんだか迫はく力りよくのある声で求められる。峻護はぎこちなく頷うなずき、食事を再開した。


　夕食の皿に手を伸のばし、口に運ぶ。その挙動を、真由は逐ちく一いち追っていく。


「…………」


「…………」


　ちょっとした興きよう味みが湧わいた。


　食しよく卓たくからモモ肉の照てり焼きを選えらび、箸で取り上げる。炭すみ火びで丁てい寧ねいに焼いた地じ鶏どりはコンガリ飴あめ色いろに色づき、滴したたる肉にく汁じゆうとともに胃い袋ぶくろを刺し激げきして止やまぬ香かおりを放ほう散さんしている。


　あーん、と口をあけ、それを頰ほお張ばるふりをする。すると、真由も峻護とそっくりに口をあけ、照り焼きを咀そ嚼しやくする体たい勢せいに入る。


「…………」


「…………」


　口に入れるのをやめ、今度は指し揮き者しやがタクトを操あやつるように箸を振ふってみた。すると真由の眼がん球きゆうは機械のように上下左右し、精せい密みつにその動きをトレースする。彼女の意い識しきは箸がつまんでいる物体へ一いつ極きよく集中しているようで、峻護の存そん在ざいは歌か舞ぶ伎き舞ぶ台たいでの黒くろ子こ同然に、まったく目に入っていないようだった。


　ちょっと面おも白しろい。が、楽しんでいる場合でもない。


「──月村さん」


「…………」


「月村さん」


「──？　え？　なんですか？」


　きょとんとしている。どうやら自分が何をしていたかも認にん識しきしていないらしい。


「……あのさ、おなかが空いてるなら無理して我が慢まんしなくても、」


「いいえ、おなかなんて空いてません。何を言ってるんですか二ノ宮くんは」


　強ごう情じようである。だが、


「そう言うけど月村さん、口の端はしからよだれが出てるんだけど？」


「えっ？」


　確かに峻護の指し摘てきする箇か所しよから消しよう化か酵こう素そたっぷりの液体が滴したたり、テーブルに大だい規き模ぼの水みず溜たまりを形けい成せいしている。


「…………！」


　あわててそれを拭ぬぐった真由だが、観かん測そくされた生せい理り現げん象しようを今さらなかったことにはできない。決まり悪そうに視線をさまよわせた。が、すぐに開き直った。


「──これは、汗あせです」


「汗？　え、いや、でも……」


「汗です」


　有う無むを言わせない語ご調ちようで言い張はる。どうあっても横よこ車ぐるまを押おし通すつもりらしい。


　はあ、と峻護はため息をついた。真由は意地でも否ひ定ていするつもりらしいが……女性がここまでして断食を通す理由など、全銀河中を探してもひとつしかあるまい。


「月村さん。ダイエットするならもっと別の適てき切せつな方法が、」


「二ノ宮くん」


　すかさず真由が遮さえぎった。


「今なんと言いました？」


「え？　いやだから、ダイエットするならもっと、」


「わたしダイエットなんてしてません」


　きっぱり言い切った。


「まったく何てことを言うんですか。それじゃまるでわたしが太ってると言わんばかりじゃないですか。断だん固こ抗こう議ぎします。冤えん罪ざいです。不ふ当とう判はん決けつです。不ふ用よう意いな発言は無む用ような誤ご解かいを招まねく結果になりかねません。厳に慎つつしんでいただけるよう、切せつに求めます」


「ああいや……ごめん。気に障さわったのなら謝あやまる。だけどさ、月村さんってぜんぜんスリムだと思うけど。ダイエットなんてする必要ないんじゃないか？」


「ほ、ほんとですか？」


　真由の表情がパッと明るくなった。が、すぐにかぶりを振って、


「いいえ、やっぱりだめです。二ノ宮くんの目にはそう映るかもですが……外から見えないところ、二の腕うでとかウエストとかが危険なことになってるのは事実……いえ、失言でした。聞き流してください」


「はあ。いや、それはともかく。もう少しちゃんとした食事を摂とってもらえないだろうか。今みたいな食生活では身体からだを悪くするよ」


「だいじょうぶです。おなかいっぱい食べてますから」


「おなかいっぱいって……単に水を飲んでるだけじゃないか」


「だいじょうぶです。おなかいっぱい食べてますから」


　にっこり笑った。有無を言わせない目つきだった。


「だから二ノ宮くんは、わたしのことは気にせずどんどん食べてください。さっきからぜんぜん箸が進んでませんよ」


「はあ……」


　要するに峻護の食事風景を観かん賞しようすることで、食べた気にだけでもなりたいということなのだろうが……それにしても、と峻護は思う。真ま面じ目めで控ひかえめで純じゆん粋すい、といった人あたりのいいイメージのあった真由が、こうまで逆方向に極きよく端たんな面を見せるとは。彼女に抱いだいていた印いん象しように大おお幅はばな修しゆう正せいを加えねばなるまい。


　ともあれ彼としては、真由が食事を摂らないことが心配である。だがすっかり意い固こ地じになった彼女に理り屈くつは通じそうにない。彼女に食事を摂ってもらうにはもう少し手を替かえていく必要があるようだった。
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「苦労してるみたいじゃない」


　ここ数日の顚てん末まつを総そう括かつし、日奈子は「ふうむ」と唸うなった。「そろそろ限げん界かいなんじゃない？　ダイエットなんて諦あきらめて、さっさと元の食生活に戻もどったら？」


「ばか言わないでください」


　降こう伏ふくを促うながす友人を睨にらむ真由だが、その声に張はりはない。


　神宮寺学園の女子手洗いで、ふたりは勝負の途と中ちゆう経けい過かを検けん証しようしている。


「勝負はまだまだこれからです。日奈子さんこそ、約束の日にわたしの体重を知って恐おそれ入るための心こころ構がまえはできていますか？」


　などと強がる真由だが、日奈子の見けん解かいは極きわめて懐かい疑ぎ的てきである。そのことは授じゆ業ぎよう中ちゆうの彼女の様よう子すを眺ながめているだけでも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。真由は教師の解かい説せつも黒板の板書もそっちのけで心ここにあらず、無む意い識しきのうちにシャーペンの先を嚙かんだり、ノートの角を嚙んだり、消しゴムを嚙んだりと、あごの筋肉を常じよう時じ稼か動どうさせている有あり様さま。どうみても禁きん断だん症しよう状じようの表れであろう。


　その他にも真由の限界を示す証しよう拠こは枚まい挙きよにいとまがない。三歩進むごとに足をふらつかせたり、ストレスのあまりか突とつ如じよとして意い味み不ふ明めいの言げん動どうを発したり、あまつさえ呼吸するたびにそれと連動して腹の虫を鳴なかせたり──


　また峻護に聞くところによれば、例えば下校の際さいなどが一苦労だそうである。たこやきの屋台、洋菓子屋の通気ダクト、果ては一いつ般ぱん家庭の換かん気き扇せんまで、食物の匂においが漂ただよってくるたび、幽ゆう鬼きのごとくそちらに吸すい寄せられてしまう。さらにはその場にしばらく根を張はってしまうため、帰宅に数倍の時間が掛かかるそうだ。あまりにしつこく居い座すわるため、官かん憲けんを呼ばれそうになったのも一度や二度ではないとか。


　もちろんこれらはほんの一例、氷山の一角であろう。だがそれだけあっぷあっぷの状じよう況きようにあって、真由は今なおカロリーゼロの生活を通している。そのことの是ぜ非ひはともかく、彼女の根こん性じようだけは買っていいかもしれない。


　だが日奈子は、この勝負がどのような結けつ末まつに終わるか読めている。それを知りつつ、彼女は是が非でも友人の無む茶ちやを止めるという気になれなかった。


　そのことに罪ざい悪あく感かんを覚えつつ、


「それで？　肝かん心じんの体重はどうなってるわけ？　あんたの望むような成果は出てるの？」


「それは──」


　一いつ瞬しゆん、真由の表情に重い翳かげがよぎった。


　が、すぐに明るい笑え顔がおを作って、


「実は、まだ体重計に乗ってないんです。約やく束そくの日が来るまで楽しみを取っておこう、と思って。でもだいじょうぶです。感覚では、確たしかにやせてます。だいじょうぶです」


「へえ。そうなの」


　むろん日奈子は真由の噓うそを見み抜ぬいている。その理由もまた。


「減へっているのは確かでしょうね。だけど──」


「……だけど？」


「いや、やっぱいい。とにかく容よう赦しやはしないんだからね？　期日になったらきっちり体重を量はからせてもらうから」


「わかってます。一度言ったことは撤てつ回かいしません。きっちり白黒つけましょう」


　などと、勇ましく言い切った真由だったが──


　その晩ばん、最大のピンチが待っていた。
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　食しよく卓たくに本日のメニューが並んでいくにつけ、真由は己おのれの危き機きを悟さとった。


（これは──よくない。危険です）


　あわてて彼女は対たい応おうに着手した。例によって水差しを引っ摑つかみ、いつもよりさらに多くの水を『食べ』た。目め一いつ杯ぱいに詰つめ込んだ。それでもこの危機を乗り越こえられるか自信はなかった。


「さあ月村さん。どうぞ」


　にこにこ顔で勧すすめる峻護。説得にしてもメニューにしても正せい攻こう法ほうでは無む理りと悟り、今日の彼は搦からめ手から真由の意い固こ地じに挑いどんでいた。


　お品しな書がきをざっと眺めてみよう。


　ノンオイルで焼き上げた豆とう腐ふハンバーグ・大根おろし添ぞえ。鳥のささみのボイル・カモミールソースがけ。こんにゃくの刺さし身みと旬しゆんの野菜の海の苔り巻まき・ポン酢ず醬しよう油ゆ仕立て──いずれも名だたるダイエット食品をメインに据すえた料理である。これだったら真由も口にしてくれるだろう。


　さらに彼はもう一工夫していた。料理にスパイス類を多用したのである。先述のカモミールソースだけでなく、ターメリック、サフラン、ローエル……香かおり立つ様々なハーブの協きよう和わ音おんが、食卓の上を春の妖よう精せいのごとく軽かろやかに舞まい、嗅きゆう覚かくを適てき度どに、いたずらげにくすぐっていく。その快かい適てきな刺し激げきは確実に真由の空くう腹ふく中ちゆう枢すうを刺激するはずだった。


「さあ、味を確かめてくれ。君のその舌で」


　再度勧すすめ、ターゲットの様子をちらりと眺めやる。


　峻護の思おも惑わく通り、真由の決意はぐらつきつつあった。


（……もう、いいじゃない。あなたはよく頑がん張ばったわ月村真由──）


　達たつ観かんした気分で彼女は己おのれに語りかけた。そう、自分はよくやった。一度も経けい験けんしたことのない絶ぜつ食しよくによく耐たえた。まして目の前にある料理など大したカロリー量ではない。食べたところでさほどミになるとは思えない。むろんすべてが一流の厨ちゆう房ぼう人にんたる峻護の作品であり、味は保証つきときている。至いたれり尽つくせりだ。この料理を口にしないなんていう選せん択たく肢しがあっていいの？　第一考えてもみなさい。わたしの健康を考えてくれた二ノ宮くんが、ここまで気を使って料理を作ってくれたのよ？　これを食べないなんて冒ぼう瀆とくに値あたいするんじゃない？　そう、自分のためでなく、彼のために食べなければいけないわ──


　様々な自己弁護と自己正当化の言葉が、真由の脳のう裏りを目まぐるしく流れていく。獲え物ものを前にしたトラの目で料理に釘くぎ付づけとなり、ハァハァと浅い吐と息いきを繰くり返す様さまは理性を失う寸すん前ぜんのそれだ。


　それを見て、峻護は己の策さくが図に当たったことを知った。あと一ひと押おしで彼女は落ちる、と確かく信しんした。そこに峻護の油ゆ断だんがあった。


「さあ、冷めないうちに食べてくれ。苦心して編み出したこのダイエットメニューを」


　──その、たったひとことがなければ。はたして事じ態たいはどう転んでいたか。


　だが現実としてその言葉は口に乗せられた。そしてその単語の持つ強きよう烈れつな刺激が、真由の正気（というか狂きよう気き）を呼び覚ましたのである。


（そうだった、わたしはダイエット中。決して負けられない、己との戦いの真っ最中……）


　折おれかけた彼女の意固地さが、ゆっくりと反発力を取り戻していく。


（やっぱりだめよ、月村真由）


　今日に至いたるまでカロリー豊かな食事を口にせず、その上でこの『ダイエット料理』を食べれば。それは自分がダイエットをしているのを認めるのと同どう義ぎ。


　そして約束の日は近く、目標数値クリアのためにはわずかな甘あまえも許されない状況だった。そして悲しいことに、目の前の料理はローカロリーであってもノーカロリーではないのである。


　ぐっと息を呑のみ、天を仰あおいだ。


　そのまま数十秒。


　やがて顔を峻護に向け、


「──ごめんなさい」


　笑顔で言った。


「今日はもう、おなかいっぱい食べちゃいましたから」


「…………！」


　その表情に峻護は絶ぜつ句くした。確かに笑顔だったにもかかわらず、彼の瞳ひとみにそれは血の涙なみだを流す般はん若にやの顔と映ったのである。


　峻護の心を一種の感かん動どうが満たしていく。意地もここまで張はり通せば才能である。これはもはや烈れつ丈じよう夫ふ──漢おとこの中の漢のなせる業わざであろう。


　それでも彼は、なおも説得を試みた。


「月村さん、何度も言うけど。ダイエットするならもっと──」


「はい？　何か言いましたか？」


「え？　いやだから、ダイエットするんだったら、」


「だいえっと？　初めて聞く言葉ですね。わたしの知っているいかなる国の言葉にも、そんな単語はありませんが」


「ええっ？　月村さん何を言って……昨日まで、君だって使ってた言葉じゃないか」


「はて、いつそんな言葉を使いました？　何時何分何秒？」


「いやその……ほら、」


「かわいそうな二ノ宮くん……おそらくこれは陰いん謀ぼうでしょう。ネオナチかあるいはＫＫＫか……いずれ、その手の非ひ合ごう法ほう組織が密ひそかに二ノ宮くんを洗せん脳のうしようとしているに違ちがいありません。その手に乗ってはいけませんよ。気を確かに持ってください」


「…………」


　もはや何も言うまい。


　未練をあからさまに引きずりつつ、真由は夢む遊ゆう病びよう者しやのような足取りで食堂を後にする。


　生命に別べつ状じようが出るまでは好きにさせよう、と心に決めつつ、峻護はその後うしろ姿すがたを最さい敬けい礼れいで見送るのだった。
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　その後も真由の戦いは続いた。


　空腹を紛まぎらわせるためにできるだけ睡すい眠みんをとるようにする、というのは初しよ期き段だん階かいから採さい用ようしていた作戦だったが、すぐに睡眠欲を飢き餓がが上回ることになった。おなかに枕まくらを巻きつけてぎゅうぎゅうに縛しばり、飢うえを誤ご魔ま化かそうとしたが、無む駄だだった。ペットボトルを持ち歩き、常つねに水分で胃い袋ぶくろを満たすようにしたが、これも焼け石に水だった。


　時には口に猿さる轡ぐつわをし、手足を椅い子すに縛しばり付けて食卓に臨のぞんだ。思い余あまって食事に手をつけてしまわないための方ほう策さくである。だったら初めから食卓につくな、という話だが、そこはダイエッターの屈くつ折せつした心理なのであろう。食堂の一いち隅ぐうを拷ごう問もん部屋じみた雰ふん囲い気きに変えて峻護を引かせつつも、真由はひたすら食欲との戦いに耐たえ続けた。


　最終日の真由に至いたっては、ほとんど魂たましいの抜ぬけかけた状じよう態たいでテーブルについていた。腐くさった死体のようにだらりと手足を投げ出し、その眼まな差ざしは料理に注がれることなく、どこでもない宙ちゆう空くうをさまよっていた。試ためしに峻護が彼女の目の前で料理をかざしてみても反応がなかったところをみると、一時的に精神が崩ほう壊かいしていたのかもしれない。あるいは自ら心を閉とざし、誘ゆう惑わくに対たい抗こうする術すべとしていたのだろうか。だとすれば極きわめて高度な技わざだが、ともかくその晩ばんも真由はノルマをクリアした。





　そして──


　運命の日が、やってきた。
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「覚かく悟ごはいいわね、真由？」


「覚悟なんてとっくにできています。日奈子さんこそ、ほえ面づらをかく用意はできてますか？」


　当日の保健室において、人ひと払ばらいをしたのち体重計に乗る。数値については秘ひ密みつ厳げん守しゆ。それが事じ前ぜんの取り決めである。


「では、乗ります。目め盛もりのチェックはいいですか？」


「いんちきナシ、一発勝負よ」


　お互たがい、静かな眼まな差ざしで見つめ合う。そこに感情の激はげしさはない。事実上、勝負はすでに決しているのだ。今はただそれを明らかにするのみ。


　一度だけ軽く吐と息いきをつき、真由は体重計に乗った。


　目盛が左右に振ふれ、冷れい徹てつに数値をはじき出す。


　その結果は──


　あらかじめ計測していた数字を大きく下回り、規き定てい値ちを見み事ごとクリアしていた。


「──さあ、見てのとおりです」


　ゆっくりと、真由は日奈子に向き直る。


「これがわたしの本気です。一いつ切さいの食事を断たった無む念ねんはすべて、体たい脂し肪ぼうを燃もやすことに費ついやしました。そしてわたしは結果を出しました。勝負はわたしの勝ち。それでいいですね？」


　が、勝利を宣言しているにしては、真由の表情が冴さえない。それは無理なダイエットによる悪あく影えい響きよう、というだけでは説明のつかない重苦しさだった。


　そんな友人の様子を、日奈子はじっと見つめている。


　やがて、彼女は溜ため息と共に言った。


「それで本当に勝ちだと思うなら、それでもいいわ」


「──何の話ですか？」


「わかってるんでしょ？」


「何のことだか、さっぱり」


「……いいわ。じゃあ、あたしの手で証明したげる」


「！　や、やめ──」


　切せつない懇こん願がんの悲鳴を上げ、真由はそれを防ごうとした。しかし一いつ瞬しゆん、遅おそかった。


　日奈子は真由の胸きよう部ぶに手を伸のばし、制服の上から下着に手をかけて──


　おもむろにそれを下方向に移い動どうさせたのである。


　瞠どう目もくすべきことが起こった。


　真由の、標準サイズを大きく超こえる胸部をきっちり締しめ付けていたはずの下着が──わずかな力を込めただけで、他た愛あいもなくずり落ちてしまったのだ。


「これで明らかになったわね」


　憐あわれみの眼差しで、日奈子は断だんじた。


「あんたは確かにやせた。でも。一体どこの肉を減へらしてその数字を得たというの？」


「うう……」


　がっくりと膝ひざをつく真由。


「わかって──いたんです」


　刑けい事じの前で全すべてを自じ白はくする容よう疑ぎ者しやの口く調ちようで、


「ダイエットを始めてすぐに、そのことには気づいていました。それでもわたしはダイエットをやめられなかった。日に日に胸と下着の隙すき間まが増えていくことに絶望しながらも、きっとすぐにおなかの肉も減ってくれるって。そんな不確かな希望に、わたしは縋すがりついてしまったんです……」


　それを愚ぐ行こうと呼ぶなら呼ぶがいい。だが日奈子は、決して友人を蔑さげすもうとはしなかった。


「あたし、あんたに謝あやまらなきゃいけない」


　懺ざん悔げをする罪人の表情で、日奈子は友人の肩かたにやさしく手を置く。


「期き間かん一週間のダイエット。無理があることはわかりきっていた。こういう結果になることも想像はついた。それでも──あたしは、あんたを強く止めることはしなかった」


「日奈子──さん？」


「すべてを承しよう知ちでいながら、あたしはあんたを道連れにしたのよ……」


「まさか──」


　はっと息を呑のみ、真由は日奈子のブラに手を伸ばした。すると、それはひどく──ひどくあっさりと、重力方向にずり落ちたのである。


「ひょっとして、日奈子さんも？」


　日奈子は皆みなまで言わなかった。すべてはその淡あわい微び笑しようが物語っていた。


「さあ笑いなさい、矮わい小しようなあたしを。憎にくみなさい、卑ひ劣れつなあたしを。あたしは──あたしは──」


　真由はゆっくり首を振り、その先を止めた。


「日奈子さん、そんな風に自分を責せめるのはよしてください。わたしたち仲間じゃないですか」


「──こんなあたしを、仲間と呼んでくれるの？」


　大きく頷うなずく真由。


「ありがとう真由。ありがとう……」


「わたし、体重計を撲ぼく滅めつする運動を起こします。こんなものがあるから世の女性は不幸になるんです」


「いいアイデアね。協力するわ」


「わかってくれるのはあなただけです、日奈子さん」


「ねえ真由。こうは思わない？　女の身体からだは太るようにできている。身体機能的に脂肪がつくようにできてるの。だからその生理的欲求に従うのはいけないことじゃない……いいえ、むしろ進んで欲求に従い、女らしく生きるべきなんだって」


「まったくその通りですね」


「あたしたちはあくまで女であるべき。わざわざ必死の努力をして女の本当の姿すがたを捨てることなんてない。そうでしょ？」




[image: ]


「実に道どう理りに適かなっています」


「ところで話は変わるけど、学校の近くにいい甘あま味み処どころがあってさ。そこでデザートのバイキングやってるの。食べ放題で一時間千五百円。一いつ緒しよに行かない？」


「あんみつ、あります？」


「もちろん。クリームぜんざいだって、抹まつ茶ちやパフェだってあるわ。あたしたち、今日は思う存ぞん分ぶんに食べましょ。そうすればきっと、あんたのデカチチだって蘇よみがえってくれるわ。ええ、すぐにでも」


「デカチチとか言うのやめてください。でも、その意見には大だい賛さん成せいです」





　　　　＊





　──こうしてこの日。とある町にひとつの伝説が生まれることになった。風のように現れてはデザートバイキングのスウィーツを食べ尽つくし、悠ゆう々ゆうと去っていく女子高生二人組の伝説である。


　彼女たちは何かの怨えん恨こんでも晴らすかのようにデザートを暴ぼう食しよくし、その店が保ほ有ゆうしていた在ざい庫こを総ざらえしてしまった。その量、成年女性が一日に必要とするカロリー量に換かん算さんして実に数十日分に相当したという。


　この壮そう挙きよは甘味処のスタッフたちを仰ぎよう天てんさせ、その噂うわさは瞬またたく間に広がった。町の同業者たちはその二人と思おぼしき女子高生の姿を見かける都つ度どこぞって店を緊きん急きゆう閉店にし、難なんを逃のがれようとしたとのことである。また二人組の似顔絵はその町だけでなく、デザートバイキングを設せつ置ちする全国の甘味処に回かい覧らんされ、各店の店主たちを慄おののかせたというが──それはまた、別のお話。





　　　　＊





「……ええと、月村さん？」


　さて、その日の放課後。事じ情じようも知らされぬまま付き合わされた甘味処に入って、ずいぶん経たってからのことである。


　日奈子と並んで獅し子し奮ふん迅じんの食べっぷりを披ひ露ろうする真由へ──ほどなく伝説のひとりとなる少女へ、峻護は遠えん慮りよがちに訊きいた。


「月村さん、そんなにたくさん食べていいのか？　その、リバウンドとか……」


「何を言ってるんですか」心しん外がいだ、とばかり肩をすくめる真由。「わたしダイエットなんてしてません。ええ、ダイエットなんて冗じよう談だんじゃありませんよ。あんなの誰だれがやるもんですか。そんなことより二ノ宮くん」


「はい？」


「いちご大だい福ふく、おかわり持もってきてください。こんなんじゃぜんぜん足りません」


「いや……もうバイキングコーナー、空になってるんだが……」


「厨ちゆう房ぼうの冷れい蔵ぞう庫こにまだストックがあったはずです。それを根こそぎ持ってきてください。いいですか、店員が泣きを入れても容よう赦しやしてはいけませんよ」


「ほ、本気で？　いやまあ、月村さんがそう言うならやるけど……」


　と、消極的に肯こう定ていした峻護に、もはや真由は一いち瞥べつもくれていない。テーブル上に所狭せましと並んだデザートを暴ぼう風ふう雨うのごとく食い尽くすのに忙ぼう殺さつされている。


（……まあ、絶ぜつ食しよくされるよりはいいか）


　青い顔の店員が居い並ならぶ厨房へ足を向けながら自分に言い聞かせる。


　どれだけ食べたところで、たったの一日では糖とう尿によう病びようになることもあるまい。これまでのストレスを発はつ散さんして心の健康を回復してくれるなら、それで満足しようではないか。


　真由の望むままに略りやく奪だつ同然の行こう為いに及およびつつ、何ごともほどほどが一番だよな、としみじみ思う二ノ宮峻護であった。







おしまい





　峻護、弟で子しをとるのこと







　二にノの宮みや峻しゆん護ごは武ぶ芸げいに堪たん能のうな少年である。


　といっても、普ふ段だんの彼はごくごく穏おん当とうな男だ。バレー選せん手しゆ並なみの長身と引ひき締しまった身体からだつきにこそ目を瞠みはるものがあるが、その実は家か事じをうまくこなすことだけを唯ゆい一いつの生いき甲が斐いにしているような、公園でエサをつつくハト並みに平へい和わな人物なのである。


　だがひとたび機きが訪おとずれれば、二ノ宮峻護は姉から叩たたき込まれた格かく闘とう技ぎ術じゆつを思う存ぞん分ぶんに発はつ揮きし、障しよう害がいをすみやかに排はい除じよすることが可か能のうである。ただしこれは滅めつ多たに披ひ露ろうされる技術ではないし、実じつ際さいに彼が闘たたかいに臨のぞむ場面を目にした者がごくわずかなのもまた確かだ。


　だが世の中には稀け有うな機き会かいにめぐり合うことのできる連れん中ちゆうも確かにいるわけであり、そしてまた『類るいは友を呼ぶ』という極きわめて精せい度どの高い格かく言げんも確かつ乎ことして存そん在ざいするのである。





　その日。峻護は右ふたつの事じ実じつを、身をもって証明することとなった。





　　　　＊





　神じん宮ぐう寺じ学園で授業を終えた帰り道のことである。


「……あれ？」


　坂の多く、人ひと気けの少ない住宅地にさしかかったあたりで。


　並ならんで歩いていた月つき村むら真ま由ゆが、前方を指差して疑ぎ問もんの声を上げた。


「二ノ宮くん。なんでしょう、あれって」


　だが彼女に注意を促うながされるまでもなく、視し力りよくのいい峻護はいち早く事件に気づいている。


　なにやら揉もめ事ごとであるらしい。


　五十メートルほど先、十数人の人ひと影かげが集まり、盛さかんに罵ののしり声を上げている様よう子すだ。いずれも屈くつ強きような男たちであり、民家のブロック塀べいを半はん月げつ形に囲むように位置どっている。


「けんか……みたいですけど」


　不ふ安あんそうに、心配そうに呟つぶやく真由。無む理りもない。男たちは揃そろいも揃って空から手て家かか柔じゆう道どう家かあたりが身に付けそうな白い胴どう着ぎを着込んだ、いかにもな連中なのだ。まだ暴ぼう力りよく沙ざ汰たにこそ発はつ展てんしていないようだが、声に乗のる険けん悪あくな雰ふん囲い気きからして、ほどなくそこに至いたるであろうことは容よう易いに知れた。


　歩み進むにつれ、怒ど声せいと罵ば声せいが風に乗って聞こえてくる。


「このガキ！」


「ふざけるな！」


「何をやったかわかってるのか！」


「調子に乗んじゃねえ！」


「もう容よう赦しやせんぞ！」


　どのセリフも短いセンテンスで構こう成せいされ、そのうえ大気を震ふるわせんばかりに怒気がほとばしっている。いよいよこれは風ふう雲うん急きゆうを告つげる事じ態たいであるようだ。


　事ことの成なり行きは不ふ明めいだが不ふ穏おんなことは確かである。ともかく足を速めると、事件の様子が次し第だいに判はん明めいしてきた。


　胴着姿の男たちが取り囲んでいるのもまた、胴着姿の人物であった。ただしこちらはむさくるしい男どもではなく、若い女性である。いや、女性というよりは少女──いやいや、もっと単たん純じゆんに子供と表現した方が正せい確かくだろうか。短めにそろえた髪かみを無む理りやり結ゆわえたヘアスタイルの、ようやく中学校に上がったかどうかという程てい度どのちびっこである。


　それを見て取った峻護の内に真っ先に湧わいたのは、ごくまっとうなヒロイズムであった。いかなる事じ情じようかは知らないが、少女ひとりを多数で取り囲むなど男子のすることではない。


　いっそう足を速めた峻護の耳に、さらなる怒声が飛び込んでくる。


「もはや我が慢まんなりません！　師し範はん代だい、この礼れい儀ぎ知らずのガキを今すぐ叩たたきのめしてやりましょう！」


「まあまて。その前に最後の機会をやろう」


　一いち味みの首しゆ領りよう格かくらしいひときわ肉付きのいい男が歩み出て、少女に睨にらみをくれた。


「竜りゆう崎ざきアキラ、とかいったか。今のうちに土ど下げ座ざして詫わびを入れるならよし。さもなくばそれ相そう応おうの報むくいをくれてやろう。二つに一つだ。選えらべ」


「ふん、笑わせるな！」


　だが少女は多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいとなった不ふ利りにも、男たちの威い圧あつに対しても一歩も引かず、


「お前たちの道どう場じようが辱はずかしめられたのは、ひとえにお前たちの油ゆ断だんと怠たい慢まんがゆえ！　それを棚たなに上げて見て見ぬふりをし、わたしにその原げん因いんのすべてを背せ負おわせようなど、武ぶ道どう家かの風かざ上かみにも置けぬ所しよ業ぎよう！　恥はじを知りなさい！」


　指を突つきつけ、堂どう々どうと言ってのけた。が、その意い気きに感動して矛ほこを収おさめてくれるような相あい手てではない。


　止める間はなかった。それまで比ひ較かく的てき冷静だった連中までもが少女の言葉に色をなし、こぶしを振ふりかぶって飛とびかかる。峻護はそこに割わって入って暴ぼう行こうを防ふせぐのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「待った！　その喧けん嘩か待った！」


「なんだ貴き様さま！」「小こ娘むすめの仲間か！」「構かまわん、まとめてぶっ潰つぶせ！」


　頭に血を上らせきった男たちが峻護の行動を見み咎とがめ、問もん答どう無む用ようで一いつ斉せいに襲おそい掛かかってくる。否ひ定ていする間も誤ご解かいを解とく間もやはりない、何十本もの手足から次々と繰くり出される正せい拳けんやら前まえ蹴げりやらを受け止め、受け流すのが精一杯。しかも相手が多すぎる、防ぼう戦せん一方では埒らちがあかない。


　不ふ本ほん意いながら、実じつ力りよく行こう使しに出るより他ほかなかった。


　──数十秒後。


　胴着を身に纏まとった男たちはひとり残らず急所を一いち撃げきされ、地を這はっていた。


「ああくそ、やってしまった……こんなつもりじゃなかったのに……」


　猛も者さたちをまとめて料理した峻護が、後こう悔かいに顔をしかめつつうめき、


「だ、だいじょうぶですか二ノ宮くん！」


　なす術すべなくおろおろ見守っていた真由が顔を青くして駆かけより、


「──すごい！　すごいすごいすごいすごい！」


　そこへ、興こう奮ふんした声と共にちびっこ少女が割り込んできた。


「お見み事ごとです！　あの人数を相手にこれほどの技わざの冴さえ──自分、心の底から感動しました！　押お忍す！」


　瞳ひとみを宝石の海のように輝かがやかせ、抱だきつかんばかりの勢いきおいで峻護を褒ほめ称たたえてくる。


「ああいや……それより君、怪け我がはない？」


　そんな少女にのけぞりつつ問うと、


「押忍、おかげさまでかすり傷ひとつありません！　助すけ太だ刀ち感かん謝しやいたします、押忍！」


　びしっ、と道場風の礼を決めてから、輝く瞳をふたたび峻護に向け、


「時に、あなた様はさぞかし名のある使い手とお見受けしました。ぜひ、ご流りゆう儀ぎとお名前をお聞かせください！　押忍！」


「ああいや、特に流儀とかそういうのはないけど……」極きよく端たんに体育会系風ふう味みな少女に腰こしが引けながらも、「おれは二ノ宮峻護。君は？」


「押忍、申もうし遅おくれました！　自分は竜崎流柔じゆう術じゆつ総そう代だい、竜崎アキラと申します！　以後よろしくお見み知しりおきを願います、押忍！」


「竜崎流……？」その名に記き憶おくが刺し激げきされるのを覚えつつも、「そう、竜崎さん。怪我がないなら何よりだ。ここの始し末まつはおれがつけておくから君はその間に──」


「お待ちください！　二ノ宮先生の腕うでを見み込こんで、たってのお願いがあります！」


　なりゆきについてゆけず泡あわを食っている真由には目もくれず、いきなりその場に土下座した柔術少女は。


　目を丸くする峻護の前でアスファルトに額ひたいをこすりつけ、こう述のべたのだった。





「自分を、先生の弟で子しにしてください！」





　　　　＊





　翌よく日じつ、朝。二ノ宮家の台だい所どころである。


「なんだか昨日きのうは大たい変へんでしたね、二ノ宮くん」


　朝食の残りを冷れい蔵ぞう庫こにしまっていた真由が、何とはなしに呟つぶやいた。


「竜崎アキラさん……でしたっけ。なんだか変わった子でしたね」


「いやまったく。さんざんだったよ」


　食器の後あと片かた付づけに精せいを出しながら、疲つかれた吐と息いきをつく峻護。まったくもって真由の意見に同意である。いや、変わっているどころではない。いまどき胴どう着ぎ姿すがたで天てん下かの公道をうろついているのもさることながら、初しよ対たい面めんでいきなり土下座しての弟子入り志し願がんである。常じよう識しきはずれというか時じ代だい錯さく誤ごというか……。


　昨日の一ひと幕まくを思い出し、峻護は渋じゆう面めんを作った。あの後──つまりは竜崎アキラの懇こん請せいを当とう然ぜんながら断ことわった後だが、彼女は峻護がどれだけ袖そでにしてもいっこうに引き下がらず、靴くつの裏うらにへばりついたガムのようにしつこく入門を希き望ぼうしてきたのである。言うまでもなく峻護には弟子を取る気などなく、というより弟子を取る資し格かくも気き概がいも能のう力りよくもないのだが、少女はそうは見なかったようだ。確かに彼は一いつ般ぱん基き準じゆんから見れば破は格かくの格かく闘とう技ぎ術じゆつを有しており、その点に限かぎっては竜崎アキラの見立ては正しいわけだが。


（竜崎……竜崎流か）


　あのあと思い出したことだが、その名には聞き覚えがある。門もん外がい不ふ出しゆつかつ一いつ子し相そう伝でんの技を揮ふるう古こ流りゆう武術であり、知ち名めい度どこそ低いがその技は強きよう力りよく無む比ひであるとのことだ。であれば、自分に師し事じする必ひつ要ようなどないはずではないか。


「それだけ二ノ宮くんがすごかった、ってことだと思いますよ？　実じつ際さい二ノ宮くん、すごくかっこよかったし……」と、真由が昨日の場ば面めんを思い出してホワワーンとしながら、「あの子がほれ込むのも当然だと思います。いいんじゃないでしょうか、お弟子さんにするのも。二ノ宮くんならぜったい良いお師し匠しようさんになれます」


「柄がらじゃないよ、そういうのは」


　苦笑いで首を振ふる峻護。褒ほめてくれるのはありがたいが、真由ひとりの保ほ護ご者しやをやるだけで精せい一いつ杯ぱいである。弟子取りなどは当面ありえないだろう。


「それに、なんか引っかかるんだよな……」


「？　何がですか？」


「いや、竜崎流についてもっと別の噂うわさを聞いた覚えがあるんだけど……まあいいや、そろそろ学校に行こうか」


「そうですね、急ぎましょう」


　ムダ口を叩たたいていたおかげで遅おくれていた家事を急ピッチで済ませ、鞄かばんを引っ摑つかんであわただしく玄げん関かんへ。


　靴ひもを結むすぶのももどかしくドアを開けると、まばゆい朝日と共ともに新しん鮮せんな空気が全身をくすぐって、


「おはようございます先生！」


　そんなさわやかなシーンを粉ふん砕さいするような大声が、峻護と真由の鼓こ膜まくを急きゆう襲しゆうした。


　ふたりが目を丸くする中、相あい変かわらずな胴着姿の竜崎アキラはビシッと道場風の礼を決めて、


「お待ちしておりました先生！　学校への道どう中ちゆう、お供させていただきます！　押忍！」


「いや、お供って……というかどうやってここに来れたんだ？　昨日は確たしかに君を撒まいたはずなんだけど」


「気き合あいで見つけました」


「……気合でどうにかなることなのか？」


「お鞄お持ちします、押忍」


「ああ、ありがとう……いやそうじゃなくて」


「必要なことは何なりと言いつけてください。ジュースは三十秒、パンなら一分で買ってきます。パシリは弟子の基き本ほんですから」


「待て。君を弟子と認みとめた覚えは──」


「さあ先生、学校に遅れてしまいますよ。早く行きましょう」


「ああそうだな、走って向かわないと……って、だからそうじゃなくて！」


　呆ぼう然ぜんとしていたところを畳たたみ掛かけられ、ついペースに乗せられてしまっている。


　峻護は主しゆ導どう権けんを取り戻すべく、ことさらな大声で、


「いいかい？　何度も言うが、おれは君を弟子に取る気なんてない。諦あきらめて帰ってくれ」


「いやです。先生の技の冴えには自分、ほんとうのほんとうに感かん激げきしましたから。うんと言ってくれるまで、自分は諦めません」


　だが案あんの定じよう、ちびっこい少女は頭三つぶん高い位置にある峻護の目を真まっ直すぐに見つめ、一歩も引かない構かまえである。


「ああもう……」


　頭を抱かかえる。彼女のしつこさは証しよう明めい済ずみ、簡かん単たんには引き下がるまい。


「そもそも君、まだ子供だろう。歳としはいくつ？」


「押お忍す。十三歳さいです」


「十三……だったらなおさらだよ。君みたいに将しよう来らいある若い子を、おれみたいな若わか造ぞうが預あずかるわけにはいかない」


「自分の歳の若さも、先生の歳の若さも問題ではありません。自分は武ぶの道に骨ほねをうずめる覚かく悟ごを決めた身であり、先生には確かな実力があります。そして武道を行く者に要よう求きゆうされるのは覚悟と実力のみ。そうではありませんか？」


「──じゃあ、君の弟子入りに関して親おや御ごさんの意見は？」


「自分は竜崎流柔術総そう代だいです。己おのれの身の振ふり方は己で決めます」


「というか君、まだ十三歳ってことは中学生だろう？　学校にはちゃんと行ってるのか？」


「学校で学ぶよりも大切なことが自分にはあります」


　暖の簾れんに腕うで押おし糠ぬかに釘くぎ。何を言っても正せい論ろんっぽいものが返ってくる。峻護もいいかげん業ごうを煮にやし、


「ええい、とにかくダメなものはダメ！　おれたちはこれから学校があるんだ、いい加か減げんにして帰ってくれ！」


「あの、二ノ宮くん」


　そこへ、真由がおずおずと申し出た。


「竜崎さんも決して軽い気持ちで言ってるんじゃないと思うんです。それはもちろん二ノ宮くんは忙いそがしいひとだし、あまり時間は取れないかもしれないけど、たまに教えるくらいだとか、それくらいなら──」


「月村さん。それはちがう」峻護はゆっくりかぶりを振った。「教えるからにはいい加減なことはできないよ。第一、彼女もそんな片かた手て間まな指し導どうは望のぞんでないだろう。君も指し摘てきしたとおり、軽い気持ちで言ってるんじゃないだろうから」


「そう……そうですか。うん、そうですよね」


　直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいで峻護に真まっ直すぐな視し線せんを送っている少女を見て、真由は自分の非ひを認みとめた。


「すいません、出すぎたことを言ってしまって」


「いや、いいんだ。──とにかく竜崎さん、おれは君に格闘技術を教える気はない。師し匠しようが必ひつ要ようなら他ほかを当たってくれ」


「…………。わかりました」


　師と仰あおぐ少年をじっと見つめていた竜崎アキラだったが、やがて一歩退ひくと、


「今日のところは引き下がります。ですが自分、必ず先生の弟子にしていただきますから。ぜったいぜったい、諦めませんから」


　一礼して踵きびすを返し、無む念ねんを振り払はらうかのように駆かけ去っていった。


「二ノ宮くん……」


「いいんだこれで。さあ行こう、急がないとほんとうに学校に遅れてしまう」


　そう言っていつもより何割か早い歩ほ調ちようで歩き出す峻護の後を、あわてて真由がついていく。





　　　　＊





　むろん、これで話は終わらない。


　当人が宣せん言げんした通り、そしてまた峻護が半なかば諦めていた通り、竜崎アキラは一度決めたら梃て子こでも動かないタイプの人物であった。その日から、彼女が夜よ討うち朝あさ駆がけで弟で子し入り志し願がんしにやってくる日々が始まったのである。


　どこからともなく現あらわれては峻護の前に立ってひたすらに拝おがみ倒たおし、時には菓か子し折おりを持じ参さんし、ある時は何を勘かん違ちがいしたものか花はな束たばを差し出したりもして、一いつ心しんに峻護を説とき伏ふせようとする。その行動は神しん出しゆつ鬼き没ぼつ、行こう動どう圏けんは広こう範はん囲いに及および、二ノ宮家はもちろん登校先の神宮寺学園や、いきつけの買い物先などにも出没したものである。


　だがそれだけ懇こん請せいされても峻護が頷うなずくことはなかった。どこから現れてどんな頼たのみ方をしようと『ＮＯ』の一点張ばり。押しの強い相手に弱い彼としては、存ぞん外がいにガンコな対たい応おうであった。弟子を取るということを、他人の人生にわずかなりとも責任を負うことを、それだけ重く受け止めていたのだ。





　そんな代かわり映ばえのないやりとりが何日も続いた後の、ある夜のことである。





　　　　＊





　トレイに夜食を載のせた真由が玄げん関かんのドアを開けると、そこには予想通りの人物が瞑めい想そうするようにまぶたを閉じ、背せ筋すじを伸のばして正せい座ざしていた。


「竜崎さん」


　呼びかけると、胴どう着ぎの少女はゆっくり目を開け、


「──こんばんは月村殿どの。今日も失礼して、ここで座すわり込みをさせていただいてます。何分にも目め障ざわりであろうとは存じますが、どうかご容よう赦しやを。押忍」


「ううん、そんなことないですよ。応おう援えんしてますからがんばってくださいね」首を振って笑い、「これ、よかったらどうぞ。おなか空いたでしょう？」おにぎりとお茶の載ったトレイを差し出した。


「いえそんな」あわてて手と首を振るアキラ。「こうしてお邪じや魔ましている上にそこまでしていただくわけには──」


「残り物だから気にしないで。それに竜崎さんが食べてくれないと、ほんとうに残り物になってしまいます」


「しかし──」


「いいからいいから。ね？」


　重ねて勧すすめると、「……感謝します。では、ありがたく」深ふか々ぶかと一礼して受け取り、うまそうに頰ほお張ばり始めた。


「絶ぜつ妙みようの塩しお加か減げんです。とてもおいしいです、押忍」


「ほんとう？　よかった」


　普ふ段だんの四角四面さが抜けて歳とし相そう応おうの少女の顔になっているアキラに、真由の顔も自然にほころぶ。


　玄関脇わきで忠ちゆう実じつな番犬のように座っているアキラの横にしゃがみこみ、食事が一息つくのを待ってから、


「毎日毎日たいへんですね」
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「いえ、そんなことはありません。これも修しゆ行ぎようのうちですから。むしろあっさり弟子入りを認めてもらっても拍ひよう子し抜ぬけというものです」


　強がってみせるアキラだが、瞳ひとみに揺ゆれる不安と焦しよう燥そうの色は隠かくしきれない。


「前から訊きこうと思ってたんだけど……竜崎さんって、この町の人なんですか？　お住まいはどちらに？」


「いえ、自分の故こ郷きようはここから遠く離はなれた田い舎なかにあります。家はそちらに」


「ううん、そうじゃなくて。こっちに出てきているんだから、家を借りるとか下げ宿しゆくするとかはしてるんですよね？」


「いえ。自分は修行の旅の途と上じようにあるゆえ定てい住じゆうする宿を持ちません。普ふ段だんは野の宿じゆくをしております、押忍」


「ええっ？　野宿ですか？　そんなあぶないこと……若い女の子がするようなことじゃ……」


「いえ、それもやはり修行のうちです。それに武の道を極きわめんとする以上、年ねん齢れいや性せい別べつを問題にするのは無む意い味みなことと思いませんか？」


　迷まよいのない瞳で述のべるアキラ。彼女の意志は固く、翻ほん意いさせるのは不ふ可か能のう──いや、そもそも翻意を促うながすこと自体が意味を持たないように思えた。


　真由は苦く笑しようを交まじえて座りなおし、


「よかったら教えてくれませんか？　あなたの言う武道に、あなたはどうしてそこまで身を捧ささげられるんです？」


「……月村殿。おにぎり大変おいしゅうございました、押忍」


　両手をあわせてごちそうさまをしてから、武道家少女はしばし瞑めい目もくし、やがてどこか遠くを見る目になって、


「──わが竜崎流柔術は遥はるか戦国の世、命のやり取りをする戦場から生まれた、極めて実じつ戦せん的てきかつ由ゆい緒しよある流りゆう派はです。敵てきに勝つという単たん純じゆん至し上じような目的を果はたすためだけに編あみ出され、時代と共に新しい技わざを取り入れながら日々進しん化かを遂とげてきた──そしてその強さと危き険けん度どの高さゆえ、これまでほとんど世に出ることのなかった流派でもあります」


「はあ、それは……すごい武術なんですねえ」


「ええ。そして自分は十五代目総そう代だい、竜崎豪ごう一いち郎ろうのひとり娘むすめであり、また十六代目の現げん・総代でもあります」


「十六代目……」うつむきがちに言うアキラに、真由の声のトーンも自然と低くなる。「じゃあ、お父さまは……？」


　その問いに少女は弱々しくかぶりを振ふり、「父は、きびしい人でした」とだけ答えた。


「流儀の跡あと目めを継つぐ者は自分しかいませんでしたから……自然、父の指し導どうも容よう赦しやのないものになりました。一にも二にも修行、修行の日々が続き、二言めには自分の未み熟じゆくさを罵ののしられ……正直、恨うらんだことがなかったとは言いません。ですが──」


　その瞬しゆん間かん、彼女の瞳に宿っていたのは。


　初めて出会った日から変わらぬ、決けつ意いと覚悟の輝きだった。


「最さい期ごの時、父は涙なみだながらに語ったのです。『すまなかった』と。そして『それでもお前に竜崎流を託たくさせてくれ』と。それは父が見せる初めての涙であり、娘の自分に託した唯ゆい一いつの──そう、たったひとつの願いでした」


　自らに言い聞かせるようにアキラは語る。


「自分は、父の願いを叶かなえねばなりません。父親らしいことは何ひとつしてくれなかったけれど──でも、愚ぐ直ちよくで不ぶ器き用ようなまでに十五代目竜崎流総代としての生いき様ざまを貫つらぬいた人でした。なればこそ、そんな父の願いを自分は叶えてあげたい。それはまた、竜崎のひとり娘として生を受けた自分の逃のがれ得えぬ義ぎ務むでもあるのですから」


「竜崎さん……」


「自分は父から受け継いだ流儀を極きわめ、その上でいっそうの進化を遂げさせ、後こう世せいに伝えねばなりません。そして自分にはより大きな夢があるのです。代々の先せん祖ぞが発展させてきた竜崎流をより広く世に知らしめていきたいという夢が。それこそが自分にできる究きゆう極きよくの親孝行であり、ゆえに自分は是ぜ非ひとも二ノ宮先生から教えを──」


　そこまで言って「あ」と呟つぶやくアキラ。語りに熱中するあまり、いつしか真由の目の前まで迫せまっていたのである。


「……すいません、しゃべりすぎてしまったようです。押お忍す」


　頰ほおを染め、大たい志しを抱いだく少女はもじもじと距きよ離りを置く。


　そんな彼女を真由は好このもしげに見つめ、


「──夢、叶うといいですね」


　短い、しかし心からの言葉を贈おくった。


「──はい」


　照てれくさそうにはにかんだ少女の顔はやっぱり、歳とし相そう応おうに可か愛わいらしいものだった。





　トレイを下げて家に入った真由の目がまず捉とらえたのは、玄げん関かんのドアの裏うらに張はり付くようにして立っていた同どう居きよ人にんの姿である。


　忍にん者じやの真ま似ね事ごとでもしているかのような少年に、しかし真由は驚おどろいた様よう子すもなく、


「ああいや──これは、その」


　何ごとか言い訳わけを始めようとする声を聞き流して、


「いい子ですね、竜崎さん」


　ただそれだけを口にすると、くすくす含ふくみ笑いをしながら台所に戻もどりかけ、「ああそうそう」途と中ちゆうで足を止め、振り返った。


「二ノ宮くん、それ」と、峻護が手に持っている毛もう布ふを指し、「彼女、ほっといたら一ひと晩ばん明かすつもりでしょうし、持っていくなら早いほうがいいですよ。丈じよう夫ぶそうな子だけど風か邪ぜくらいは引くでしょうから」


「ああいや、これは……」


　しどろもどろになりながら毛布を背中に隠かくそうとする峻護にもういちどクスリと笑って「じゃあわたしはこれで」真由は台所に引っ込んでいった。


「…………。ああくそっ」


　残された少年はやけっぱちに毒どくづいて大きく吐と息いきをつき、ばりばりと頭を搔かく。





　　　　＊





　明けて翌よく日じつの朝。


　この日の彼女の登場は登校の途と上じよう、電でん信しん柱ばしらの陰かげからであった。


「おはようございます二ノ宮先生！」


　峻護と真由の前に颯さつ爽そうと現あらわれ出た少女は、ほとんどお約束になってきた感のある土ど下げ座ざをさっそく披ひ露ろうし、


「今日こそはこの自分をどうか、先生の弟で子しとして認みとめてください！」


　額ひたいで地面を割わろうとするかのような勢いきおいで頭を下げ、おなじみのセリフを叫さけんだ。


「お願いです先生、後ご生しようですから！　このとおり、一生のお願いです！」


「……とりあえず顔を上げてくれないか。こんな往おう来らいで土下座されても困る」


「いいえ、先生がうんと言ってくれるまではこの面おもて、上げられません。そこで今日は自分の誠せい意いを示しめすため、ご命令とあらば何でもさせていただく所しよ存ぞん。裸はだか踊おどりでもノーロープバンジーでも──も、もしお望みなら、じ、自分のカラダを好きにしていただいても……！」


「いや、ぜんぶ要いらないから。というか、やったら一生弟子には取らないから」


「お願いします先生！　お願いします！」


　額をこすりつけて、相あい変かわらず決けつ意いは固いようである。


　峻護はそんな少女の後ろ頭にじっと視し線せんを落としている。ここまでされたとて、いつもであれば苦く渋じゆうの、しかし断だん固こたる選せん択たくとして、無む言ごんのまま通り過すぎるところだが。


「…………」


　半歩引いて立っている同居人が視線を送ってきているのを、背中で感じる。見なくてもわかる。やや不安げに、しかしそれでいて何かを信じきった目でこちらを見守っているのが、わかる。


「──竜崎さん。ひとつ確かく認にんしたい。おれから武道を習ったとして……君はその修しゆ行ぎようの成せい果かを何に用もちいるつもりだ？」


　弟子入り志し願がん者しやは平へい伏ふくの姿し勢せいのまま即そく答とうする。


「竜崎流の進しん歩ぽと未来のために」


「身に付けた力を悪用しないと誓ちかえるかい？」


「むろんです。自分が拳こぶしを振るうのは、自分と同じく武の道を志こころざす武芸者と技わざを競きそう時のみです」


　澱よどみも濁にごりもない声で、少女は朗ろう々ろうと宣せん言げんした。


「そうか。君の覚かく悟ごはよくわかった。だけど──」こちらも頑がんとして譲ゆずらぬ構かまえで首を振る。「君を弟子に取ることはやっぱりできない。その点は諦あきらめてくれ」


　平伏したままの少女の背中に、はっきりと落らく胆たんの色が乗った。峻護が次のセリフを口にするまでは。


「──とはいえ、おれが持っている技術を君に伝えることについてはやぶさかじゃない。あくまでもおれに時間が空いてる時という限げん定ていつきだけど。それでもいいかい？」


「え──」


　少女はようやく面をあげ、


「先生の技を、自分に教えていただけるんですか……？」


「あくまで未み熟じゆくな技だけどね。君がそれでも不ふ満まんじゃないのなら」


「あ、あ、あ──」


　目を瞬またたかせていたアキラの表情が、何かのモデルにでも使いたくなるほど見み事ごとに破は顔がんしていき、


「ありがとうございます！　二ノ宮先生の名を辱はずかしめぬよう、精せい一いつ杯ぱいがんばります！　いよおおおおし、やったあああああああ！」


　腹の底そこから叫さけび上げ、ウサギがダンスを踊おどるようにぴょんぴょん飛とび跳はねる。目にした誰だれもが微ほほ笑えまずにはいられないような、邪じや気きのない仕し草ぐさだった。


「わたしからもお礼を言わせてください」全身で喜びを表現する少女に目を細めながら、真由が頭を下げる。「ありがとう二ノ宮くん。竜崎さんの願いを聞き入れてくれて」


「君から礼を言われることではないよ」峻護は眉まゆをハの字にして苦く笑しようし、「それに、大変なのはむしろこれからなん──」


「いたぞ！　あそこだ！」


　峻護のセリフは、怒いかりの籠こもった鋭するどい声によって遮さえぎられた。


　振ふり向けば後方十数メートル先。数人の男たちがこちらを指差し、駆かけ出そうとしているところだった。さらに、


「あっちだ！　あそこにいる！」


　別の声に視線を戻もどせば、前方にも数名の人ひと影かげ。いや、そうみる間にもひとりふたりと姿を現した男たちが人数に加わり、アスファルトを蹴け立たてて急きゆう迫はくしてくる。


「しまった。見つかってしまいました」


　と、これは舌した打うち混まじりのアキラの声。なるほど、迫せまってくる男たちの中にいくつか見覚えのある顔がある。どうやら彼女の『客』であるらしいのだが──


「ようやく見つけたぞ。小ざかしく逃にげ回りおって」


　たちまち彼らは距きよ離りを詰つめ、峻護たちを取り囲んだ。道は一本道で、左右には住宅街の壁かべが隙すき間まなく続いている。逃げ場はない。


　峻護は自分を囲む面めん々めんを油ゆ断だんなく見み渡わたした。先日より人数が増ふえているのもさることながら、その格かつ好こうがバラエティに富とんでいるのが目に付く。白の胴どう着ぎだけでなく、剣けん道どうの防ぼう具ぐを身に付けている者、ボクシングのバンテージを巻いている者──まるで格かく闘とう技ぎの見み本ほん市いちである。


「……貴き様さま、この間もいた男だな」


　見覚えがある者のひとりが峻護を睨にらみつけてきた。先日、周しゆう囲いから師し範はん代だいと呼ばれていた人物である。


　そいつは肉にく厚あつの肩かたをいからせて、


「その小こ娘むすめの肩を持つとは何者だ？　返へん答とう次し第だいでは無ぶ事じには済まさんぞ」


　ただならぬ雰ふん囲い気きで告げてきた。峻護の頭に、これまで訊ききそびれたままになっていた疑ぎ問もんがゆっくりと渦うずを巻き始める。これほど怒りを露あらわにして少女ひとりを追いまわすなど尋じん常じようではない。いったい彼らと竜崎アキラとの間に何があったのか……？


「黙だまっていてはわからん。答えろ」


　不安を覚え始めて考え込む峻護に、業ごうを煮にやした師範代がすごんでくる。


　だが彼が答えるより早く、半歩前に進み出た新弟子少女が誇ほこらしげに、


「口のきき方に気をつけなさい。このひとは自分の先生にあたるお方。無ぶ礼れいな口をきくのは許しません」


「何っ？　お前の師し匠しようだと！　こいつがか！」


　微び妙みように勘かん違ちがい含ぶくみの伝でん言ごんゲームを経へて、男どもが一いつ斉せいに色めき立った。


「貴様が諸しよ悪あくの根こん源げんか！」


「ふざけやがって！」


「この場でまとめて叩たたきのめせ！」


「──いや、ちょっと待ってくれ。何か誤ご解かいがあるんじゃ──」


　あわてて弁べん解かいしようとするが、その時にはすでに先走った男のひとりが放った拳こぶしが峻護の頰ほおを掠かすめている。


　なし崩くずしに乱らん闘とうになった。


　もはや対たい話わが成り立つ段だん階かいではない。「竜崎さん、月村さんのことをたのむ！」とだけ叫び捨すてると、峻護は束たばになって襲おそい掛かかってくる男たちに立ち向かっていく。


　彼らの腕うでが総そうじて高いことを、峻護はすぐさま見み抜ぬいた。おまけに頭数も前回より多い。普ふ通つうに考えたら極きわめて不ふ利りな状じよう況きようであるが、しかし峻護に焦あせりはなかった。この人数を相手にするのは確かに骨ほねの折おれる作さ業ぎようであるものの、彼らは見た通りの混こん成せい集しゆう団だんで統とう制せいは取れていない。それどころか我われ先さきにと突とつ進しんしてくるあまり、互たがいにお互いの行こう動どうを邪じや魔ましあっている始し末まつ。峻護はその隙すきを突ついて、ひとりずつ無む力りよく化かしていくだけでよかった。


　結けつ果か、男たち全員にアスファルトと苦い口付けをさせるまで一分とかからなかった。


「……すごい。お見事です」


　地に転がってうめき声を上げている二十名強の男たちを見回し、アキラが感かん嘆たんのため息とともに惜おしみない賞しよう賛さんを贈おくった。


「この人数相手に徒と手しゆ空くう拳けんで、なおかつあれだけ効こう率りつ的てきに動けるなんて──やはり自分の目に狂くるいはありませんでした。自分の出る幕まくなどまったくありませんでした」


「そう、ありがとう。……ところで竜崎さん、君に訊ききたいことがあるんだが──」


　が、しかし。峻護とて隙がないわけではない。


　敵を一いつ掃そうし、気をゆるめた瞬しゆん間かんを狙ねらって。


　無力化し損そこねた男のひとり──例の師範代だ──が飛び起き、竜崎アキラに襲い掛かったのである。


「────！」


　完かん全ぜんに虚きよをつかれ、峻護は動くタイミングを失った。コンマ数秒の刹せつ那なの中で彼にできることは、息を呑のんで成り行きを見守ることのみ。


　そして、雄おたけびを上げて正拳を繰くり出す師範代に対してアキラが取った行動は──


「申もうし訳わけありませんでしたああああああっ！」


　いきなりその場に土ど下げ座ざし、額を地にこすりつけることだった。


「…………へ？」


　と、これは峻護がもらした間ま抜ぬけな声。


　そんな彼には目もくれず、


「すいません、ごめんなさい、申し訳ありません！　自分が悪うございました！　この通り、海より深く星より重く反はん省せいしております！　どうか平ひらに、平にご容よう赦しやをおおおおおおおおっ！」


　哀あわれっぽい声で、卑ひ屈くつなまでに謝しや罪ざいしていた。


　掌てのひらを返したように低てい姿し勢せいな少女を前に、師範代は「うっ……」とうめき、振り上げた拳を思わず止める。その空気を素す早ばやく察さつ知ちしたアキラは涙なみだと鼻水でべとべとになった顔を上げ、縋すがりつかんばかりに謝罪の言葉を連つらねていく。


「ごめんなさい、ごめんなさい、あれはほんの気の迷まよいだったんですぅ、そんなつもりはなかったんですぅ！　自分はミジンコにも及およばぬ下か等とう生せい物ぶつ、そんな自分があなたさまとじかに口をきくことの畏おそれ多さは重じゆう々じゆう承しよう知ちしておりますが、どうか平に、平に──」


　いったいどんなスイッチを入れたらここまで下した手てに出られるのだろうか。あまりといえばあまりな少女の豹ひよう変へんぶりに呆ぼう然ぜんとする峻護だが、それは師範代の方も同じだったらしい。


　仇きゆう敵てきの極きよく端たんな変わり身に、師範代の全身が毒どくを抜かれたように弛し緩かんした。


　転てん瞬しゆん、涙をあふれさせていたアキラの瞳ひとみがギラリと光り、


「隙ありいいいいいいいっ！」


　手もとに吹ふき溜だまっていた砂をひとつかみするや、「竜崎流柔術奥おう義ぎ・天てん鳳ほう礫れき投とう閃せん！」と叫んで、師範代の顔面めがけて投げつけた。


「うぐあっ」


　敵が悲ひ鳴めいを上げて腰こしを折ってもアキラは手を弛ゆるめない。「竜崎流柔術奥義・破は竜りゆう崩ほう落らく蹴しゆう！」悶もん絶ぜつしている師範代の股こ間かんを蹴けり上げて追おい討うちをかけ、「竜崎流柔術奥義・狼ろう牙が滅めつ霧む撃げき！」さらに懐ふところから取り出した催さい涙るいスプレーを容赦なく吹き付け、「竜崎流柔術奥義・虎こ穿せん雷らい斬ざん破ば！」最後に胴どう着ぎの袖そでに仕し込こんでいたスタンガンをどてっ腹ぱらに押おし付けて電でん撃げきを放ち、無力化を確かく実じつなものにした。


「我わが竜崎流の力、思い知ったか！」


　強きよう烈れつな電流を食らってビクンビクン跳はねる師範代が沈ちん黙もくしたのを確かく認にんし、アキラが高らかに吼ほえ上げる。


　次ついで、目を瞬またたかせたままひとことも発せないでいる峻護を振ふり返り、


「先生。竜崎流の技わざ、ご覧らんいただけましたか？」


「……ああ、見た。見たんだけど、その、何と言うか……」


「そのようにがっかりなさらないでください。竜崎流の真しん価かはこの程てい度どのものではありませんのでご安心を。いずれ先生には竜崎流のすべてを披ひ露ろういたしますので楽しみにしていてください、押お忍す」


「……ええと……」


「それで先生、先ほど言っていた訊きたいこととは？」


「ああ、いや……」


　こほんと咳せき払ばらいして体たい勢せいを立て直し、かろうじて問う。


「……ここで倒たおれている彼らが何者で、君はいったい彼らに何をしたのかな、と。そう訊きたかったんだけど」


「ああ、そのことですね。別に複ふく雑ざつな話ではないです。自分、旅をする先々で、修しゆ行ぎようをかねて道場破やぶりをしていますから。このひとたちは自分の道場破りにあった道場の関係者でしょう」


　転がっている男たちを指差して、


「ええと、そちらが専せん心しん流りゆう空から手て道場、あちらがグレイウルフ拳けん闘とう会かい、こっちが天てん峰ほう流剣道場のひとたち……だったかな？　ちょっと記き憶おくがあいまいですけど。何分にも毎日のように道場破りをしていますので、押忍」


「…………ふーん、なるほど」


　なんとなく、嫌いやな予感がしてきた。


「つかぬことを訊くけど、道場破りは君ひとりで？」


「押忍、自分ひとりでやりました」


「でもどうやって？　君は相そう応おうの腕前を持っていると踏ふんでいるけど、残念ながらそれほど多人数を相手にして勝てるだけの実力とも思えないんだけど」


「押忍、先生の言う通り自分、単たん純じゆんな腕うで比くらべではまだまだです。ですが戦いに勝つために必要なものは腕っぷしだけとは限りません、押忍」


「後こう学がくのために、どんな方法で道場破りをしていたか教えてもらえないだろうか」


「押忍。本ほん来らいなら門もん外がい不ふ出しゆつの秘ひ伝でんですが、先生の申し付けとあらばよろこんで」


　アキラは快こころよく頷うなずき、胸を張はって語りだした。


「もっとも多く用いた方法は、狙ねらいをつけた道場の門もん下か生せいにひとりずつ闇やみ討うちをかけて潰つぶしていく方法です。これは相手の戦力を削そぐ方法として極きわめて有ゆう効こうですので、道場破りを仕し掛かける時はまず最初にこの策さくをとります。むろんこの場合、自分の正体を知られるようなことがあってはいけません。誰から狙われているのかすらわからない状じよう況きようを作り上げ、心しん理り的てきに優位な立場に立つ必要があるからです。取り巻きさえ消えてしまえばあとは簡かん単たんですから、五割方はこのやり方だけで潰せます。とはいえ相手も無む能のうな道場ばかりではありませんから、敵の存在に気づいてさまざまな防ぼう衛えい策さくを講こうじてくる場合もあります。この場合に自分がよく使う手は、道場の有ゆう力りよく者しやの親族を人ひと質じちに取ることですね。年とし端はもいかない少女や少年、特にひとり息むす子こやひとり娘むすめだと後あと々あとが楽になります。人質をとって首くび根ねっこを押さえてしまえば、あとはどうとでも料理することが可か能のうで──」


　とうとうと語る口からは出るわ出るわ、よくて犯はん罪ざいスレスレ、悪ければ今すぐ両手に縄なわが掛かるようなご乱らん行ぎようの数々が。


　悪夢でも見させられているような気分で『武ぶ勇ゆう伝でん』を聞いていた峻護だが、やがて耐たえられなくなって片かた手てを上げ、


「あのさ、話の途と中ちゆうで悪いんだけど。ちょっといいか？」


「はい、なんですか先生」


「君のやってることってちょっと──いや、相当に卑ひ怯きようなことだと思うんだけど。それって、武術家としてはかなりまずいんじゃ？」


「いいえ、ちがいます」少女は断だん固ことして首を振り、「少なくとも竜崎流においてはまったく逆です。わが流派ではまず、卑怯卑ひ劣れつに徹てつする技術を学ぶことから修行が始まります。良心の呵か責しやくを自在に捨てられるようにならなければ竜崎流を極めることはできません」


「…………」


　思い出した。ようやく。


「竜崎流は戦国の世に生まれ、敵に勝つことだけを至し上じよう目的とした、極めて実戦的な流派。他にも、泣きまねのやり方や流りゆう言げん飛ひ語ごの流し方、真ま顔がおでうそをつくコツなどを学んでいって、それでようやく半人前というところですね」


　竜崎流柔術とは、そのあまりの卑劣さゆえに時の為い政せい者しやに忌いみ嫌きらわれ、封ふう印いんされたという伝説の流派。すでに滅ほろんだかと思われていたが、まさか現代にいたるまでその血けつ脈みやくが続いていたとは。


「押忍。ですがまだまだ自分は未み熟じゆくです。ああ、偉い大だいな父を超こえられる日はいつのことになるか……もっともっと修行を積つまねば」


「……なんか今の話聞いてるとおれ、君に教えられることなんて何もなさそうなんだけど？」


「いいえとんでもない。寡かをもって衆しゆうを制せいするに秀ひいでた先生の技術を体たい得とくし、応おう用ようすれば、竜崎流はより進化することになるでしょう。そして自分には使命があるのです。進化した竜崎流を世界に広げ、その名をとどろかせるという使命が」


「ああ、そうか、そうだね、いやそうかもしれないが……」


　頭ず痛つうを和やわらげるためにこめかみを揉もみ解ほぐしながら、峻護は周囲を見回した。


　いまだ復ふつ帰きの叶かなわない猛も者さどもが、怨えん嗟さのうめきをあげるのが聞こえてくる。「小娘の師し匠しようとやら……貴様の顔も覚えたぞ……地じ獄ごくまでも追いつづけてやる……」とか、「娘を……娘を返せ……」などという不ふ穏おんなセリフも耳に届とどいてきて、それらすべてを気のせいということにしたい気持ちでいっぱいになる。


　顔を戻もどすと、『先生』の次の言葉を待っている少女の、ひどく無む邪じや気きで年ねん齢れい相応のかわいらしい笑えみが待ち受けていて。


「…………」


　その笑顔に刺さされながら、どうすればこの少女との約束をなかったことにできるかという至上命めい題だいに、峻護は没ぼつ入にゆうし始めていた。







おしまい





　真由、いたずらするのこと







　いつもどおりの二にノの宮みや家けの、とある昼下がりの話である。


　陽ひだまりのリビングに設しつらえられたふたり掛がけのソファで、


「いい天気ですねえ」


　と、ソファの片かた側がわに座すわっている月つき村むら真ま由ゆがしみじみ呟つぶやき、


「ああ。いい天気だ」


　と、その隣となりに座っている二ノ宮峻しゆん護ごが深く深く頷うなずいた。


　ふたりは心ここ地ちよい温度に満たされたリビングにあって、大きく開け放はなした窓まどから入ってくるゆるい風にくすぐられながら、窓の向こうにある庭と雑ぞう木き林ばやしの風ふう景けいに目をさらしている。


「ほんと、いい天気……」


「ああ。ほんとだな……」


　ゆとりある間ま取どりを持つ二ノ宮家のリビングには、近きん代だいの家庭にはめずらしくテレビが据すえ置かれておらず、その他のいかなる映えい像ぞう・音おん響きよう設せつ備びも設せつ置ちされていない。風ふう雅がを愛するこの家の女主人である二ノ宮涼りよう子こが、庭先や周しゆう囲いに広がる緑の四し季き折おり々おりの表情を、文明の利り器きの無ぶ粋すいさからできるだけ遠とおざけ、純じゆん粋すいに楽しむことを是ぜとしているゆえである。その意い図とを汲くみ、二ノ宮家の庭てい園えんは可能な限り人の手を入れず、自然そのものが持つ味わいを最さい大だい限げんに生かせるような設せつ計けいがされているのだ。


「──おっといけない、仕事仕事」


「あ、そうですね。お仕事しなきゃですね」


　なるほど、涼子の選せん択たくはひどく効こう果か的てきであるらしい。根ねが生き真ま面じ目めにできているこのふたりの少年少女をしてついつい仕事を忘れさせるほどに、リビングとそこから見える風景は心を安やすんじさせるようだ。


　が、彼らが責せき務むをサボタージュするのも無む理りはない。何しろふたりがやっている作さ業ぎようというのは、夕食に供きようする予定のさやえんどうの筋すじをひとつずつ取り除のぞいていく、という、およそ緊きん急きゆう性せいとは縁えん遠どおいものなのだから。


　いつしか膝ひざの上に置いたさやえんどうに伸のばす手が止まり、再びふたりはボーっと窓の向こうの景け色しきに意い識しきを奪うばわれている。


　庭のメインを占しめる芝しば生ふのじゅうたんの上ではスズメたちが戯たわむれ。


　片かた隅すみに陣じん取どるハーブ畑では色とりどりの淡あわい花がのびのびと陽よう光こうを浴あびて。


　それらを包つつみ込むように南から訪おとずれ、北へ渡わたっていく風の、なんとやさしいことか。


「いいですねえ……」


「うん、ほんと……」


　すっかり日ひ和よってしまうふたりであった。丘おかの上にある二ノ宮家は、都と内ないにありながら高こう度どな生せい態たい系けいを形けい成せいしており、生き物の気け配はいが豊ほう富ふである。そこへ風流を心こころ得えた二ノ宮涼子のさりげない手が加わり、人じん類るいにとって理り想そう的てきと呼ぶべき生活環かん境きよう、視し覚かく的てき安あん寧ねいが現げん出しゆつするのだ。さらにとどめとばかり今日のようなぽかぽか陽気に襲しゆう来らいされてしまえば、彼らが一も二もなく白しろ旗はたを揚あげてしまうのも無む理りはあるまい。


「気持ちいい天気……」


「ああ……まったく……ほんとにいい天気だ……」


　ほとんど漫まん才ざいかと思えるほど似にた内容のセリフを繰くり返すふたり。世はすべて事こともなく、午後のリビングの情景は平和そのもののように見えるが……おだやかな幸福感に浸ひたりながらも、真由にはほんのひとつまみだけ心のしこりがあった。


（わたしって、男性恐きよう怖ふ症しようを治すためにこのお家うちにきてるんですよね……）


　そう、月村真由は男性恐怖症のサキュバス。峻護が相手の時こそまるで恐怖症は刺し激げきされないが、この温室を離はなれて町に出ればたちまち石せき化かして行こう動どう不ふ能のうに陥おちいってしまう、欠けつ陥かん品ひんの淫魔サキユバスだ。その克こく服ふくのためにわざわざここで同どう居きよさせてもらっているというのに。


（こんなのんびりしてていいのかな……）
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　もちろんいいはずはない。こんなところでのほほんとしている時間があったら、寸すん暇かを惜おしんで自分の弱じやく点てんを克服するために努力するべきなのだろう。


　だが身体からだは正直なものである。こうして陽気のぬるま湯ゆに浸つかっていると、まるで筋きん弛し緩かん剤ざいでも注射されたように手足から力りきみが抜ぬけ、人体から活かつ力りよくを削そぎ取っていくのだ。人類史し上じようもっとも凶きよう悪あくな発明はコタツであるとする説もあるが、今日という日はそれを髣ほう髴ふつとさせる怠たい惰だ誘ゆう発はつ能のう力りよくを有していると言えよう。


（ああ……今日は、今日一日くらいは、色んなことをサボっちゃっても……）


　やわらかいクリーム色のレザーが張はられたソファに思う存ぞん分ぶん身体を預あずけ、サキュバス少女は堕だ落らく一歩手前の極ごく楽らくを満まん喫きつしていたのだが──


「ほんとう、どうしてこんなにいい天気なんでしょうねえ……」


「…………」


「こんないい天気の日は、お仕事なんてぜんぶ放ほうり出してお昼ひる寝ねでもしちゃえば、それはそれは気持ちいいでしょうねえ……」


「…………」


「二ノ宮くん？」


　返答のない怪け訝げんさに目を覚さまし、隣となりにいる少年をかえりみた時。


　真由の目に映うつったのは、彼女の元にゆっくり倒たおれこんでくる峻護の側そく頭とう部ぶだった。


「あ──」


　と目を丸くした時にはもう峻護の身体は横倒しになり、真由の膝ひざの上に着ちやく地ち点てんを見み出いだしている。


「あわ──」


　ぽふん、と。


　ほとんど体重を感じさせない軽さで峻護の頭は『あるべき位置』に収まった。


「あわわ──」


　少女を真っ先に襲おそった感情が狼ろう狽ばいであったのは、無理もあるまい。


「だ、だいじょうぶですか二ノ宮くん？　どこか具ぐ合あいが悪いんですか？　頭が痛いんですか？　それともおなかが？」


　何よりまず峻護の体たい調ちようを気づかったあたりは月村真由らしかったが、その誤ご解かいもすぐに解とけた。


「二ノ宮くん、二ノ宮くん……って、あれ？」


　同どう居きよ人にんの身体をゆさゆさ揺ゆらし、気を確かに持たせようとした手が止まる。


　おだやかに閉とじられた目ま蓋ぶた。そしてかすかに開いたくちびるの隙すき間まから聞こえてくるのは──母親の腕うでの中で眠ねむる幼おさな子ごのような、小さく安らかな寝ね息いき。


「なあんだ……」


　ホッとして天てん井じようを振ふり仰あおぐ。どうやら陽気に誘さそわれてつい、うとうとしてしまったらしい。無理もあるまい、と思う。二ノ宮峻護という生真面目な少年は、普ふ段だんは気の休まる暇ひまもないくらいめまぐるしく家か事じにいそしんでいるのだ。今日の天気についリラックスしすぎた結果、睡すい魔まの甘あまい誘ゆう惑わくに陥かん落らくしてしまったとしても誰だれも責せめられまい。


「ですよねえ、こんなにいい天気なんですもんねえ……」


　しみじみほんわか呟つぶやいて。


　それからようやく、真由は自分が置かれているシチュエーションのただならぬことに気づいた。


　ソファに腰こし掛かけた膝の上に峻護が頭をのせて横たわっているこの状じよう況きよう。


　これはいわゆる膝まくらというやつではないか。


「あわわわわ」


　真由は、あたふたした。ちょっと、いやとても気になる男の子が、自分の膝を枕まくらにしてきているのだ。ひとつ屋根の下に住み、いつもそばにいてくれる相手とはいえ、こうしてじかに体温を感じられる距きよ離りで触ふれ合っている──つい寝こけた末すえにたまたま倒れこんできただけにしても、経けい験けん豊ほう富ふとはお世せ辞じにもいえない十六歳さいの少女にとっては少々刺し激げきが強かろう。


「ど、どうしよう……ええと二ノ宮くん？　ほんとに寝ちゃったんですか？　じつはタヌキ寝入りしてわたしをからかってるとか、そういうのはいやですよ？　意い地じ悪わるしてるんだったらわたし、怒おこりますよ？」


　そんな芸のできる少年ではないと知りつつ、またそうだったとしても決して本気で怒ることはないだろうと知りつつも、真由は狼狽に任まかせて抗こう議ぎする。しかし峻護はむにゃむにゃと口元を動かすばかりで覚かく醒せいの気け配はいをみせない。


「あうう……困こまりますよぅ。わたし、どうしたらいいんですかあ……」


　途と方ほうにくれる真由だが──


　ふと気づいた。


　何をこんなにあたふたする必要があるのだろう？　二ノ宮峻護は雄おすとしての危き険けん性せいからはまったく程ほど遠とおい少年であり、ましてや神かけても彼女にとって嫌いやな相手ではないのである。おまけに現げん在ざいはこうして夢の世界を漂ただよっているだけの人じん畜ちく無む害がいっぷりを呈ていしており、言ってみればマネキン人形を膝にのせているのと大たい差さない。


（そう、そうですよね。そう考えれば……うん、だいじょうぶです）


　すーはーすーはー深しん呼こ吸きゆうを繰くり返すと、とりあえず混こん乱らんを宥なだめることはできた。相あい変かわらず心しん臓ぞうはばくばくしているけれども。


　誰かさんはそんな乙女おとめ心ごころなど露つゆ知らず、安らかな寝息を立てつづけている。


（んもう……）


　頰ほおを膨ふくらませて不満を表ひよう明めいする真由だが、日ごろの激げき務むに疲つかれ果はてて一ひと時ときの休息を取っているのであろう少年を無む理りに起こすなど、鬼き畜ちくの所しよ業ぎようであるとも思えてきた。せっかくこうしてリラックスしてくれているのだ、このまましばらく休ませてあげるのが人じん道どう的てき処しよ置ちというものであろう。


　そう心を決めてしまうと、これまでの見方もまた変わってくる。甘あまえん坊ぼうの弟に駄だ々だをこねられている姉のような表情で峻護の顔を眺ながめていた真由の心しん境きようも、徐じよ々じよに変化の兆きざしを見せはじめていた。


（これって……もしかすると、すっごくいい状じよう況きようなのかも……）


　外は文句なしの天気と陽よう気き。


　何かに急せきたてられるほど慌あわただしくもなく。


　目の前には気になる男の子が無む防ぼう備びな姿すがたで横たわり。


　おまけに今この家にいるのは二人だけ。


（いい……）


　絶ぜつ好こうといっていいシチュエーションの真まっ只ただ中なかにいる自分を見出して、真由は極ごく上じようの温おん泉せんに浸つかっている時みたいにほわわーんとなった。まったく、今日はなんと素す晴ばらしき日なのだろう。


　思いがけず訪おとずれた幸運に感かん謝しやしつつ、真由は今この時を満まん喫きつすることにした。


　真っ先に楽しむべきこともすぐに思いついた。


（何はともあれ、まずは二ノ宮くんですよね）


　石いし部べ金きん吉きちを地じでいく世界遺い産さん級きゆうの堅かた物ぶつ少年・二ノ宮峻護。一方の真由も奥おく手てが服を着て歩いているような少女である。同居しているだけに何かと接せつ触しよくの多いふたりではあるが、それもどこか一線を引いた上での交流であることは否いなめない。が、いま少年はノーガード状じよう態たいで少女の手の内にいる。この機き会かいを逃のがす手はないのだ。


（ずっと思ってたんですよね、いちど二ノ宮くんの顔を思う存ぞん分ぶんながめてみたいって）


　うふふ、と、いたずらを思いついた幼よう女じよみたいに笑いながら、真由はたくらみを実じつ行こうに移うつした。


　かがみ込んで、普ふ段だんはなかなか直ちよく視しできない峻護の顔をまじまじと覗のぞき見る。いつもならたとえ近づいたとしても自分から目を逸そらしてしまうだろう距きよ離り。肌はだの細さい胞ぼうを一個ずつ見分けられそうなほどのショートレンジ。


（わあ……）


　覚えず真由は嘆たん息そくした。二ノ宮峻護は外見上、どちらかといえば精せい悍かんな印いん象しようの少年なのだが、いやはやなかなかどうして、これはこれは。


（美少年だあ）


　顔立ちが整ととのっていることはもちろん承しよう知ちしていたが、そのパーツの一つ一つの完かん成せい度どがここまで高いとは思わなかった。くっきり形どられた目鼻立ちとシャープな頰ほおのライン。長く濡ぬれたまつげ。女の自分でも負けてるんじゃないかと思えるくらいに肌はきめ細かく、その艶つやはみずみずしい。


　その上いつもは常じよう態たい的てきに気き難むずかしい表情が、眠ったことによってひどくあどけない印象になり、まるで子供みたいに無む垢くに見える──いやもちろん彼は精せい廉れん潔けつ白ぱくを宗むねとする少年なのだが、それにしてもこれは、うん。


（かわいいなあ……）


　うっとり、真由は目の前の光こう景けいに見とれた。こうして彼を心ゆくまで鑑かん賞しようするのは、古こ今こん東とう西ざいあらゆる名品をならべた展てん覧らん会かいに行くより価値がある。しかも本日は真由のための完全貸かしきり、ひとり占じめの状じよう態たいときた。しまったなあ、と思う。こんなことになると知っていれば、この日を迎むかえるための準じゆん備びとかも色々できただろうに。たとえば薫かおり高い紅茶と焼きたてのクッキーを用意しておくとか。そうすればこのかけがえのないひと時をもっと堪たん能のうできたことだろう。


　とはいえ残念がってばかりはいられない。こうしている間にもその『かけがえのないひと時』が一秒ずつ削けずられていくのだから。彼の寝顔を心ゆくまで味わったあとは、さてどうしようか。ここはやはり普ふ段だんできないことをやりたいところだが──


「あ、そうだ」


　ぽんと手を叩たたき、真由は自分のアイデアにほくそえんだ。とてもではないが普段はできないこと──あるではないか、うってつけのが。


「うふふ……」


　口元を左手の先で押おさえつつ、ちょっとどきどきしながらそっと右手を伸のばした。


　伸ばした先は、ふさふさな黒くろ髪かみの流れる彼の頭のてっぺん。


　そのまま頭に乗せた手のひらをやさしく左右に動かしてみる。


（うわあ、うわあ）


　おそるおそる、しかしけっこう大だい胆たんに、真由は行こう為いをつづけた。


（わたし、二ノ宮くんの頭をなでなでしてるよぅ……）


　その驚きよう愕がく的てき事じ実じつが心に染しみ渡わたるにつれ、少女の中にえもいわれぬ感動が広がった。何かこう、身体からだの芯しんからじぃぃぃん、と響ひびいてくるような、ちょっと気を抜ぬくと涙なみだがにじんできそうな、そんな感かん動どう。


「くうぅぅぅぅぅっ……！」


　とびきり甘いマシュマロを口に含ふくんだ時みたいに全身をぷるぷる震ふるわせ、真由はその感動を表現した。


「も、もうちょっと、しちゃお……」


　瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせ、さっきとは別の意味で心しん臓ぞうをバクバクさせながら、もう一度手を伸ばす。


　なでなで。


　なでなで。


「んン……」


　その感かん触しよくに反応して、彼がかすかな声をあげた。あわてて手をのける真由だが、彼の眠ねむりはあくまで深く、目を覚ます気け配はいはない。それどころか真由の『なでなで』が中ちゆう断だんされたことに不満の意を表明するかのように眉まゆ根ねを寄せている。


「じゃ、じゃあ、もうちょっとだけ……」


　おっかなびっくり、なでなでを再開した。するとどうだろう、彼の顔に浮うかんでいた苦い表情はうそのように引っ込み、代わりに喉のどをくすぐられた猫ねこのように気分よさそうな表情が浮かび上がったではないか。


（きゃ……）


　よほど気分がいいのだろうか、いつものむっつり顔が温あたためたチョコレートのようにとろけ、口もとをむにゃむにゃ動かしながらまるで『もっともっと』とおねだりするかのように、真由の膝ひざに頰ほおをこすりつけてきて──


（きゃ───っ！　きゃ───っ！）


　真由は、あられもなく身もだえした。


（か、かわいいっ！）


　まったく、今日はいったい何という日だろう。まさか古今無む双そうの堅物である彼のこんな顔を見られる日がやってくるとは思わなかった。盆ぼんと正月がいっぺんに来たかのような大おお盤ばん振ぶる舞まいに、真由の幸福ゲージはメーターを振り切らんばかりの勢いきおいで上じよう昇しようしている。


（もうこうなったら、今日は無ぶ礼れい講こうです。やりたいことはぜんぶやっちゃいます！）


　こういうツイてる時は思う存分やってしまうにかぎる。そう心に決めると、真由は無む抵てい抗こうの彼に対し、さまざまな『暴ぼう挙きよ』を施ほどこしはじめた。ほっぺたをつんつんしてみたり、うにうにしてみたり、あるいは引っぱってみたり、かと思えばやさしくさすってみたり、再度誘ゆう惑わくに駆かられて頭をなでなでしたり。そのたびに彼は変な表情を、あるいは満ち足りた表情を呈ていし、そのいずれもが真由を幸福にした。


（ああ……今日はほんと、何ていい日なんでしょう……）


　幸せだ。幸せすぎる。膝まくらというものはこれほどの悦えつ楽らくを人類に与あたえるものであったのか。まああえて贅ぜい沢たくを言うならば、この体たい勢せいで耳かきとかもしてあげたかったし、もし彼が目を覚さましているようならたわいもない話──例えば今夜の夕食の献こん立だてについてとか──なんかを交かわすのも素す敵てきだし、遠い将しよう来らいの老後の生活でも語り合ってみたりしたかったけど。


（でもそれってなんだか、新しん婚こんさんの夫ふう婦ふみたい──って、なに言ってるのわたし！）


　自分の想そう像ぞうに顔を赤くしながら頭をぶんぶん振って想像を打ち消しつつ、そんな風にあわてる自分を見るのもまた、楽しいのであった。


「ふう……満足です」


　彼を思う存分ひとり占じめし、真由は満ち足りた顔をした。とても人前には出せない、緩ゆるみきった顔である。


（ほんと、いい経験ができました。──さて、と）


　ぱしぱし頰を叩たたき、少しばかり気を引き締しめる。大して急ぎでもない仕事とはいえ、そろそろさやえんどうの筋すじとりを済ませなくては。延えん々えんと遊んでいたために他ほかの家か事じも押おしてきている。室内外の陽よう気きはいよいよぽっかぽかで名な残ごり惜おしいが、お楽しみもそろそろ切り上げねばなるまい。


「というわけで──すいません二ノ宮くん、わたしお仕事しますね。あ、二ノ宮くんはゆっくり寝ねててくれていいですからね？」


　聞こえていない相手に一応断りを入れてから、真由はゆっくり動き出した。彼が目を覚まさないように、そおっと、そおっと。とにかく膝まくらの体勢では仕事にならないわけで、断腸の思いではあるものの彼には横にどいていてもらわねばならない──のだが。


「…………困りました」


　何度か試し行こう錯さく誤ごしてみたのち、真由は柳りゆう眉びをハの字に下げた。彼を起こさないように立ち上がろうとすると彼はその気配を敏びん感かんに察さつし、ひどく不ふ機き嫌げんそうにうなるのである。まるでお気に入りの遊び道具を横取りされようとしている子供みたいに。


「ううん…………」


　こういうことをされるのは（たとえ寝ぼけてやっていることにしても）とてもとてもうれしいのだが、やっぱり弱ってしまう。このまま無む理りに立ち上がろうとすれば彼が目を覚ましてしまいそうだし、といってこのままじっとしていれば仕事を進められない。


（できればゆっくりしててほしいけど……でも家事もそろそろ手をつけなくちゃ……）


　幸せ一いつ転てん、にわかに訪おとずれた二に律りつ背はい反はんに真由もまたうーうーうなり始めた、その時。


　未み曾ぞ有うの事じ態たいが彼女を襲おそった。


「────！」


　絶ぜつ句くし、真由はカッチーンと音を立てて固まった。無む理りもない、眠っているはずの彼が真由の腰こしに両手を回してしがみついてきたのだから。


「に、に、に、に、」


　二ノ宮くん、と言いたいのだが、たったそれだけの言葉すら舌したがもつれて口にできない。膝まくらだってけっこう高こう次じ元げんな身しん体たい的てき接せつ触しよくだったと思うが、これはまた格かく段だんにアドバンストなというか何というか──


（ど、ど、ど、どうしよう？）


　本日何度目になるか知れない狼ろう狽ばいの中、心ここ地ちよい圧あつ迫ぱく感かんがおなかの周りをくすぐっている。混こん乱らんしつつもそのやわらかい感かん触しよくが脳のう髄ずいをしびれさせ、いよいよ真由の手足に枷かせをはめていく。


（お、落ち着きなさい、わたし。ここはまず深しん呼こ吸きゆうして──）


　ひとり頷うなずき、すーはーすーはー息を繰り返す。彼女にとって案あん外がい効こう果かのあるこの行こう為いのおかげで、どうにか狼狽のピークをやり過すごすことができたが、


（でも──）


　目線を下に落として、真由は途と方ほうにくれた。別にベアハッグをかまされているというほどにガッチリ締しめ付けられているわけではないが、それでも峻護の両手は確かく実じつに彼女の腰を一いつ周しゆうし、その身体からだを拘こう束そくしてしまっている。


（どうしよう）


　できれば彼の望むままにしてあげたいし、真由の感情としてもそれはそれでぜんぜんオッケーな気もするけど、やっぱり仕事は仕事としてこなさなければいけないし。


（うーん……）


　なにもかも忘れてこのまま為なすがままになっていたい誘ゆう惑わくに駆かられながら、その選せん択たくに身を任まかせた場合の未み来らいをシミュレーションしてみる。


　このまま時間が過すぎれば──当然家か事じは誰にも始し末まつされず、どんどん山やま積づみになっていくことだろう。その責任がこの家の家事担たん当とう者しやたる彼の身に集まることは想そう像ぞうに難かたくない。責せき任にん感かんの強い彼のことだ、『陽よう気きにつられてつい惰だ眠みんをむさぼり、仕事をおろそかにした』ことに、首をくくらんばかりの後こう悔かいを覚えるにちがいない。


　一方、この体勢のまま目を覚さました時の彼の反応はどうか。女性関係に関しては石いし頭あたまなほどに融ゆう通ずうの利きかない彼のことだ、これも簡かん単たんに予よ測そくできる。『うわあああ何てことをしたんだおれは！　無む抵てい抗こうの月村さんにこんな狼ろう藉ぜきを働いたおれは男として最低だあああ！』などと頭を抱かかえて嘆なげき悲しみ、切せつ腹ぷくせんばかりの後こう悔かいを覚えるにちがいない。


（なんか……どっちを選んでもダメっぽいんですが……）


　ますます途と方ほうにくれる真由である。自分の都つ合ごうなどはどうでもいい、とにかく彼がどの状じよう態たいで目を覚ますのがいちばん幸せなのか、それだけを考えているのに、どうしても答えが見つからない。


　そしていつの世も、決けつ断だんを遅おくらせて時を無む駄だに過すごすことほど危あやういことはないのである。究きゆう極きよくの二に択たくに悩なやむ少女を次なるピンチが襲おそった。


「ひゃうっ？」


　その感かん触しよくに、真由の全身が一いつ瞬しゆんおおきく跳はねる。感触の発はつ信しん源げんは腰のあたり──胴どうに腕うでを回してしがみついている彼の顔の付近から。


「に、二ノ宮くん？　そんなことされると、その──あふ、あは、くすぐった、あは、あははははは！」


　涙なみだを流し、憚はばかりなく笑い倒たおす真由。寝ぼけた峻護が何を思ったか彼女のおなかのあたりに顔を当て、ぐりぐり押し付けてくるのである。


「わたし、そのあたりは弱、うふ、だ、だめですってば、あふ」


　涙目になって必ひつ死しにこらえる真由だが、彼の『攻こう撃げき』は執しつ拗ようかつ入にゆう念ねんであった。まったく何の夢をみているものやら、赤ん坊ぼうのように顔をすり付けてくるのを一向にやめようとしない。それだけならかわいいものかもしれないが、何分にも場所がまずかった。彼が顔を当ててきているのは丁ちよう度どおへそのあたりであり、その目と鼻の先にあるのは──


「あ、あの二ノ宮くん、そこはその……やっ、あ……」


　くすぐったさとは別の感かん覚かくが腰のあたりからむずむずと這はい上がってきて、真由は頰ほおを朱しゆ色いろに染めた。


「まずいです、まずいですそれは……いくらなんでも早すぎるというかどうせならちゃんと意識があるときにしてほしいというか、と、とにかくだめなんですってば！」


　耳まで赤くして抗こう議ぎするが、眠ねむっている相手と意い思しを疎そ通つうするのは至し難なんであり、そもそも彼の安あん眠みんに遠えん慮りよして抗議の声も抑おさえているから通つうじようがない。そうこうしているうちにも彼のご乱らん行ぎようはエスカレートし、まるで陽光のまぶしさに辟へき易えきして穴あなにもぐりこもうとするモグラのように真由のそこを侵しん略りやくしている。


　さすがにここまできては決けつ断だんを下さざるを得えない。


（やむを得ません、ここは心を鬼おににして！）


　緊きん急きゆう避ひ難なん処しよ置ち発はつ動どう。実力をもって彼を引き離はなしにかかる。


「だ、め、で、す、って、二ノ宮くん、いい子だから、は、な、し、て」


　両手を彼の頭に当ててぎゅうう、と押し返すのだが、何しろ相手は男性、それも十二分に格かく闘とう技ぎを嗜たしなんでいる少年である。その力は万まん力りきかと思えるほどに強く、とてもではないが真由の細腕では引き離せそうにない。


（これじゃ埒らちがあきません──立ち上がって、もっと力を入れなきゃ──）


　結けつ局きよく、その判はん断だんが命取りになった。


　ドジな話ながら、一連のどさくさにまぎれて気づかなかったのである。長時間にわたって彼の頭を膝ひざに乗せ、同じ体勢で座すわりつづけていたゆえに血の巡めぐりが阻そ害がいされ、足がすっかりしびれを切らしていたことに。


「あ──」


　案あんの定じようだった。不ふ用よう意いに立ち上がった真由は足をもつれさせ、抱だきついている少年ひとり分の体重が重じゆう心しんを不安定にさせ、おまけに両手は彼を押しのけるべく目いっぱいに力をこめていた。これだけ条じよう件けんがそろっていてもなおずっこけないのであればその運動神しん経けいの高性能を誉ほめ称たたえるべきだろうが、あいにく彼女にそんな神経の持ち合わせはない。


「わっ、わっ」


　あえなくバランスを崩くずし、反はん射しや的てきにまぶたをぎゅっと瞑つむりながらソファに倒れこみ──


「あ、あうう……足がしびれて……いたたた」


　目じりに涙をためて足をさすろうとして。


　そこで真由は、自分がどんな体勢になっているかに気が付いた。


　眠ったままソファで仰あお向むけになっている彼。


　彼の上で四つん這ばいになっている自分──それもおしりの部分は、彼の下腹部の上に乗っかっていて。


（はうあ！）


　これまた本日何度目になるか知れない硬こう直ちよくを、ふたたび真由は繰くり返した。これではまるで、自分が彼を押おし倒たおしているみたいではないか。ようやく腰に回された手が離れてくれたのはいいが……そんなことは本当にどうでもいい話になってしまった。さっきよりも今の体勢のほうがよっぽどあぶない。


（ど、どかなきゃ……！）


　急いで立ち上がろうとした真由だが、これは学習能力が欠けつ如じよしていると笑われても文もん句くは言えないだろう。


「きゃ──」


　こんな短い時間でしびれが取れるはずもなく、真由はまたしても足をもつれさせる。


　着ちやく地ち点てんはむろん、眠ったままソファに身体を預けている彼の上。


（はうああ！）


　今度はもっとひどかった。四つん這いどころではない、今や彼女は完全に彼の上に身を横たえている。事じ情じようを知らぬ者がこの光景を見れば、十人中の十人が彼と彼女をただならぬ関係と判はん断だんすることだろう。


（あわ、わ、あわ）


　真由の目の前には今、彼の寝ね顔がおがアップで迫せまっている。先だってさんざん心ゆくまで堪たん能のうした、あの美形顔だ。おまけに先ほどよりもはるかに接せつ触しよく面めん積せきの広いこの格かつ好こうで、目の前に彼の顔があるというのは──


「………………」


　どきどきどきどきどき。


　心しん臓ぞうがヘヴィメタルのドラムスのように早はや鐘がねを打つ。


　いま彼女の視し界かいを独どく占せんしているのは、くっきり形どられた目鼻立ちとシャープな頰のラインと長く濡ぬれたまつげと、女の自分でも負けてるんじゃないかと思えるくらいにきめの細かい肌はだ。そして。


　しっとり濡れた、鴇とき色のくちびる。


「………………」


　どきどきどきどきどきどきどきどきどきどき。


「……す、すこしくらいなら」


　ごくり、生なま唾つばを飲み込む。


「いい──ですよ、ね？」


　何を『少しくらい』なのか、とは、自分自身にも確かめない。ただただ己おのれの欲ほつするところに従って、そのとおりに身体を動かしていくだけ。


　その欲よつ求きゆうに従したがって動いているのは上半身、わけても首から上。


「二ノ宮、くん──」


　潤うるんだ瞳ひとみで少女が目指すのは、男のくせに妙みように色っぽい、彼のくちびる。


「ごめんな……さい」


　かすかに震ふるえながら、しかし彼女は着ちやく実じつにその距きよ離りを縮ちぢめていく。あと十センチ……五センチ……三センチ……一センチ……


　そして。


　心を決めた真由が、一いつ気き呵か成せいに最後の距離を縮めようとしたとき。


　すいっ、と。


　眠っているはずの彼が、顔を横に向けた。


「…………」


　気を外された形になった真由が目をぱちくりさせる。だがひとたび燃え上がった乙女おとめの情熱はこの程てい度どで鎮ちん火かするものではない。


「ええと……では、あらためて」


　こほん、と咳せき払ばらいし、気持ちを整ととのえなおしてから、真由はふたたび潤んだ瞳でターゲットを絞しぼり込む。


「二ノ宮、くん──」


　十センチ……五センチ……三センチ……一センチ……そして。


　すいっ、と。


　ふたたび彼は真由の『攻こう撃げき』をすんでのところでかわす。


「あの……二ノ宮くん？」


　一ひと筋すじの汗あせをたらしながら、


「もしかするともしかするんですけど。ひょっとして、起きてます？」


　念ねんのためにたずねてはみるものの、もちろん返へん事じはない。寝たふりをしてからかってくれるほど彼は器き用ような少年ではないのだ。あるいは武道の達たつ人じんたる彼がただならぬ気け配はいを察さつし、無む意い識しきのうちにも『攻撃』を避さけようとしているのかもしれなかったが……今の真由にそんな想そう像ぞうが働くはずもなく。


「ええと、それでは気を取り直して」


　乙女心うんぬんというよりちょっとばかり意い地じになって、真由は『壮そう挙きよ』を続ぞつ行こうした──のだが。


「二ノ宮、くん──」


　すかっ。


「に、二ノ宮、くん──」


　ひょい。


「に、二ノ宮くんってば！」


　ささっ。


　妙なところで器用な彼の体さばきによって、ことごとく回かい避ひされてしまうのだった。


　そんな攻こう防ぼうがつづくこと十数回。


「……。ぷっ」


　ふいに、笑いが漏もれた。


「うふ、あはははは、なーにしてるんだろ、わたし」


　なんだかひとりでじたばたしている自分が、ひどくおかしくなってしまった。いったい自分は何をあせっているんだろう。別に急いでことを進める必要なんてない。時間は有ゆう限げんかもしれないけど、その中にも無数に機き会かいはあるのだろうから。


（ああ──でも）


　そっと目を閉じ、開け放したベランダから入ってくる風に身を任せながら、思う。


　あたたかなお日さま。肺にやさしい空気。耳をくすぐる鳥の鳴なき声。やわらかなソファ。


　そして──素す敵てきな少年。


　これだけおいしいものがそろっている上、こんなバカげたひとり相ず撲もうができるなんて。


　やっぱり今日は──今日という日は──


「わたし……けっこう、幸せかも……」


　しみじみ、真由はつぶやいた。やらなければならないことはたくさんあったはずなのだけど、まあ、いいではないか。今日というこんな素す晴ばらしい一日くらいは、だらだらごろごろ過ごしたって。


　と、そう思った途と端たん。


「あ、あれ？」


　頭のてっぺんから足の先までをすっぽり覆おおう浮ふ遊ゆう感かんがあり、視し界かいにぶあつい靄かすみが掛かかる。もともと真由は精せい神しん的てきにも肉体的にもタフなほうではなく、おまけに今日はひどく感情のアップダウンが激はげしい一日であり、つまりはいきなり襲おそってきた『それ』が強きよう烈れつな睡すい魔まであると気づいた時にはもう、彼女は意い識しきの半分以上を手放していた。


「まあ……いっか……今日くらいは……このまま少しくらい……休んでも……」


　抵てい抗こうの意い思しを即そく座ざに放ほう棄きし、真由はいっそ爽そう快かいなほどいさぎよく残りの意識を投げ出すと、そのまま深くて安らかな眠ねむりに落ちていった。





　　　　＊





（…………。なぜ？）


　夕暮れ時のリビングに設しつらえられたふたり掛けのソファで。


　まどろみから覚さめた二ノ宮峻護は己のおかれた状じよう況きようを知って途と方ほうにくれていた。


　不ふ覚かくにも寝ね入いってしまったようだが、さしあたりそれはいい。思いっきりソファに横になっていることから『ついうとうとした』という感じではなく、それはもうぐっすり熟じゆく睡すいしてしまったようだが、それもまあよしとしよう。


　問題は、彼の上に乗っかってウェイトをかけてきている人物にあった。


（なんでまた、月村さんまで……）


　自分を棚たなに上げておいてどうかとは思うが、抗こう議ぎの声を叫さけびたい気持ちを偽いつわることはできそうにない。どうして彼女までこちらに付き合って寝入っているのか……起こしてくれればそれで済む話なのに。ちらりと横のテーブルに目をやれば、さやえんどうを入れたザルは青々とした中身を山盛りにしており、記き憶おくにあった時の量から減へった様よう子すもない。その他の仕事がまったく進んでなかろうことは想像に難かたくないが、それより重じゆう視しすべきは峻護の上にぴったり密みつ着ちやくしてすやすや寝息を立てている真由であろう。『横たわる男の胸に顔をうずめる女の図ず』は、ことが終わったあとの男女がみせるありさまに酷こく似じしており、峻護の心を否いや応おうなくざわざわさせるのだ。


　おまけに気持ちよさそうに眠る彼女の寝顔は、陳ちん腐ぷな表現ながらまるで天使のようであり、その眠りを妨さまたげれば空から裁さばきの雷いかずちが落ちてきそうな気け配はい。しかしこの体勢上、彼女に刺し激げきを与あたえずソファから離はなれるのは極きわめて困こん難なんであろう。


　なにより峻護を悩なやませるのは、なぜか彼の首に両りよう腕うでを回している彼女がひどく艶なまめかしい息で喉のど元もとをくすぐってくることであり、あるいは時おり身をよじらせた時に感じる彼女のやわらかいカラダの感かん触しよくであり──要するに峻護は傍はた目めの冷静さとは裏うら腹はらに、さまざまな意味において大ピンチなのであった。
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（まずい……まずいぞこれは……）


　冷や汗あせと脂あぶら汗を同時に浮かべつつ、彼女の幸福な眠りを阻そ害がいすることなくこの危き機きを回避するという無む理り難なん題だいを解かい決けつすべく、峻護は急いで知ち恵えを絞しぼり始めていた。







おしまい





　峻護、大おお恥はじをかくのこと







　早そう朝ちようのことである。


「おはようございます、月つき村むら真ま由ゆさん！」


　私し立りつ神じん宮ぐう寺じ学園の教室棟とう、正しよう面めん玄げん関かん口ぐち。


　同どう居きよ人にんの月村真由といつものように連れ立って登校した二にノの宮みや峻しゆん護ごが聞いたのは、玄関の前で直ちよく立りつ不ふ動どうしている人物の大声であった。


「え……？　わたし、ですか？」


　校内中に響ひびくような大声で名な指ざしされ、真由はきょとんとしている。


「はい、月村真由さん！　あなたです！」


　緊きん張ちようの面おも持もちでこちらに歩み寄ってくるその人物に、峻護はいぶかしげな目を向けた。


　制せい服ふくの学ランに身を包つつんでいることからこの学園の生徒であることは間ま違ちがいないだろうが、身長はかなり低ひくめで線もやたら細く、背中に垂たらした長ちよう髪はつとあいまって一見なよなよした印いん象しようはある。他た方ほう、切りそろえた前まえ髪がみの下からのぞく活いきのいい双そう眸ぼうや、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくからにじみ出る凛りんとした雰ふん囲い気きなどは、いずれも初しよ対たい面めんの人間に好こう印いん象しようを与あたえるであろう輝かがやきを放っていた。ただ、峻護にはまるで見覚えのない人物である。


「ええと……月村さんの知り合い？」


「いえ、知らない人ですけど……」


　峻護の問いに首をかしげる真由。彼女の知り合いが朝の挨あい拶さつでもしてきたのかと思ったのだが、どうやら違うらしい。


　そうこうしている間にもその小こ柄がらな人物はふたりの目の前にやってきて、


「一年Ｅ組出席番号十九番、如きさ月らぎ純じゆんです！　突とつ然ぜんのことで失礼します！」


　鬼おに教官の前に立たされた学がく徒と兵へいみたいな顔で一礼し、気をつけの姿し勢せいをとった。頰ほおはうっすらと紅こう潮ちようし、視し線せんは仰ぎよう角かく三十度の角度で早朝の青空に突つき刺ささっている。


「あの……わたしに何か……？」


「はい、今日は月村さんにお願いがありまして！」


　面めん食くらっておどおどしている真由とは目を合わせぬまま胸ポケットに手を差し込んで、


「どうかこれを受け取ってください！」


　ぺこりと一いち礼れいし、取り出したものを両手で差し出してきた。


「あ、はい」


　ほとんど反はん射しや的てきにそれを受け取る真由。すると如月純とやらはパッと顔を上げて喜き色しよくを満まん面めんに浮うかべ、


「ありがとうございます！　それでは失礼します！」


　再度一礼し、きびすを返そうとして──


　背中を向ける瞬しゆん間かん、ひどく挑ちよう戦せん的てきな視し線せんで峻護をひと舐なめしていった。


（…………？）


　歩み去っていく如月純とやらに理わ由けもわからず敵てき意いを示しめされて、峻護が頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮かべていると、


「ええと……二ノ宮くん？」


　同居人の少女がいよいよ戸と惑まどいを深くした様よう子すでこちらを見上げてきた。


「何？　どうしたの？」


「あの、これ……」


　手のひらに載のせたものをおずおずと指さし示しめしてくる。


「む」


　それを一いち瞥べつした峻護の眉まゆが険けわしく動いた。


　如月純が手て渡わたしてきたものは、やけにファンシーなデザインの便びん箋せんにピンク色のハート型シールで封ふうをした──つまりは見み紛まごうことなきラブレターなのである。





　　　　＊





「ええと何なに々なに──『初めてお見かけした時からあなたを……春風にゆれるヒナギクのような可か憐れんさ……これまでずっと想おもいを内に秘ひめてきましたが……今は何よりただ、この想いを伝えたく……』──へえ、純じゆん情じよう一直線って感じねえ」


　朝のホームルーム後の休み時間、一年Ａ組の教室。


　如月純の恋こい文ぶみを音読した綾あや川かわ日ひ奈な子こが素す直なおな感想を漏もらすのを、峻護と真由は神しん妙みような顔で見つめている。


「しっかしあの如月純からの告白かあ。意外っていうかなんというか……いや、考えてみれば意外でもなんでもないわけか、これって」


「日奈子さん、あの人のこと知ってるんですか？」


「面めん識しきはないけどね」真由の問といに肩かたをすくめ、「まあこの学園でも有名人の部ぶ類るいに入るし。あたしからすれば知らないあんたらのほうがびっくりなんだけど？」


　呆あきれ顔を向けられ、峻護は真由と顔を見合わせる。彼らふたりの一いつ般ぱん常じよう識しき収しゆう集しゆうアンテナが平均より大おお幅はばに低いことは周しゆう知ちの事実だが、あの人物を知らない者は神宮寺学園において異い端たんあつかいになるらしい。


「如月純っていって、まあ見てのとおり可か愛わいらしい子よ。ちょっと変わったところはあるけど、性格の真まっ直すぐないい子だって聞くし、男女問わずにマスコット的な人気は高いみたいね」


　と軽く解かい説せつしてから、


「それで？　ラブレターの返事はどうするわけ？」


「どうすると言われても……」真由は相変わらずの困こん惑わく顔がお、「ええと、どうしたらいいんでしょう？」


「いやあ、あたしに聞かれてもねー」日奈子も負けず劣おとらずの困惑顔、「あたしもこういうケースには慣なれてないし、正直あんましアドバイスできるようなことは……二ノ宮くんはどう思う？」


　むっつり黙だまっている峻護に水を向けてきた。


「おれに言われても困る」いつにも増ました無ぶ愛あい想そう顔がおで、峻護はそっけない返へん答とう。「これは月村さん個人の問題だろう。おれがどうこう言えることじゃない」


「うっわ、冷たい男。真由が困ってるってのにその言いい草ぐさ？」


　白い目でにらんでくるが、真由の保ほ護ご者しや役をもって任じる峻護としては現げん状じよう、他の立場は取りようがないのである。さしあたり実じつ害がいがなく、真由も困惑以上の感情は示していないのであれば、この時点で如月純を排はい除じよしようとするのは越えつ権けん行こう為いというべきであった。そもそも真由や日奈子に輪わをかけて色いろ恋こい沙ざ汰たにうとい峻護に相談するほうが間違っているだろう。


　しかし考えてみれば、である。真由がこの手の告白を受けるのは初めてなのであった。ほとんどあらゆる異い性せいを虜とりこにできるサキュバス・月村真由にはもちろん無数のファンがついているが、面と向かって意い思し表ひよう示じをしてくる輩やからは皆かい無むだったのである。真由本人にせよ保護者たる峻護にせよ、突とつ発ぱつ事じ態たいに見み舞まわれて適てき切せつな対応ができないことは、まあやむを得まい。


「おれが思うに」と、峻護はそれでも彼なりに知ち恵えを絞しぼって、「ここはとりあえず様子を見る、ってことでどうだろう。手紙を読むかぎり、相手も即そく座ざに返事を求めてる、ってわけじゃなさそうだし。月村さんにも考える時間は必要だろうし」


「んー……まあ確かに、そうするくらいしか手はないか。どうするかは結局のところ真由次し第だいだしね」


　日奈子が消しよう極きよく的てきに同意し、真由もひかえめに頷うなずき、そうしてこの話は一いつ旦たん保ほ留りゆうとなった。


　が、状じよう況きようは彼らが楽らつ観かんするほどにはのんびり推すい移いしてくれない。次なるアクションが起こったのはほんの数時間後、昼休みのことである。





　　　　＊





「失礼します！　月村真由さんはいらっしゃいますか！」


　教室入り口から澄すんだ声が響ひびき、峻護と真由を含ふくむクラス全員がそちらを振ふり向いた。


「あ、そちらでしたか」


　再び登場した如月純は峻護と共に昼食の用意をしている真由の姿すがたを発見すると、一礼してからすたすたと歩み寄って来、


「よろしければお昼、ご一いつ緒しよしませんか？」


　にこ、とさわやかに笑って、手にした弁当の包つつみを掲かかげてみせた。


「ええと……」


　お誘さそいを受けた形の真由は戸と惑まどい顔で純と峻護を見み比くらべて、


「ちょっと待った」


　真由が何かを言う前に峻護は席を立った。


「如月純、とか言ったか。あんた、返事は急がないんじゃなかったのか？　今け朝さの今じゃ月村さんだって考えがまとまらないだろう？」


「早とちりするな。別に返事をもらいにきたわけじゃない」


　長身の峻護をキッと見上げ、


「ぼくはただ月村さんとお近づきになりたいだけだ。手紙で気持ちを伝えることはできたけど、月村さんにとってぼくは赤の他人も同然で、だから彼女にぼくのことをもっとよく知ってもらいたいし、ぼくも彼女のことをもっと知りたくて、それでこうして誘いに来たんだ」


　はきはきした声で意い思しを伝えてくる。倍近い体たい格かく差さのある峻護と対たい峙じしてもまったく怖おじ気けづいた様子はない。


「もちろん」と如月純はさらに付け加えて、「月村さんから迷めい惑わくに思われたりしてるならすぐに身を引くつもりだ。……どうでしょう月村さん。できればお昼、ご一緒してはもらえませんか？」


　真由に向き直り、改あらためて問うた。真しん摯しな瞳ひとみは澄んだ色をたたえて想い人を見つめ、隠かくしようもない緊きん張ちようと不安に絶たえずゆれている。


「ええと……」


　選せん択たくを迫せまられた少女は峻護と純を交こう互ごに見やっていたが、やがて、


「じゃあ、二ノ宮くんさえよければ、如月さんと一緒に食べませんか？　せっかくこうして来てもらったんだし、それに二人よりも三人で食べたほうがにぎやかで楽しくなるんじゃないかな、って思うんですけど……どうでしょう？」


「──わかった。月村さんがそう言うなら」かなり間を置いてから頷き、「それじゃ屋上に行こうか。ここじゃ何かと面めん倒どうがありそうだ」


　興きよう味み深そうに成りゆきを見守るクラスメイトたちの視線を避さけるべく提てい案あんしてから、峻護は先に立って教室を出た。


（まさか、月村さんがこんなにあっさり承しよう諾だくするなんて……）


　真由と純を先せん導どうする形で廊ろう下かを歩く峻護の衝しよう撃げきは決して軽いものではない。昼食は真由と机つくえを並べて二人で、というのが慣かん例れいであり、如月純のような第三者が加わるのは異い例れい中ちゆうの異例なのである。


（しかも如月純は男、それも月村さんに対してはっきりと好こう意いを示しめしている男だからな。綾川さんとかが間に入るならともかく……）


　屋上に出ると、青空の下で昼食のひと時を楽しむ生徒たちの姿がそこかしこに見受けられた。この学園の屋上はきっちり整せい備びされた上で生徒たちに広く開放されており、休きゆう憩けい時じ間かんの息抜ぬきの場として大いに利り用ようされているのである。


「あそこにしようか」


　数あるベンチのひとつを指差した峻護がレディーファーストで真由を先に座すわらせ、真由の隣となりに自分も腰こしをおろそうとして、


「では失礼して」


　すかさず如月純が間に割わって入り、真由の隣の位置をちゃっかり確かく保ほした。


「む……」


「ふん」


　眉まゆをひそめる峻護を対たい抗こう心しんむき出しの目でひとにらみしてから、


「実は月村さん、今日のお昼なんですが」弁べん当とうの包みをほどきつつ、「月村さんの分もいっしょに作ってきたんです。お口に合うかどうかわかりませんが、よろしければ」


　それを聞いた峻護の表情がまたしても険けわしくなった。二ノ宮家の食事は原則として峻護が作ることになっており、同居人たる真由の弁当もまた彼のお手て製せいなのである。


「ええと……」


　真まっ直すぐな目で弁当を差し出す純とむっつり顔で昼食の用意をする峻護を弱り顔で見み比くらべていた真由だったが、


「ええと、じゃあ両方のお弁当をいただきますね。今日はすごくおなか空いてるから、両方食べてもぜんぜん平気です」


　けっきょくは笑え顔がおで二つの弁当を受け取った。


　純が緊張の面おも持もちで、峻護が面おも白しろくなさげな顔で見守る中、真由は二つの弁当を開けて、


「わあ」


　彼女が素す直なおに反はん応のうしたのは純の弁当のほうにであった。


　峻護の作品は、漆うるし塗ぬりの重じゆう箱ばこに料りよう亭てい顔負けの料理を詰つめ合わせたいつもの弁当である。汁しる気けたっぷりのだし巻きに旬しゆんの野や菜さいの和あえ物、地じ鶏どりの蒸むし煮にに白身魚の西さい京きよう焼やきなど、味はもちろん栄えい養ようバランスにもこだわった一品。いかなる国のいかなる要よう人じんに馳ち走そうしたとしても恥はじは搔かくまい。


　一方、如月純の作品。こちらは峻護のものとはずいぶん趣おもむきが異ことなる。豪ごう奢しやな箱に詰めてあるわけでも贅ぜい沢たくな食材が並んでいるわけでもない。素そ朴ぼくな家庭的料理を詰め込んだごく普ふ通つうの弁当である。峻護のそれと比べると華か麗れいさの点で遥はるかに劣おとるのだが……純の人ひと柄がらのなせる業わざだろうか。盛もり付けにしろ飾かざり付けにしろひどく繊せん細さいで丁てい寧ねいであり、見た目の印いん象しようは非ひ常じようによい。


　それともうひとつ。純の弁当の特とく徴ちようとして、全体的にえらく可か愛わいらしいのである。クマさんの絵え柄がらがプリントされた弁当箱を始めとして、ギンガムチェックの弁当包みに淡あわいピンク色の箸はし、弁当箱の中身もタコさん型ウィンナーにウサギさん型のリンゴ、ハート型に彩いろどられた三色そぼろご飯など、これでもかというほどのファンシーさであふれ返っているのだ。


「すっっっ──ごく可愛いですね、このお弁当！」


　そして真由が反応したのは、まさにそのファンシーさに対してであった。


「クマさんのお弁当箱も、お弁当の包みも、それにこのお箸も……すごい可愛いです。如月さんってセンスいいですよね」


「気に入ってもらえましたか？　実はこれ、ぼくもお気に入りで、いつも使ってるやつなんです。あ、こういう可愛いグッズをたくさん売ってる店があるから、よかったら月村さんにも場所を教えましょうか？」


「わ、ほんとですか？　ありがとうございます。如月さんってなんだかわたしと趣しゆ味みが合いそうですよね。それにこのお弁当、中身もすごくおいしそう」


「どうぞ、食べてみてください。月村さんのために真ま心ごころ込めて作りました」


「じゃ、お言葉に甘あまえて……」ひとくち頰ほお張ばり、「ん～～～～！　おいしい！　すっごくおいしいですよこれ！」


「そ、そうですか？」


　絶ぜつ賛さんされ、照てれくさそうな嬉うれしそうな顔でもじもじする純。なるほど、そのいじらしい様子を見れば周囲からマスコットとして愛めでられているという話も頷うなずけるが、峻護としては純のほほえましさに和なごめるような気分ではない。


（おいしいって言ったって、月村さんが弁当の見た目の可愛さに釣つられてるだけじゃないか……）


　憮ぶ然ぜんの面持ちで自分の分の弁当をつまみながら思う。


（素そ材ざいの選せん択たくにせよ味付けにせよ完全におれが勝ってるはずだ。錯さつ覚かくを排はい除じよした実際の完かん成せい度どでいえば、如月純の弁当なんておれの足元にも及およばないだろう）


　と自分を慰なぐさめてみるものの、同居人の笑顔が自分の作品には向けられていないという事じ実じつは動かしようがない。


　真由もそんな彼の様よう子すに気づいたのか、


「あ、もちろん二ノ宮くんのお弁当も」漆塗りの重箱からだし巻きをつまみあげてひとくち頰張り、「いつもどおり、すごくすごくおいしいですよ？」


「……そりゃどうも」


「ところで月村さん」如月純がずい、っと割って入り、「さっきお話しした、可愛いグッズをたくさん売ってるっていう店ですけど。よかったら今日の放課後にでも行ってみませんか？」


「ええっ、今日ですか？」


「月村さんの都つ合ごうがよかったら、ぜひ。学校から歩いて行ける距きよ離りだし、それに今日は週に一度のサービスデーなんです。普ふ段だんは店に並ばないとっておきのグッズなんかも売ってたりしますよ」


「わあ、ほんとですか？　んー、どうしようかなあ」


　このやりとりにまたまた驚おどろく峻護である。『どうしようかなあ』などと迷まようそぶりの真由だが、断ことわる理由を探しているような様子ではまったくない。むしろ如月純の提てい案あんを喜び、会話のやりとりを楽しんでいる風なのだ。


（男性恐きよう怖ふ症しようの月村さんが、おれ以外の男と接してここまで平気でいられるなんて）


　まるで日奈子あたりの親しい友人と接するようにリラックスしている同居人を目まの当たりにし、ひどく大きなショックを受けている峻護の前で、


「それと月村さん、これを受け取ってもらいたいんですが」


　純が懐ふところから何かを取り出して真由に差し出した。


「これは……？」


　受け取った真由が困こん惑わくするのも無む理りはない。純が渡わたした品は、やけにファンシーなデザインの便びん箋せんにピンク色のハート型シールで封ふうをした──つまりは見み紛まがうことなきラブレターであり、想おもい人に今朝渡わたした手紙と同じ見た目なのである。


「あ、ちがいますちがいます」


　真由の困惑顔を見てあわてて両手を振ふり、


「これ、今朝のものとはまったく内容がちがいますから。ぼくの気持ちを書いた手紙ってのは同じですけど」


「…………？」


「つまり、その」


　頰ほおを染そめてもじもじしながら、


「ぼくの中で湧わき上がってくる月村さんへの気持ちを、できればぜんぶ伝えたくて。それで授業の合あい間まとかにこうして自分の気持ちを綴つづった手紙を書いてたんです。下へ手たくそな文だけど、読んでもらえたら嬉うれしいかな、なんて」


「は、はあ、なるほど」


「こんな気持ち、ぼくも初めてなんです。自分でもびっくりなんだけど、でも、月村さんのことがほんとうに好きなんです。ただそれを伝えたいんです。できれば毎日でもこういう手紙を書いて月村さんに読んでもらえれば、って思ってます。ご、ご迷めい惑わくでしょうか……？」


「えっ？　い、いえ、そんなことないですよっ」


　熱いアプローチにたじろぎつつ、あわてて言いつくろう真由。ここまで直接的に想いを示しめされることに、やはり戸と惑まどいは隠かくせないようだ。ただし、である。如月純の真まっ直すぐさや純情さを好意的に受け取っている節ふしが、彼女の言葉や表情の端はし々ばしから見て取れるのも確かなのであった。


「…………」


　峻護は、面おも白しろくない。


　口数の少ない峻護と、なんだかんだで会話の弾はずんでいる残り二人という構こう図ずのまま昼食が終わり、教室に戻もどる段だんになって、


「二ノ宮」


　先頭に立って階段を下りる峻護の背中に純が話しかけてきた。


「あんたと月村さんがひとつ屋根の下で暮くらしてるのはもちろん知ってる。あんたの立場も、月村さんにとってあんたが特とく別べつな存在なんだろうってことも。でも、それでも」


　小さく、しかし鋭するどい声で、


「あんたにはぜったい負けない。月村さんはぼくがもらう」


「…………」


　峻護は聞こえないふりをして先を急いだ。何も言い返さないのは如月純など相手にするまでもないからであり、そもそも真由を物として扱あつかい、その所しよ有ゆう権けんを争うがごとき言げん動どうに応おうじ返すのは彼女に対して失礼だと思うからだ──などと自分に言い聞かせながら。
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　その後、如月純のアプローチはいよいよ熱ねつ烈れつであった。昼休みに食事を共にすることはすぐに習しゆう慣かん化かし、ほどなく学校への行き帰りを共にすることも日にち常じよう化かし、真由と峻護の間に闖ちん入にゆうした『異い物ぶつ』が当たり前の風景になるにつれて峻護の不ふ機き嫌げん顔も常じよう態たい化かしていった。


　それに反はん比ぴ例れいして真由が純に向ける笑え顔がおからは硬かたさが抜ぬけ、純のほうも初めのころのガチガチな緊きん張ちようから解放されて、自然な振ふる舞まいが増えていく。その振る舞いの初うい々ういしさや純じゆん朴ぼくさがまた峻護の目から見ても魅み力りよく的てきであり、彼をますます不機嫌にするのであった。


　といって今のところ、二人の間に色っぽい事こと柄がらが発生しているわけではない。真由の純に対する接し方は綾川日奈子のような親しい友人と付き合う際さいのそれと変わらないし、純のほうもさしあたりは友人のポジションにつくことでよしとしているようだ。もっとも、友情がふとしたきっかけで別の感情に転ぶ可か能のう性せいがあることは、いかな朴ぼく念ねん仁じんの峻護とて承しよう知ちしている。


（それにしても、まさか月村さんが如月純とここまで親しくなるなんて……）


　現在の状じよう況きように今さらながら驚おどろきを禁きんじえない峻護である。むろん彼はまるで自じ覚かくしてないのだ。真由と純が親しく付き合うことはすなわち、これまで絶ぜつ対たい的てきであった峻護の優ゆう位い性せい──真由が普ふ通つうに接することのできるほとんど唯ゆい一いつの男であるという立場──が消しよう滅めつすることを意味し、その事実が彼を苛いら立だたせる最たる理由であることに。『真由の同どう居きよ人にん兼けん保ほ護ご者しや』という絶対的に安定していたポジションが失われる、いやそれどころかひょっとすると自分の存在などすぐにでも不ふ要ようになり、お役御ご免めんになるのではないか──その想像が彼に焦しよう燥そうを覚えさせていることに。


（とにかく、だ）


　悩なやんだ末すえ、けっきょく峻護は無む自じ覚かくな己の葛かつ藤とうをひどく大おお雑ざつ把ぱに処しよ理りし、半なかば思し考こう放ほう棄きする形で今後の行こう動どう方ほう針しんを一本化することにした。自分に課かせられた公こう的てきな使し命めい──真由の身を護まもるのを最優先にするべし──に徹てつすることにしたのである。


　すなわち。


　真由についた『虫』が益えき虫ちゆうでなく害がい虫ちゆうである可能性が少しでもある限り、これを排はい除じよせねばならない──。
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　ある昼休みのことである。


　その日の食事風ふう景けいは、いつもとやや趣おもむきが異なっていた。


「さ、どうぞ召めし上がってください」


　屋上のベンチに広げた惣そう菜ざいの数々を笑顔で勧すすめるのは月村真由である。ここしばらくの彼女は常つねに峻護や純があつらえてくる弁当を馳ち走そうになるばかりであり、『それじゃあんまりですから、たまにはわたしが』と申し出てきたのであった。


「わあ！」


　如月純が子供のように目を輝かがやかせながら歓かん声せいを上げた。もともと料理の腕うでは上々な真由であるから弁当の出来は悪かろうはずがなかったが、何より純の心を捉とらえたのは弁当に施ほどこされた演えん出しゆつであろう。カラフルな野菜と果物をふんだんにあしらった弁当箱の中身はまるで花はな園ぞののようであり、タコさん型ウィンナーにウサギさん型のリンゴまでも完かん備びしている。可か愛わいいもの好きらしい純にとってはど真ん中ストライクのはずだ。


「すっごい可愛いですね、これ！」


「ありがとうございます。それにこのお弁当箱もナプキンもお箸はしも、如月さんに教えてもらった店で買ったものなんですよ」


「あ、ほんとだ。わあ、なんかうれしいなあ。これ、頂いただいちゃってもいいんですか？」


「もちろん。たくさんあるからどんどん食べてくださいね。味にだってすこしは自信あるんですから」


「くう～っ、なんだかぼく、幸せの絶ぜつ頂ちようって感じです！　それでは遠えん慮りよなく頂きます！」


　だらしないほど笑えみ崩くずれた顔で箸を握にぎり、如月純は弁当箱に手を伸のばした。


　が、その時。


「じゃ、おれも遠えん慮りよなく」


　ぼそっと呟つぶやいた峻護が横から箸を出し、純の箸が今まさに摘つまみ上げようとしていたタコさんウィンナーをかっさらっていった。


　とんびに油あぶら揚あげをさらわれた顔で目を丸くする純を尻しり目めに、峻護はタコさんを口に運び、


「うん。うまい」


　そ知らぬ顔で咀そ嚼しやくしながら感想を述のべる。


「…………」


　その様子をじっとにらみつけていた純だが、やがて気を取り直し、


「では遠慮なく頂きま──」


　箸を伸ばした先にあったウサギさん型のリンゴを、峻護の箸が一いつ瞬しゆん早く強ごう奪だつしていった。


「うん。うまい」


　箸を伸ばした格かつ好こうのまま固まる純の横で、平へい然ぜんとウサギさんを味わう峻護。どうみても偶ぐう然ぜんのいたずらではない、明らかに純の行動を先読みした上でやっている。


　しかも峻護の『暴ぼう挙きよ』はそれだけに留とどまらなかった。純が呆ぼう然ぜんとする隙すきを狙ねらい、まるで火か事じ場ば泥どろ棒ぼうのような勢いきおいで弁当を貪むさぼり食い出したのである。


「くそっ……！」


　目にも止まらぬ速さで繰くり出される箸と、すさまじい勢いで減へっていく弁当の中身を目まの当たりにしてあわてて純も箸を伸ばす。が、動どう体たい視し力りよくと運動神経に優すぐれた峻護はその動きを見み逃のがさない。純が狙った卵焼きを機き敏びんに掠かすめ取り、口に運び、目にも止まらぬ速さで咀嚼し、飲み下す。そうする間にも峻護の箸は遅ち滞たいなく運動し、弁当の残ざん量りようをみるみるうちに減らしていく。


「くそっ、くそっ！」


　純もむきになって箸を出すのだが、敵の箸さばきは鬼き神しんのそれであった。いかに素す早ばやく箸を出しても峻護は確かく実じつに先手を取り、狙いをつけたおかずをことごとく略りやく奪だつしていくのである。


　そして数十秒後。


　真由のお手て製せい弁当はきれいさっぱりと完食されていた。純の口には米こめ粒つぶひとつ入ることなく。


「うん。うまかった。ごちそうさま」
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　口いっぱいに頰ほお張ばった惣菜を飲み込んだ峻護が両手を合わせてお辞じ儀ぎをする。想像外の事態に真由はおろおろするばかりで何も言えず、


「……どういうつもりだ？」


　ゆっくりと立ち上がり、純が低い声で問うた。


「なにがだ？」と涼すずしい顔で峻護。


「どういうつもりだ、と訊きいている」


「何の話かわからんな」


「…………。そうか」


　あふれる怒ど気きをおさえるかのように深しん呼こ吸きゆうしてから、


「立て二ノ宮。決着をつけよう」


「──ちょ、ちょっと待ってくださいふたりとも！」


　無む言ごんで腰こしを上げた峻護を見て、ようやく真由が我われに返った。


「なんだってそんな、けんかみたいなこと……お弁当ならまたいくらでも作りますし、ふたりとも仲直りを──」


「いえ、月村さん。いずれこうなるんじゃないかとは思ってました」


　想おもい人の嘆たん願がんに、しかしこればかりはと首を振ふる純。


「ぼくにも意い地じがあります。こういう真ま似ねをされては黙だまっていられません」


「そ、そんな──」


　愕がく然ぜんとする真由だが、純の決意は固いと見て取ったようだ。縋すがるような視線を峻護に向けて、


「月村さんは引っ込んでてくれ。これはおれたちふたりの問題だ」


　真由のほうを見向きもせず言って捨て、純をにらみつける峻護。いつになく好こう戦せん的てきな同居人の様子に、真由は言葉を失うのだった。





　　　　＊





　時に。神宮寺学園の校風として、生徒たちはおしなべてお祭り好きにできている。屋上で昼の休きゆう憩けいを満まん喫きつしていた複ふく数すうの生徒たちは、峻護と真由と純との間にもめごとが起きたことを目ざとく察さつするや否いなや、神宮寺学園の生徒としてふさわしかるべく行動した。


　イベントの開かい始しを触ふれ回るつもりか、ダッシュで下の階に駆かけ去る者数名。携けい帯たいであちこちに連れん絡らくを取る者はその数倍。彼ら即そく席せきプロモーターたちの宣せん伝でん効こう果かは覿てき面めんに表れ、峻護と純がにらみ合っているほんのわずかな間に、屋上にはぞろぞろとギャラリーが集まり始めている。


「いつでもかかってこい」だが峻護は外がい野やの騒さわがしさをほとんど目にも入れず、叩たたき伏ふせるべき相手に向けて宣せん告こくした。「努力や運では埋うめることのできない実力差というものを教えてやる」


「…………」


　くちびるを嚙かみ、純がにらみ返してくる。まったくの自然体のまま立つ峻護に対して純はやや腰を落とし、両手を胸の前に上げてファイティングポーズを取っていた。だが武道の達たつ人じんたる峻護の目から見てその構かまえはド素人しろうと以外の何物でもない。先ほどの弁当の奪うばい合いから察さつしても如月純の運動能力は平均を超こえるものではなく、体格の点から言っても峻護の優位は──いや、完かん膚ぷなきまでの勝利はすでに明らかである。


　純のほうも自分の不利はよくわかっているのだろう。闘とう志しこそ両目にみなぎっているものの、峻護の圧あつ力りよくを前にして足が動かないようだ。だったら動くようにしてやろうじゃないか、と峻護はくちびるの端はしをつりあげる。


「どうした？　臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたか？　月村さんの見ている前で無ぶ様ざまな姿をさらして平気でいられるというなら──こいつはとんだお笑い種ぐさだな」


「！」


　たいして上う手まい挑ちよう発はつでもなかったが、効こう果かは如によ実じつに表れた。


「…………うわあああああああっ！」


　激げき憤ふんした純が闇やみ雲くもに突とつ進しんしてくる。が、まさしく闇雲で狙ねらいのない動きであり、峻護の目にはスローモーションに見えるほどのろまな動きだった。身体からだを軽くひねっただけで簡かん単たんにかわし、ついでに足も引っ掛かけてやると、純は他た愛あいもなくすっ転んだ。


「その程てい度どか？」


「…………！」


　憎にくむべき相手から侮ぶ蔑べつ交じりに見下ろされ、数多くの見物人だけでなく想おもい人にも無様な姿をさらし、闘とう争そう心しんに火がついたのだろう。再び叫さけび声を上げ、純が鋭するどく突進してきた。それでも峻護にとっては児じ戯ぎに等ひとしい動きである。あえて余よ裕ゆうたっぷりに避さけ、もう一度足を引っ掛けて地を這はわせてやる。だがそれでも諦あきらめず、純はすぐさま起き上がって突つっかかってくる。


　──一方的な展開になった。


　何度向かってこようと峻護はタイミングよく足を払はらって転てん倒とうさせ、純に屋上のコンクリートの味を舐なめさせる──その繰くり返しが延えん々えんとつづいた。面おも白しろい見ものを期き待たいしていたギャラリーからはあくびが漏もれはじめ、時間だけがただ刻こつ々こくと過ぎゆき、それでも峻護は圧あつ倒とう的てきな実力差を見せつけることを止やめようとせず、純もまた敗北の屈くつ辱じよくを味わいつづけるのを止めようとしない。


「……ひどいです……」


　悲しみに濡ぬれた声が聞こえたのは、そんな時だった。


「二ノ宮くん、純さんに対してそれはあんまりです。ひどいです。いつもの二ノ宮くんはもっと紳しん士し的てきなのに……どうしてこんな……」


　悲ひ痛つうな声にハッとなり、声のほうを振り返る峻護。月村真由が──彼が護まもるべき少女が肩かたを震ふるわせて涙なみだを流し、事じ態たいの理り不ふ尽じんさを訴うつたえていた。


　沸ふつ騰とうしきっていた峻護の頭が急きゆう速そくに冷えていく。


（おれは──何をしてるんだ？）


　身に付けた格かく闘とう技ぎ術じゆつを無む用ように用い、力の発はつ露ろに酔よいしれ、実力の差を示して愉ゆ悦えつに浸ひたるなど愚ぐの骨こつ頂ちよう、最悪の醜しゆう態たいではないか。『真由を悪い虫から護る』などという口実にかこつけて、気に食わない相手をただいたぶっているだけではないか。


　自分の所しよ業ぎように気づいた峻護の足が止まった。それがこの不ふ毛もうな争いの中で初めての、そして唯ゆい一いつの隙すきだった。


　峻護のどてっ腹に横から何かがぶつかってくる。さして重くもない衝しよう撃げきだったが、それでも棒立ちになった彼を横よこ倒だおしにするには十分だった。


「このおおおおおおっ！」


　純が怒いかりに満ちた目で襲おそい掛かってくる。峻護もすぐに我われに返って体勢を整ととのえようとするが、純とてようやくめぐってきたチャンスを逃にがしはしない。死しに物もの狂ぐるいで敵に一いつ矢し報むくいようとし、だがすでに冷静になっている峻護は純に無む闇やみな力をふるうことができない。


　激しいもみ合いになった。


　一気に乱らん戦せんに突とつ入にゆうした展開に、退たい屈くつをもてあましていたギャラリーが大いに沸わき立ち、大だい歓かん声せいが峻護と真由の制せい止しの声を搔かき消し、周しゆう囲いの熱ねつ狂きようにいっそう神経を高ぶらせた純は戦いを止めようとしない。勝負の行ゆく方えはいよいよ混こん沌とんとして、ギャラリーの興こう奮ふんを否いや応おうなしにあおった。


　事じ態たいが急変したのはそんな時である。


「この、いいかげんに──！」


　業ごうを煮にやした峻護がしつこく絡からんでくる相手を払はらいのけようと腕うでを振ふった。ほんの弾はずみで、その腕が純の学ランの襟えりの部分に掛かった。とっさの動きだっただけに力の加か減げんが効きかず、勢いきおいあまって学ランのボタンを飛ばし、その下のシャツまで引き裂さいて、


「…………！　きゃあっ」


「え？」


　あらわになった地じ肌はだと黄色い悲ひ鳴めいが、峻護の目を皿にした。


「…………。え？」


　あっけに取られる峻護から素す早ばやくとびのいた純が制服の胸むな元もとを搔かき抱いだき、激はげしい瞳ひとみでにらみつけてくる。


「え？　え？」


　だが峻護は阿あ呆ほうのようにポカンとしたまま反応できず、だけど彼が目にしたものは普ふ通つうの男性にはないはずの胸部のふくらみであり、同じく普通の男性は着用しないタイプの肌はだ着ぎであり、


「あー、ひょっとして」


　純を指差して口をパクパクさせている峻護に助たすけ船をだしたのは、ギャラリーの一いち員いんに加わっていた綾川日奈子だった。


「二ノ宮くん気づいてなかった？　女の子だよ。その子」


　峻護の阿あ呆ほう面づらが、さらに阿呆の度ど合あいを増した。


　ひゅうううううう、と、ひどく冷たく感じる風が屋上を吹きすぎてゆく。


「ええと……」


　無む意い味みに開閉していた峻護の口が、ようやく意味ある言葉を吐はき出した。
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「君、女性？」


「それがどうしたっ！」


　涙なみだ目めで純がさけぶ、


「女が女を好きになっちゃ悪いのかよっ！」


「いや、そういうことじゃなくて……ええと……あれ？」


　いまだ峻護の混こん乱らんは収まらない。


「だって君、女だなんてひとことも言わなかったし……」


「なんでいちいちそんなの言わなきゃいけないのさ！」


「それに学ラン着てるし……」


「スカートとか穿はくの嫌きらいなんだよっ」


「……ていうかさー」


　横から日奈子の呆あきれ声。


「んなこと言われなくても普通気づくってば。声とか身体からだつきとかでさ」


「いや……それは確かに、あんまり声変わりしてないな、くらいには思ってたし、身体の線は細いけどどこか丸みを帯おびているように見えなくもなかったけど……」


　と、そこまで言って自分で気づいた。男性恐きよう怖ふ症しようの真由が如月純と普通に接せつすることができていた理由。如月純が男性でなく女性であるとすれば、普通に接することができて当たり前ではないか。そういえばラブレターとか弁当とかがやたら少女趣しゆ味みだったが、それも彼女が女性であれば不ふ思し議ぎでも何でもないということか。それにしたって学ランとか着られれば勘かん違ちがいしても仕し方かたがないではないか。一いち人にん称しようも『ぼく』だし、しゃべり方も男の子っぽいし……。


「とにかく！」


　いまや女性であることが明らかとなった如月純が朱しゆ色いろに染まった顔で、


「いいか、ぼくはぜったいおまえなんかには負けないからな！　いつか必ず月村さんを振り向かせてみせる！」


　捨すてぜりふを残し、逃げるように屋上を去さっていった。


　あとにはただ、呆ぼう然ぜんとしたままの峻護と、白けた空気のその他大おお勢ぜいが残される。


「──手の施ほどこしようがないわね、二ノ宮くんの鈍にぶさには」日奈子が肩をすくめ、小さく呟つぶやくのが聞こえる。「なあんか近ごろ機き嫌げんが悪いと思ったら、そういうことか。そりゃ、女だって気づいてなけりゃ……ねえ」


「はあ……二ノ宮くんって……」真由まで盛せい大だいなため息を吐つき、やたらと低いテンションで、「まさか気づいてないなんて……どうりでおかしいと……」


　彼女たちばかりでなく、屋上に集まったギャラリーの視線は総そうじて白い。とんだ道どう化けを演じた峻護にとって、今は衆しゆう人じん環かん視しのもとに晒さらされることがただただ痛く、ひたすら頭を抱かかえて恥はじをしのぶしかないのであった……。







おしまい





　真由、やってしまうのこと







　こぶしが床ゆかを叩たたく音は、想そう像ぞうしていたよりずっと気持ちの悪い音だった。


「そうじゃ、ないだろう……？」


　打ち付けたこぶしもそのままに、峻しゆん護ごが怒いかりを込こめてうめく。


　そう、怒り。それは月つき村むら真ま由ゆが初めて目にする、二にノの宮みや峻護の怒りの表ひよう現げんだった。


「ご、ごめんなさ──」


　二ノ宮峻護を怒おこらせた。その事じ実じつは途と方ほうもない衝しよう撃げきとなって真由に襲おそいかかる。ショックのあまり思し考こうがうまく回ってくれない。いつかやってしまうのではないかと恐おそれていたけど、とうとうやってしまった、とにかく、とにかく謝あやまらなくちゃ──


「すいません、すいません、ごめんなさい二ノ宮くん！」


　二ノ宮家の台だい所どころ。割われた食器類るいが散さん乱らんし、血けつ痕こんがしたたる床にへたり込んで、真由はただただ謝ることしかできない。腰こしが抜ぬけたようになって足に力が入らない。怯おびえが全身を侵おかし、震ふるえのあまり歯の根ねがあわない。


「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい──」


　必ひつ死しに、一しつ心しんに、縋すがるように謝しや罪ざいする。


　だが。峻護が見せたのは許しの笑えみではなく。


「どうして君は、いつもそうやって──」


　やりきれなさに満ちた、悲しみの眼まな差ざしだった。


「────！」


　怒りをぶつけられる以上の衝撃だった。そんな顔をさせてしまった原げん因いんが自分にあることに激はげしい後こう悔かいが湧わく。だが真由は彼の悲しみをほどく術すべを知らない。ただ呆ぼう然ぜんと、その眼差しを受け止めるほかはなく──





　　　　＊





　翌よく日じつの朝。


「おはよー真由……って、うわ暗くらっ」


　神じん宮ぐう寺じ学園一年Ａ組の教室で、友人が開かい口こう一番に吐はいたセリフはそれだった。


「ちょっとちょっと、どうしたわけ？」


　机つくえに突つっ伏ぷして死体になっていた真由がのろのろ顔を上げる。それを見た綾あや川かわ日ひ奈な子こは思いっきり眉まゆをひそめて、


「あーあーもう、ひっどい顔しちゃって。なに？　なにがあったのさ？」


「うう、日奈子さん……わたしはもうダメです……」


　泣き腫はれて赤く充じゆう血けつした真由の目に、新たな涙なみだがじわりと浮うかびあがり、


「はいはいわかったわかった。いいからまずは事じ情じようを話しな。わけもわからず泣かれてもこっちだってお手上げなんだからさ」


「うー、すいません……」


　ぐすっ、とすすり上げてから、


「実はわたし、二ノ宮くんを怒らせてしまったんです」


「──へ？　怒った？　あの二ノ宮くんが？」


　果たして日奈子は目をぱちくりさせ、素すっ頓とん狂きような声を上げた。


「はあ、そりゃ珍めずらしいこともあったもんねえ。あんた一いつ体たいなにをやらかしたわけ？」


「はい、それが……」


　涙なみだをぬぐいつつ、真由は訥とつ々とつと語り始めた。


　昨さく夜や、夕食の後片付けをしている時のことである。


　彼女と峻護は食しよく卓たくに残った食器類を下げ、シンクで洗い、布ふ巾きんで水気を拭ぬぐって、食器棚だなに一枚一枚もどしていた。食器をもどす役を真由が請うけ負おったことに深い意味はない。彼女の立ち位置が峻護よりも食器棚に近かったから、という程てい度どの些さ細さいな理由だ。棚の高い位置へ食器をもどすために椅い子すを使っていたのも、ごく自然な成なり行きだろう。ただし成り行きとはいえ、おっちょこちょいなところのある真由により難なん易い度どの高い方の仕事をさせたのは間ま違ちがいであったかもしれない。だがそれにしたって誰だれを責せめられるものでもなかろう。


　要ようするにそれは、単なる事じ故こであった。


　やや離はなれた位置に食器を仕し舞まおうと、目め一いつ杯ぱいに手を伸のばした時。


　真由はバランスを崩くずし、椅子から足を踏ふみ外した。それだけならまだしも、伸ばした手でとっさに食器棚の扉とびらを摑つかんでしまったからいけなかった。人ひとりぶんの加か重じゆうに耐たえられず、棚は中身の食器ごと倒たおれ落ちた。悲ひ鳴めいを上げる真由を巻き込んで。


　だが彼女の上に覆おおい被かぶさったのは重い食器棚ではなく、二ノ宮峻護の身体からだであった。


「──あちゃあ。まーたドジやっちゃったのね、真由」


「すいません……」


「で、二ノ宮くんが身を挺ていしてあんたをかばってくれた、と」


「はい。でも二ノ宮くんは倒れてきた棚と割われた食器で大ケガしちゃって、血もたくさん出て、だから今日は家で休んでて──わたしもう、二ノ宮くんに申もうし訳わけなくて」


「ふうん？　それで彼が怒ったって？」


　疑ぎ念ねんを抱いだいたように首をひねってから、手近にあった椅子に腰こし掛かけて、


「まあいいや。それで、あんたはどうしたいわけよ？」


「もちろん、二ノ宮くんに許してもらって、仲直りがしたいです。そのためならどんなことでもやります」


「なんだ、だったら話は簡かん単たんじゃない。彼に謝って、何かお詫わびすればいいんでしょ？」


「はい、それはそうなんですが……」


　途と方ほうにくれた顔をする真由。


「二ノ宮くんがケガしたあとすぐ、わたし何度も謝ったんです。悪いのはもちろんわたしなんだから、何度も何度も──でも二ノ宮くんは、なんだか納なつ得とくしてくれなかったみたいで」


「ふうん？」


　日奈子は再び首をひねり、


「それでも納得しないなんて、二ノ宮くんよっぽど腹に据すえかねたのねえ」


「はい……だって割れた食器の中には二ノ宮くんがものすごく大だい事じにしてたカップもあって、それは高いものではないけどこの世にひとつしかないもので、代わりのものはなくて──うう……」


「あーあーわかったわかった、わかったから泣くなっての」


「うう……すいません……」


　ぺこぺこ頭を下げる友人に呆あきれ顔で、


「んな謝ることじゃないってのに。ったく、あんたはすぐそれだから」


「すいません……でもわたし、どうしたら二ノ宮くんに許してもらえるでしょう……？　そのことがあってからなんだか二ノ宮くんとギクシャクしちゃって、ちゃんと話をすることもできなくて……」


「ううむ、そうねえ」


　顎あごに手を当ててニヤリと笑い、


「そりゃあんた、やっぱアレでしょう。こういう時こそ女の武ぶ器きを使わなきゃ」


「女の武器……？」


「二ノ宮くんの耳もとで甘あま～く囁ささやくのよ、『わたしのカラダで許してください』って。あんたがやればたいがいの男は一いつ発ぱつよ？」


「なっ──」


　たちまち真由がゆでだこになる。


「ななな、なに言ってるんですかっ！　ばかなこと言わないでください、わたしは真ま面じ目めな話をして、」


「はいはいわかったわかった。冗じよう談だんだってば」


　ぶんぶん両手を振ふり回す友人を抑おさえ、


「とりあえずさ、家に帰ったらもういちど誠せい心しん誠せい意い『ごめんなさい』してきな。心配ないって、ちゃんと許してくれるよ二ノ宮くんなら」
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（日奈子さんはああ言ってましたけど──）


　帰き宅たくした真由は峻護が療りよう養ようする部屋の前に立ち、途方にくれていた。


（うう、困ったな……）


　気が滅め入いる。二ノ宮峻護を怒おこらせてしまったという事実は、日奈子が理り解かいしているよりもはるかに重く、真由の両りよう肩かたにのしかかっていた。彼女とて峻護がどんな人物かはわかっているつもりである。何かと粗そ相そうをすることの多い真由を苦く笑しよう交じりに、あるいはため息交じりに、しかし根こん気きよく見守ってくれる──決して怒いかりを露あらわにすることのない、度どが過すぎるほどにやさしい少年だ。


　そんな峻護を怒らせてしまったことに、真由はたまらない気持ちになる。それと同時に、彼から許しを得ることがとてつもない難なん事じ業ぎように思えてくるのだ。


（でも、しょうがないですよね。これはわたしが悪いんだから、何をしてでも許してもらうしか、ないですよね）


　覚かく悟ごを決め、ドアをノックした。


「──どうぞ」


「は、はい、失礼しますっ」


　扉とびらを開けると、ベッドから起き上がって身づくろいを整ととのえ終えた峻護が立っていた。


「に、二ノ宮くんっ？　もう動いてもだいじょうぶなんですか……？」


「ああ。この程度のケガでいつまでも休んでいるわけにはいかないから」


「この程度って──」


　目を丸くする真由。峻護の負傷は、普ふ通つうなら入院していてもおかしくないものだったはずだが。


「ほんとうにだいじょうぶなんですか？」


「ああ、調子は悪くない。心配ない」


　頭に巻まいた包ほう帯たいをうっとうしそうに撫なでながら言う。


「そ、そうですか──それなら、うん、よかったです。ホッとしました」


「ん。ありがとう」


「……あの、二ノ宮くん？」


「なに？」


「昨日はほんとうに、すいませんでした。わたしのせいでこんなことになって──ほんとうに、ごめんなさい。このとおりです」


　深ふか々ぶかと頭を下げた。そのまま待つこと数秒。


　だが、ようやく峻護の口から発せられたのは、真由の望のぞんだ許しの言葉ではなかった。


「──それだけ？」


「え？」


「君の謝しや罪ざいの気持ちはもう十分に理り解かいしている。これ以上謝る必要はないよ」


「は、はい、すいません」


　あわてて再度頭を下げる真由。


「……。じゃ、おれは夕食の用意をしてくるから」


「ええっ？　だ、だめですよまだ休んでないと。わたしが代わりにやりますから、二ノ宮くんはゆっくりしてて──」


「いや、いい。問題なく動ける」


「あっ、待って、わたしも手伝います！」


　みなまで聞かず部屋を出て行く峻護の後をあわてて追う。


（うう……だ、だめです、やっぱりまだ怒ってます……）


　ほとんど取り付く島もない、と言っていい。これは相そう当とうきびしい事じ態たいとみなければなるまい。だがそれも仕方のないことだ、自分のせいでこれだけのケガを負う羽は目めになったのだから。


（ど、どうしよう……）


　真由はこの手の状じよう況きようにまったく慣なれていなかった。もともとお世せ辞じにも処しよ世せい術じゆつに長たけているとは言いがたい少女である。どうしていいのかわからず、途方に暮くれてしまうのだ。


（ええと、とにかく二ノ宮くんは怪け我が人にんなんだから、二ノ宮くんの負ふ担たんにならないようにお手伝いして、それでいてできるだけ邪じや魔まにならないように、気に障さわらないようにしなきゃ。うん）


　台所に入ると、峻護は怪我を忘れたように生き生きと動き始めた。出だ汁しを入れた鍋なべを火にかけ、包ほう丁ちようをまな板の上で躍おどらせ、フライパンをリズミカルに振ふる。水を得た魚というか、やはりこういう作さ業ぎようが性しように合う少年らしい。


　だがしかし。


（やっぱり調子悪そう、二ノ宮くん……）


　邪魔にならぬようサポートしながら、真由は愁うれい顔で峻護を見守る。ポーカーフェイスを保たもっているが、彼の額ひたいにはうっすらと脂あぶら汗あせが浮ういている。やはり無む理りをしているのだろう。休んだほうがいいと進しん言げんするべきだろうか。それともひきずってでもベッドに寝ねかしつけるべきだろうか。


（でも、また余よ計けいなことを言って機き嫌げんを損そこねてしまったら──）


　さぞかしそれは目の当てられない事態となるだろう。下へ手たな真ま似ねはできない。


　峻護は無む言ごんで作業を続ける。真由もまた、何も言い出せぬまま手伝いを続ける。峻護はおしゃべりなほうではないし、真由も内気な部ぶ類るいである。二人で家か事じをする場合、決まってこんな風に会話は途と切ぎれるのだが。


　普ふ段だんは気にならないそんな言葉少ない時間が、今日はやけに心苦しい。


（うう……）


　ちらり、ちらりと、真由は時おり隣となりを盗ぬすみ見る。だが峻護は目を合わそうとしない。それがいっそう彼女の胸を締しめ付ける。


（あうう……）


　峻護の額に浮く脂汗は時間と共に粒つぶの大きさを増していく。彼が苛いら立だたしげに額の汗を拭ぬぐうたび、真由の愁いも色濃こくなっていく。沈ちん黙もくがもたらすやるせなさもさることながら、そんな彼が心配で仕方がない。


（あうあうあう……）


　峻護の様よう子すをうかがいつつ、仲直りの機き会かいを探さぐりつつも何をすることもできず、時間だけがいたずらに過ぎていく。





　　　　＊





「──で？　けっきょくホントに何もしなかったわけ？」


　翌よく日じつ、神宮寺学園の教室で。


　一いち部ぶ始し終じゆうを聞いた日奈子が呆あきれ声を上げた。


「あんたねえ、びびってないで行こう動どうに移うつれっての。どうしていいかわからないからって、何もしなけりゃ状じよう況きよう変わんないでしょうに」


「それはその通りなんですけど……」


「まあ気持ちはわかるけどね、怒った二ノ宮くんの扱あつかい方がわからないってのは。滅めつ多たに経けい験けんできないことだし、一生に一度くるかどうかの災さい害がいにいきなり見み舞まわれても対たい処しよできないのと同じようなモンね」


　二ノ宮峻護が怒るというのは天てん災さい並なみの事じ態たいであるらしい。


　ふう、と吐と息いきして日奈子は腕うでを組み、真由の隣に並ならぶ空き机に目をやって、


「今日も二ノ宮くんは休みか」


「はい。やっぱり無む理りしてたみたいで、熱を出しちゃって」


「ふうん……なんからしくないわね、それって」


「日奈子さん、わたし、どうしたらいいんでしょう？」


「うーん、そうねえ」


　縋すがる目をする真由に、日奈子はムフフと意味ありげに笑って、


「やっぱあれだ、ここはひとつあんたのカラダで──」


「それはもういいです」


「なによう。オススメの方法なのに」


　拗すねるようにくちびるを尖とがらせてから、


「ま、もう謝罪は十分に受け取ってる、って二ノ宮くん自身が言ってるわけだし。放ほうっておけばいいんじゃないの？　そのうち二ノ宮くんの機き嫌げんも直るわよ、心の狭せまい男じゃないんだし」


「でも、それじゃだめなんです」


　断だん固ことした口調で真由は言い切った。


「ちゃんと仲直りしないとだめなんです。きちんと二ノ宮くんに許してもらって──そうでないと、けっきょくは二ノ宮くんの心の広さに甘あまえるだけになってしまうし、この先また同じことを繰くり返すかも知れない。第一わたしだってそんなのじゃ納なつ得とくできません」


「ふうん。そこはちゃんとわかってるのね」


　ちょっと意外そうな顔の日奈子。


「で、どうするわけ？　二ノ宮くんと仲直りできる方法に当てはあるの？」


「あう。それは……」


　痛いところを衝つかれ、とたんに意い気き消しよう沈ちん。


「ま、せいぜい悩なやむことね、それだけ大おお見み得え切ったからには。これもあんたにはいい勉強だろうしね」


　意い地じ悪わるげに笑う友人をうらめしげに見つつ、真由は頭を抱かかえて机に突つっ伏ぷすのだった。
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　重い足取りで帰き宅たくし、玄げん関かんを開けた真由が見たものは。


　ホール中央に飾かざられたシャンデリアを下ろして手入れしている、二ノ宮峻護の姿すがただった。


「ちょ──二ノ宮くん、動いてもだいじょうぶなんですか？　また体調を悪くしちゃいますよ？」


「いや、平気。問題ないよ」


　シャンデリアのクリスタルを磨みがく手を休めず、涼すずしい顔で頷うなずく峻護。確たしかに昨日きのうに比くらべれば顔色はいいように思えるが──それでも怪け我が人にんには変わりないのに。


（どうしよう……いくら調子よくたって、しばらくは大人しく休んでたほうが……でもそれを言うと、また余よ計けいな口をきくことにならないかな？　そもそもこういう時くらいわたしに家事を任まかせてくれればいいのに。二ノ宮くんにはいつも迷めい惑わくかけてるんだから、そのくらい喜んでやらせてもらうのに……って、そんな風に言ったらどうなるかな？　怒おこらないでいてくれるかな？）


　ああでもないこうでもないと様さま々ざまな思し考こうが駆かけ巡めぐる。だがそれらをひとことも口に出せず、かといって立ち去ることもできず、どっちつかずにオロオロと玄関先に立ち尽つくしていると、


「……？　どうしたの？」


「えっ？　あ、いえ、その」


　何をやっても、どんな選せん択たくをしても失敗するような気がする。どうしよう。どうしよう。


「月村さん。そこに立ってても仕方ないよ。時間があるなら廊ろう下かの掃そう除じでもしてきてくれるとありがたい」


「あ、はい──」


　と頷きかけて、あわてて取りやめる。それではまるで、彼の前から逃にげ出すようではないか。日奈子の言う通り、何でもいいから行動しなければ。


「──あの、二ノ宮くん！　わたしもシャンデリアの手入れ、お手伝いします！」


「ん？　おれの手伝い？　でもこの仕事、おれひとりで十分だよ？」


「そんなことないですよ、まだまだたくさんやることが残ってるじゃないですか。二人でやって、早く終わらせましょう！」


「そう？　じゃ、お願いしようか」


　気のせいか、ひどくそっけなく聞こえる返事にもめげず、真由は峻護の隣に座すわり込んで作業を始めた。


　シャンデリアを構こう成せいする何十個ものクリスタルの煤すすを、柔やわ布ぬので丁てい寧ねいに拭ぬぐっていく。ふたりで、黙もく々もくと。この沈ちん黙もくが居い心ごこ地ちよく思える頃ころに早く戻もどりたいと、切せつ実じつに思う。


　そのためにはどうするべきか。


（とにかく行動ですよね。行動、行動──）


　まずは手始めにこの仕事をがんばってこなそう。たくさん働いて役に立って、失敗を取り戻そう。そうすればきっと、二ノ宮くんも許してくれるに違ちがいない。


　よし、と頷き、真由は布を動かす手を早めた。


　数十分後。


　すべてのクリスタルは、まるで新品のような輝かがやきを取り戻していた。


「お、終わりましたね、二ノ宮くん」


　腕がつりそうになり、半なかば息を切らしながらも、真由の表情は誇ほこらしげである。遅おくれて参さん加かしたものの、半分以上は彼女が成なした仕事だった。


「うん、ありがとう月村さん。けどだいじょうぶ？　がんばってくれたのはありがたいけど、かなり疲つかれたんじゃないか？」


「いえ、こんなのぜんぜんです。へっちゃらです」


　力こぶを作る真ま似ねをしてみせる。笑え顔がおもばっちり決めた。


「ん、そうか。じゃあ次は、このシャンデリアを天てん井じように戻さないと──」


「あっ、それわたしやります！」


「君が？　でもこれ、けっこう重たいよ？」


「だいじょうぶですよ、このくらい。やらせてください」


　これもまた失しつ地ち回かい復ふくのチャンスである。逃のがす手はない。


「そうか。じゃあお願いしようか」


「はい、任せてください」


　言うや否いなや、真由は自らハシゴを立てかけてそれをよじ登る。


「じゃ、気をつけてね。ほんとに重いから」


　峻護がシャンデリアを持ち上げ、下から差し出してくれた。


（うっ──た、たしかにこれは……）


　受け取った真由に多少の焦あせりが湧わく。真しん鍮ちゆうとガラスの集しゆう合ごう体たいであるシャンデリアは、決して大きなサイズではないとはいえ、たっぷりの重じゆう量りよう感かんを伴ともなっていた。が、一度言い出したことを今さら引っ込めるわけにはいかない。


（ゆっくり、ていねいに、落ち着いてやればだいじょうぶ──そう、そっと、そっと）


　荷か重じゆうに悲鳴を上げる腕を叱しつ咤たし、不安定な足場と体たい勢せいに気を配くばりながら、じわじわ持ち上げていく。


「月村さん、やっぱり君ひとりではきびしいんじゃないか？　あまり無む理りはしないほうが──」


「い、いえ、だいじょうぶです。もう少し、もう少しですから」


　確かにシャンデリアは、あとわずかで天井のフックに届とどくところまできていた。が、もともと真由には文字通り荷にの重い作業である。加えて先ほどの磨き仕事で張はり切りすぎて体力を消しよう耗もうし、なおかつ気の焦りもあった。結けつ果か的てきにそれが仇あだとなった。


　ミッションが完かん遂すいを見る目前で。


　ふらりと、真由の足がよろめいた。


「あ──」


　足場の悪いハシゴの上である。いったんバランスを崩くずせばもう立て直す術すべはない。悲鳴を上げる間もなく、シャンデリアと共に床ゆかめがけてまっさかさま──


　真鍮とガラスが立てる破は砕さい音おんが、ホールにけたたましく響ひびき渡わたった。


「にっ──」


　絶ぜつ句くする真由。峻護が落らつ下かする彼女を抱かかえ込みながらシャンデリアに体当たりし、これを吹ふき飛ばしつつ彼女を護まもる──そんなアクロバットじみた真ま似ねで救われたことにも驚おどろいている余よ裕ゆうはない。


「二ノ宮くん！　だ、だいじょうぶですかっ？　怪我は──」


「おれのことはいい。君は？」


「わ、わたしはぜんぜん平気ですけど、」


「そうか。ならいい」
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　頷いて、真由を抱だきかかえていた腕を解とくと、峻護は頰ほおを伝っている血を拭った。


　そう、血。どこを傷つけたものか、また鮮せん血けつが滴したたっている。


「────！」


　愕がく然ぜんとした。


　何ということだろう。自分は何てバカなんだろう。性しよう懲こりもなくまた同じ失敗をして、また彼に怪我をさせて。


「ごっ、ごめんなさいごめんなさい！　またわたし、わたし──」


　穴あながあったら入りたい気分だった。穴に入って蓋ふたをして、そのまま一生閉とじこもっていたかった。


「ごめんなさい、ほんとうにごめんなさい！　わたし、どんなことでもしますから、何をしてでも償つぐないますから、だから、」


「いや、いいんだ。おれのほうは大たいしたことない。君に怪け我ががなければそれでいい」


「そんな、いいはずないです！　またわたしのせいで二ノ宮くんが──わたしほんとうに、どうお詫わびしていいか──どうしてわたしはこう、バカで、のろまで、グズで──ほんとうに、自分で自分が嫌いやになります。ごめんなさい、ほんとうにごめんなさい、ほんとにほんとにごめんなさ──」


　が、そこで真由の言葉が止まった。


　峻護があの顔をしていた。


　この間と同じ顔。やりきれなさに満ちた、悲しみの眼まな差ざし。


「あ…………」


　再び絶ぜつ句くする真由に、峻護は憂ゆう鬱うつそうに吐と息いきをつくと、


「ちょっとおれ、怪我の手当てしてくるから。片付けはまた後で」


　彼女に背中を向けた。


「あ……う……」


　ぺたん、と真由はその場に座り込む。まただ。また彼にあの顔をさせてしまった。自分のせいで、自分の至いたらなさのせいで。どうしてこう、進歩というものがないんだろうか。


　ホールから峻護の姿が消えるのを放ほう心しんしたように見つめながら、真由はただ、自らの愚おろかしさをひとりで嚙かみ締しめるほかなかった。





　　　　＊





「……考えすぎて失敗するタイプよね、あんたって」


　翌日、神宮寺学園。


「逆ぎやつ境きように弱いというかプレッシャーに弱いというか。だめよー、そういうのは。人生ってのは逆境だらけ、順じゆん調ちように行ってる時のほうが少ないんだからさ」


　日奈子がしたり顔で説せつ教きようするが、真由には返事をするだけの気力もない。机に突つっ伏ぷしたまま、ぴくりとも動けないでいる。


「で、二ノ宮くんは今日も休みか。──どうなの真由？　彼の具ぐ合あいは」


「……怪我自体はそれほど重いものではないそうです。あくまで大だい事じを取っての休みということなんですが……」


「まあそうよね、あんたにとっては二ノ宮くんと和わ解かいできるかどうかが問題よね」


「日奈子さん……わたし、どうしたらいいんでしょう？　何をやっても逆ぎやく効こう果かな気がして、もしまた同じような失敗をしてしまったら、今度こそお終しまいな気がして──」


「うーん、そうねえ」


　数すう拍はく考えるふりをしてから、日奈子は人差し指を立てて、


「やっぱりあれよ、何度も言ってるよーに、ここはあんたの色気でもって──」


　そこまで言って苦く笑しようした。真由は机に顔をうずめたまま顔を上げようともしない。もはや冗じよう談だんに嚙かみ付いてくるだけの気力もないようだ。


（あーあー、憔しよう悴すいしきっちゃってまあ。しゃーない、そろそろ助け船を出すとしますか）


　コホン、と咳せき払ばらいし、


「ねえ真由。いざこざが起こった時の経けい緯いをさ、もうちょっと詳くわしく話してみな」


「……経緯ですか？　でも……」


「いいから。一度目の時と二度目の時、両方ね」


　真由にとってはもはやトラウマに近い体験であるが、眉まゆをひそめ、時おり涙なみだを滲にじませながら、それでも思い出せる限かぎりのことを彼女は語った。


「──ふうん、なるほどね」聞き終えた日奈子はあごを撫なでながら目を閉じ、しばらく何ごとか考えている風だったが、「なんとなくわかった気がするわ、二ノ宮くんがそういう態たい度どに出た理由。あんたがどうしたら彼の機き嫌げんを直せるかもね」


「！　ほんとうですかっ？」


　がばっと起き上がり、真由は思いつめた顔で友人に詰つめ寄る。


「教えてください！　お願いします！」


「だめ。あんたが自分で考えな」


　冷れい淡たんとも受け取れる友人の言葉だった。


「そ、そんな──！」


「あんたが自分で答えを見つけなきゃ、あんたの言う根こん本ぽん的てきな解かい決けつにはならない。そうでしょ？」


「それはそうかも知れませんけど──でも、」


「落ち着いて考えてみ？　ほんとはなーんも難むずかしいことじゃないのよ。あんたにとっては難しいかもだけど」


「？　？」


　ちっともわからない。日奈子が何を言わんとしているのか。


「ま、そう言うあたしもさ、推すい測そくはできても必ずしも理り解かいしてるわけじゃないんだけどね。けどやっぱ、男ってのはそういう生き物なのかなあ？　二ノ宮くんも少しはヒーローになりたい気持ちがあるのか」


「？　？　何を言ってるのかさっぱりわからないです。日奈子さん、意い地じ悪わるしないで教えてください。この通りですから」


　制せい服ふくの裾すそを引っ張らんばかりに懇こん願がんすると、日奈子はようやく、


「じゃあヒント。二ノ宮くんはね、あんたにケガさせられたことを怒おこってるんじゃないよ。もちろん、あんたが失敗したことを怒ってるんでもない」


「え──？」


「いくら大だい事じなものだからって、あの二ノ宮くんが食器割られたくらいで怒るわけないでしょ」


　寝ね耳みみに水の話だった。だがよくよく考えれば納なつ得とくできる話でもある。かつて真由は、峻護が大切にしていた鍋なべを壊こわしてしまったことがあるが、彼は深い悲しみを見せたものの決して真由に怒いかりをぶつけるようなことはなかったのだ。


　では彼は、いったい何に対して怒りを露あらわにし、あんな表情を見せたというのか。


「じゃあもうひとつヒント。真由さあ、二ノ宮くんに助けてもらった後、何て言った？」


「え？　それは──怪我させてごめんなさい、すいません、って」


「ほかには？」


「ほか、ですか？　ええと──ええと……」


「何も言ってないんでしょうね、たぶん」


　懸けん命めいに思い出そうとするも言葉が続かない真由に、さもありなん、と納得顔の日奈子。


「きっと二ノ宮くん、口には出さなくても常つね々づね思ってたんでしょうね。たまたまそれがちょっとしたきっかけで爆ばく発はつした、ってだけの話で。まあ遅おそかれ早かれ、こういうことにはなってたんでしょうけど」


　日奈子には事の次し第だいがすっかり見通せたようだが、相あい変かわらず真由には理解が及およばない。


　そんな友人に苦く笑しようを漏もらして、


「やっぱこれ、あんたが自分で気づかなきゃだめだわ。いい？　何度も言うけど、別に難しいことじゃないのよ？」


　あくまでも自己解かい決けつを促うながす日奈子だった。





　　　　＊





　だがそんな友人の親心も、今の真由から見れば責せめ苦くでしかない。


　帰宅後の二ノ宮家、正面玄げん関かんホール。


　昨日壊こわしたシャンデリアの修しゆう復ふく作業をしながら、真由の心しん痛つうはいよいよ深い。


（やっぱり──わからない）


　真しん鍮ちゆうの枠わくにクリスタルをはめていく真由には、隣となりで同じ作業をする少年の心がどうしてもわからない。


　彼は自分に怪け我がをさせられたことを怒っていないのだろうか？　学校を休まねばならないほどの怪我だというのに？


　彼は失敗続きの自分に腹を立てていないのだろうか？　懲こりもせず似たような失敗を繰くり返しているというのに？


　では彼はいったい、何を問題にしているというのか。十年に一度も感情を荒あら立だてそうにない温おん厚こうな少年・二ノ宮峻護は、自分のどこを見み咎とがめているのだろう？


　真由も峻護もひとことも発さず、ただただ機き械かいのように手を動かしている。今日も沈ちん黙もくの時間が胸に痛い。


（やっぱりわからないです、日奈子さん──）


　くちびるを嚙かみ、絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちで友人の名を呟つぶやく。その瞳ひとみは暗く、目元には薄うすく隈くまが浮ういている。日奈子が汲くみ取ったよりもはるかに深く、真由は思いつめているのだった。日奈子にとっては『簡かん単たんなこと』であっても、そこに思い至ることのできる精せい神しん状じよう態たいとは程ほど遠とおい地点に真由は沈しずみ込んでいる。


（わたし、二ノ宮くんのこと何もわかってなかったのかな？　長くはないかもしれないけど、決して浅い付き合いをしてきたわけじゃないって、そう思ってたのに……）


　こうなるとあとはもう泥どろ沼ぬまに嵌はまっていく一方だった。


（わたし、二ノ宮くんの傍そばにいないほうがいいのかな？　このまま傍にいても迷めい惑わくをかけるばかりなのかな？　今よりもっとずっと嫌きらわれていくのかな？）


　考えれば考えるほど自らを傷つけていく。それと知りつつも負ふの感情がふくらんでいくのを抑おさえられない。


（もしも──もしも。このまま一生、仲直りできなかったら）


　途と端たん、氷の舌したが背中を這はうような悪お寒かんに襲おそわれた。


（このままずっと気持ちが通じ合わないまま、いつしか離はなれ離ばなれになって、お互たがいのことを自然に、陽ひに当たって雪が融とけていくみたいに当たり前に、いつの間にか忘れてしまって──）


　それは、これまで必死に考えないようにしてきた想そう像ぞう。ぎりぎりのところで押おし止とどめていた感情を決けつ壊かいさせる、最後の引き金。


「──月村さん？」


　ひどく久しぶりに彼の声を聞いた気がした。


　振ふり向いた。


　峻護の姿が、ひどくゆがんでいた。


「あれ？　どうして──」


　自分が泣いているのだと知ったのは、温かい液体の感かん触しよくが頰ほおを伝ったあとだった。


「あれ？　あれ？」


　戸と惑まどう真由をよそに、涙るい腺せんはとめどもなく涙なみだを押し流す。ぬぐってもぬぐっても、それこそ堤てい防ぼうが決けつ壊かいしたかのように、涙の流れは止まらない。


「ご、ごめんなさ──あれ、おかしいな、おかしいな、あは、止まらないんです、泣いたって困らせるだけだってこと、わかってるのに」


「月村さん──」


「おかしいですよね、こんなの。あはは……あは……」


　やせ我が慢まんもそこまでだった。


　丸めて広げた紙のように、真由の顔がゆがんだ。


「──き、きらいに、ならないでください」


　嗚お咽えつが洩もれる。肩かたの震ふるえが止まらない。


「わたし、バカだから、どれだけ考えても、わからなくて、二ノ宮くんがどうして怒ってるか、わからなくて」


　恐こわくて峻護の顔をまともに見られず、うつむく。また彼を怒らせることがどうしようもなく恐おそろしく、だけどくちびるはひとりでに言葉を紡つむぎだす。感情のままに湧わく、ひどく不ぶ器き用ような言葉を。


「わたし、なんでもします。悪いところは直しますから、だから、お願いだから、きらいにならないで──どうしてわたしはいつもこう──ごめんなさい、わかってるんです、でも、教えてください、どうすれば許してもらえますか？　わたしは、どうすれば、」


　あとはもう言葉にならなかった。音になるのは絞しぼり出すような嗚咽だけ。感情がスープみたいにどろどろに溶とけて混まざり合い、そのすべてが涙となって押し流されていく。


「そんなに──そこまで、思い詰つめていたのか」


　ややあって。


　悔かい恨こんの混まじった苦い声が耳に届いた。


「すまない。気づけなかったおれの落ち度だ。そんなつもりじゃなかった。許してほしい」


　ちがう。それはちがう。


　思いが言葉にならず、ただ真由はかぶりを振る。そんなことはない。彼は何も悪くない。謝あやまることなんて何もないのに。


「いや、それはちがうよ。やっぱりおれの方が子供じみていたと思う。つまらない意い地じだったよ。少なくとも、君を泣かせてまで押し通すようなことじゃなかった」


　面おもてを上げると、そこにあるのは峻護の微び笑しよう。ずいぶん久しぶりに見る気がするやさしい顔。喜びが滲にじむように染しみ渡わたる。ここ数日、またこの笑え顔がおを見ることができたらと幾いく度ど願ったことだろう。


　でも。だけど。


「仲直りしよう、月村さん。これまでのことは水に流してほしい」
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　それもまた、何よりも聞きたかった言葉、ではあるのだけど。


　素す直なおに喜びたい一方で、頭の片かた隅すみにいる誰だれかが小さく、だけど鋭するどく囁ささやくのだ。こんなのはおかしいではないか、と。悪いのはこちらのはずが、あべこべに峻護の方が謝罪し、しかも彼が何に対して感情を損そこねていたのかわからないままではないか。これではまたいつか、同じことを繰くり返してしまうのではないか。


「ほら月村さん。もう泣きやんで。君が泣くようなことはもう何もないだろう？」


「は、はい、すいません──ごめんなさい、なんだか急には、涙が止まってくれなくて」


「ん、そういうものか──じゃあこれ。はい、ハンカチ。使って」


「うう、すいません、何から何までお手て間まばかりかけて……」


　差し出されたハンカチを受け取り、目め尻じりを拭ぬぐい、


「すいません、ハンカチ、汚よごしてしまって」


　峻護に返そうとして。


（あ──）


　まただ。また峻護があの顔をしている。微笑の中に一点だけ混まじった曇くもり。やりきれなさに満ちた、悲しみの眼まな差ざし。


　今度ばかりはショックを受けている場合ではなかった。考えなければ。思い出さなければ。いつだった？　どの瞬しゆん間かんに彼はあの顔をした？　ハンカチを渡された時──違ちがう。ハンカチを返した時──そう、それ、いやそれも違う。でも、近い。


（ああ、そうだ──）


　わかった。謝った時だ。すいません、ごめんなさいと、頭を下げた時。今日も昨日も一昨日も、ぜんぶ、同じ瞬間に、彼はあの顔をした。


　でも、どうして？　なぜ謝ることが彼をそんな気持ちにする？


　気づいた時には、その疑ぎ問もんがひとりでに口を突ついて出ていた。


「どうして二ノ宮くんは、わたしが謝るとそんな、悲しそうな顔をするんですか……？」


「──！」


　峻護が目を丸くし、次ついで教師にいたずらを見み咎とがめられた子供のような顔をして、


「まいったな……今になってそれを言われるのは──何というか、居い心ごこ地ち悪いというか居たたまれないというか。そういうのはぜんぶ忘れてしまおうと思ってたところなんだけどな、ちょうど」


「あ──す、すいません……」


　苦笑とともに軽いクレームを申し出てくる峻護に反射的に謝ってしまい、あわてて口を閉じる。その様よう子すに峻護はいっそう苦笑の色を深めて、


「昔から気になってはいたんだ」


　そんなセリフから事ことの次し第だいを語り始めた。


「君は──うん、この際だからはっきり言った方がいいな。率そつ直ちよくに言って、自分を卑ひ下げしすぎるところがある。何か自分に落ち度があると、君はひたすら自分を悪者にして相手に謝罪してしまう。それがぜんぜん大したことじゃなくても、だ。なんだかそれは、君が自分で自分を傷つけているようで──見たくないんだ、そういうのは」


　ああくそ──と頭をかきむしり、視し線せんを明後日あさつての方向にさまよわせて、


「どう説明したらいいかな、うまく言えないな。うまく言えないから黙だまってたっていうのもあったんだけど──それは失敗だった。その点は反はん省せいしている」


　日奈子の言ったとおりだった。失敗したり、怪け我がをさせたことを怒おこっていたわけではなかったのだ。謝ろう謝ろうとしていたことが裏うら目めに出ていたなんて──だが確かに峻護の指し摘てきは的まとを射いている。相手の顔色を窺うかがうあまり、下した手てに出すぎてしまうところが自分にはある。


「それって、ひどく他た人にん行ぎよう儀ぎに扱あつかわれた気がするんだよな。いまさらな話だけど──そのまあ、なんだ。おれと君は一応とはいえ同どう居きよしてるのに、だ。長い付き合いではないかもしれないけど、決して浅い付き合いをしているわけじゃないはずだろう？」


「あ──」


　ぎゅ、っと、胸の奥おくが苦しくなった。同じだ、まったく自分と同じことを、彼も考えていたのだ。


　心に温かいものが灯ともるのを覚えつつ、真由にはもうひとつの疑問がある。日奈子はこうも言っていた。男はそういう生き物だとか、ヒーローがどうだとか。それはいったいどういう意味だろう？


「……それを言わせるか……」


　疑問を口にすると、峻護は再び頭をかきむしって、


「別に大したことじゃないよそっちは。それこそおれのちっぽけな感情の問題であって。気にしなくていいんだ、いやまったくもって」


「そんな──そんなわけにはいきません。わからないままだとわたし、また同じ失敗をしてしまいます。だからぜひ、教えてください。お願いします」


「ん……それはそうかもしれないけど……あー……」


「だめ、ですか……？」


　飼かい主ぬしに見み捨すてられようとしている子犬みたいな目をする真由に、峻護は観かん念ねんしたかのように嘆たん息そくし、


「ほんとにどうでもいいことなんだよ……その、なんだ。一応おれ、こうして怪我までして君を助けたわけだけど……謝られるばかりじゃいかにも甲か斐いがないというか、なんというか……あー、いい、やっぱやめとく。この話は無し。忘れてくれ」


　なぜだか顔を赤くして顔を背そむけてしまう峻護。その仕し草ぐさはひどく少年じみていて、普ふ段だんはむしろ年寄りくさいほど落ち着いている彼の意い外がいな一面で、だけど真由には彼がそんな風に照てれくさがる意味がわからなくて──


　だが不ふ意いに。とある、極きわめて重大な落ち度に気がついた。


　思わずあっと声を上げそうになり、次いで真由は自分自身に呆あきれてしまう。なんということか。初しよ歩ほの初歩、いやそんな形けい容ようを用いるのもバカらしいほど当たり前のことを、自分は口にしていないではないか。でもまさか、寛かん大だいが服を着て歩いているような峻護がその点を気にかけていたとは──いや、日奈子の言葉を借かりれば、男とはそういう生き物であるのかもしれない。


　それにしても、まったく馬ば鹿かげている。初めからこうしていれば何の問題も起こらなかったのに。


　その馬鹿らしさ、自分の気の利きかなさ、そして峻護のらしくない拘こん泥でい──すべてひっくるめてこみ上げてくる笑えみをもらしつつ、真由は峻護に向き直った。


「二ノ宮くん」


「──ん？」


　謝罪よりもずっと大だい事じなことがある。ようやく気づいたそのことを胸に、


「怪我をしてまでわたしを庇かばってくれて、ほんとうにありがとうございました。なにかと不束ふつつか者もののわたしですが──これからもどうぞ、よろしくお願いします」


　自然に湧わいて出た心からの感謝の言葉を、極ごく上じようの笑顔と共に伝えたのだった。





　──その時、峻護がどんな表情をみせたか。


　これは想そう像ぞうにお任せすることとしよう。







おしまい





　麗華、災わざわい転じて福と思ったらやっぱり……のこと







　二にノの宮みや家の邸てい宅たくは築百年を数える古い洋館である。


　華か美びさこそ抑おさえられているものの、堅けん牢ろうな作りをほどこされたこの家は今もなおバリバリの現げん役えきであり、若わか宮みや町の小高い丘おかの上で重厚な威い容ようを誇ほこっている。とはいえ百年も経たてばあちこちガタが来るのは当然のことで、度たび重かさなるリフォームにもかかわらずけっこうトラブル発生率が高いのもまた事実。


　そしてその日、二ノ宮家の住み込みメイドさんの元に持ち込まれた仕事も、そんな洋館の老ろう朽きゆう化かにまつわる一件であった。


「すいません先せん輩ぱい、ちょっと仕事を頼たのんでもいいでしょうか……？」


　北ほう条じよう麗れい華かを呼び止めた二ノ宮峻しゆん護ごがおずおずと申し出てきたのは、近ごろしばしば雨あま漏もりをするようになった屋根の修しゆう繕ぜんである。


「いずれ業者に頼んで本格的な修理をすることになると思うんですが、今のうちに応おう急きゆう処しよ置ちだけでもしておきたいと思ってるんです。ちょっとおれ、いまそっちに手が回らない状態なので、よろしくお願いできませんか？」


「屋根の修理を？」


　万能多才を誇ほこる麗華ではあるが、なにしろ出しゆつ自じが生きつ粋すいのお嬢じようさまである。日曜大工などさすがに経験したことがない。果たして自分にできるものだろうか──とシミュレートしようとした時、峻護はあわてて手を振ふり、


「ああいえ、やっぱいいです、おれ自分でやります。北条先輩に屋根の修理をやらせるなんて無茶にもほどがありますよね」


「……なんですって？」


　その発言に眉まゆをぴくりと動かす麗華。『北条先輩に屋根の修理なんてできるはずないですよね』と言われているように聞こえたのである。実際には峻護は『先輩のような女性に屋根の修理なんていう危ない仕事をさせるわけにはいきませんよね』という意味を込めたつもりだったのだが、


「屋根の修理ですわね？　引き受けましたわ。そのようなイージーワーク、さくっと終わらせてご覧らんに入れますことよ」


「えっ？　ええと……はい、わかりました。よろしくお願いします」


　ご機き嫌げん斜ななめな様子でさっさと背を向けてしまった麗華にそれ以上声をかけることができず、けっきょく峻護はなし崩くずしに仕事を任まかせる形になった。


（いい機会です。わたくしの実力がいかほどのものか、きっちり知らしめてやりますわ）


　ぷりぷり怒おこりながらそう決意する令嬢だが、ともあれいったん方針を決めてしまえばこの少女の行動は早い。修繕のガイドラインをさくっと頭の中で組み立て、必要な道具類をかき集めると、ただちに屋根に登って作業を始めた。


　そうして素人しろうととは思えない手て際ぎわで修理を進めていったのだが、老朽化した屋根の状態は思ったよりも重じゆう症しようであった。すぐに終わるだろうと楽らつ観かんしていた作業はどんどん延のび、少しばかり焦あせり始めたところで急に空模も様ようが怪あやしくなり、ほどなくして熱帯雨林を思わせるような大雨がきて、見る間に足場がぬかるんでいって、そして──


　つるんっ


　と、やってしまったのである。





　　　　＊





「すいませんでしたっ、北条先輩！」


　広い洋館の隅すみ々ずみにまで響ひびきわたるような声で、悲鳴に近い謝しや罪ざいの言葉が響きわたる。


　土ど下げ座ざせんばかりの勢いで頭を下げているのは二ノ宮峻護であり、椅い子すに腰こし掛かけて憮ぶ然ぜんとそれを受けているのは北条麗華であった。


「おれが先輩に屋根の修理なんか任せたばっかりに……いくら忙いそがしくたってもっと配はい慮りよするべきだったのに……」


　麗華の負おったケガは右手と左足の単純骨折。利きき手と軸じく足あしをやられたのはこの多た忙ぼうな令嬢にとってあまりにも痛いた手でだが、まっ逆さまに屋根から落ちた失しつ策さくの代だい償しようと考えれば安いものだろう。むろん命にはまったく別状なく、骨折といってもいくらかヒビが入った程度であるから、十日もあればそこそこ動けるようになるはずであった。


　が、責任感の強い峻護としては『ヒビが入った程度』では済すまない気分であるらしい。


「危ない仕事だってことはわかりきってたのに、先輩なら簡単にできることだろうと高たかをくくってしまって。完全におれのミスです、ほんとうにすいませんでした……ッ」


　先ほどから繰くり返し自分を責せめ、平へい身しん低てい頭とうの大安売りである。


「ふん……」


　一方の麗華はギプスの巻かれてない方の手で松まつ葉ば杖づえを弄もてあそびながら、険けわしい眼まな差ざしで顔を背そむけている。先ほどから峻護とはいっさい目を合わせようとしない。


　が、これは別に彼を責めているからではなく、むしろまったく逆で、令嬢としては峻護に合わせる顔がなかったのである。


（あんな風に大見み得えきって引き受けた仕事なのに……どうしてこういう時にかぎってわたくしは……）


　屋根の修繕程度の仕事は自分にとってイージーなものだと思っていたし、また事実そうであり、いくらかの不ふ運うんな偶ぐう然ぜんが重なった結果として失敗に終わってしまったに過ぎない。が、彼女は峻護とはまた別な意味で責任感が強かった。ましてや思いを寄せる相手からの依い頼らいをこなせなかったとあれば、忸じく怩じたるものがあるのも無理はない。


（わたくしの華か麗れいなる仕事ぶりを披ひ露ろうしようと思ってたのに、結果は自分の無能ぶりを見せ付けてしまっただけ……ああもう馬ば鹿か、わたくしの馬鹿）


　そんな麗華にとって峻護の謝罪はむしろ自分を責めているようにすら聞こえてきて、いよいよ彼女は仏ぶつ頂ちよう面づらになり、そしてまたそんな彼女の反応を見た峻護はますます平身低頭する、という悪あく循じゆん環かんが成立してしまっているのだ。


（というかこの男、ぺこぺこ頭を下げすぎなのです。わたくしの顔色を窺うかがうあまり下した手てに出すぎてしまうのでしょうが、そういう姿をわたくしが見たがると思ったら大おお間ま違ちがいなのですわ。というかわたくし別に怒ってなどいないのだから、そういうことは気を利かせて察してくれてもいいのに……）


　むろん、こういう場合にどういう行動を取れば正解なのか麗華はわかっている。笑え顔がおのひとつも見せて何のわだかまりも抱いだいていないことを示す、それだけで事足りる。が、現在の微び妙みような心理状態にある令嬢にとって、しかも峻護に対してだけはやたらと不ぶ器き用ような彼女にとって、それはスワンボートで世界一周するよりも困こん難なんな事業であった。


　ではこの場合、自分はどういう対応をすればいいか？


　麗華は渋しぶい表情で顔を背そむけながら考えた。そして、


「……二ノ宮峻護。あなたが押おし付けた取るに足らぬ雑ざつ務むによってわたくしを負傷せしめた罪、これは万ばん死しに値あたいしますが、わたくしにも慈じ悲ひがないわけではありません。あなたが犯した罪を免めん罪ざいする方法を提てい示じして差し上げますわ。あなたは今後、わたくしのケガが完かん治ちするまで、わたくしの付き人として諸しよ事じ、わたくしをサポートすること。北条コンツェルン次期総そう帥すいであり、神じん宮ぐう寺じ学園生徒会長でもあるわたくしの責務を結果として妨さまたげたのです、それくらいは当然でしょう。よろしいですわね？」





　　　　＊





　実のところ麗華は右の指令を本気で下くだしたわけではない。


　とにかくあれだけ相手に下手に出られてしまっては、こちらがさらに下手に出たところで話が進みそうもなかったし、時と場合によっては罰ばつを与あたえた方が相手を楽にするケースが世の中にはある、ということを経験からも知っていた。要するにその場を収めるための方ほう便べんぐらいにしか考えてなかったのである。


　だから次の日の朝、いつもどおりに目を覚ましてベッドから起き上がろうとした令嬢が、目の前に謹きん直ちよくな様子で立っている二ノ宮峻護の姿を発見した時、口を半開きにした状態で硬こう直ちよくしてしまったのも無理のない話であった。


「おはようございます北条先せん輩ぱい！」


　社長の前に初めて立つ新入社員のような面おも持もちでハキハキあいさつすると、「ご命令をどうぞ！」と言って直立不動、緊きん張ちようも露あらわに令れい嬢じようの言葉を待つ体勢に入る。


「……………………」


　が、そんな体勢に入られても反応のしようがない。瞬まばたきすらできぬまま啞あ然ぜん呆ぼう然ぜんと現在の状じよう況きようを見み詰つめるばかりの麗華、一体なぜこんなことになっているのか考えるべき頭も真っ白になって役に立たず、しかし自分の着ちやく衣いが薄うす手でのネグリジェ一枚である事実を発見した瞬しゆん間かん、


「でっ────」


　限げん度ど枠わくを振ふり切った羞しゆう恥ち心ゲージが彼女に怒ど号ごうをあげさせた。


「出て行きなさいこの無ぶ礼れい者おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


「すっ、すいません、すぐ出て行きますので！」


　ほうほうの態ていで退たい散さんする峻護を見送ったあとが、しかしパニックの本番であった。いま何が起きたのかを脳のうみそが徐じよ々じよに理解していくにつれて脈みやく拍はくと体温が際さい限げんなく上じよう昇しようし、居ても立ってもいられなくなってベッドから跳はね起き、そのまま自室をぐるぐる徘はい徊かいしようとして骨折していたことに気づいて悲鳴をあげ、松葉杖をついてあらためてぐるぐる徘徊しなおして、


「ばかばかばかばかばかばかばか、何なのよ何なんですのよもおあの男は！　普ふ段だんは朴ぼく念ねん仁じんのくせにどうしてこう唐とう突とつに懐ふところに入ってくるのです隙すきをついてくるのです！　もうちょっとデリカシーと言うものをというかそれ以前に常識ってものを考えなさいよああもうばかばかばか！」


　耳まで顔を真っ赤にし、頰ほおを押おさえたり頭をかきむしったりしながら感情の赴おもむくままに言葉を吐はきつづけていたところ、『コンコンコンコン』とノックの音。


「ひゃわっ!?」


　画が鋲びようでも踏ふんでしまったような勢いで跳とびあがり、夜よ逃にげするような勢いで身なりを整えるべく動こうとして、


「お嬢さま～、起きてますか～？」


　その声で相手が誰だれであるか気づき、ようやく多少なりとも落ち着きを取り戻もどした。陽に陰に麗華につき従したがう元祖付き人、保ほ坂さか光みつ流るである。


　ガウンだけ羽は織おってドアを開けると、豆まめ柴しばみたいな印象の小こ柄がらな少年がいつもの朗ほがらかな顔で開口一番、


「あー、その様子だとさっそく二ノ宮くん来てたみたいですねえ。だめですよお嬢さま、あんまり軽率なこと言っちゃ」


「…………何がです？」


　まだ状況を飲み込めてない主人に向かって嚙かんで含ふくめるように、


「昨日二ノ宮くんに言ったでしょ、しばらく付き人になれ、みたいなこと。二ノ宮くんってくそ真ま面じ目めな上に責任感強いんだから、お嬢さまの言うこと真に受けて言葉どおり実行するに決まってるじゃないですか」


「そっ────」


　絶ぜつ句くする麗華である。つまり堅かた物ぶつなあの男が悪びれもせず女性の寝しん室しつに現れたのはそういう理由だったのか。


　とはいえ保坂の言うことが事実とすれば、二ノ宮峻護は文字どおり付き人として麗華のそばに四し六ろく時じ中ちゆうつき従うわけで、そんな風にいつもいつもそばにいられたら──どきどきしすぎてたぶん一日と待たずにパンクしてしまうわけで。


「まったく、ぼくだってとばっちり食ってるんですよ。『付き人の心得を伝でん授じゆしてください』とか言って押しかけてきた二ノ宮くん相手に、徹てつ夜やで付き人のイロハを教えさせられて……おかげでぼくも眠ねむくて眠くて」


「そ、そんな……だって、そんな、困りますわっ。そんな、わたくしの言うことを額がく面めんどおりに捉とらえる必要ないのに……」


「だったら彼にそう言ってあげてください。ぼくだって何度も言ったんですけどね、お嬢さまの口から直接言ってあげないと無理っぽいですよ。彼って変なところでガンコだから。でもまあ……」


　あくびをかみ殺しながらも付き人少年はニマニマ笑って、


「これはチャンスですよお嬢さま。期間限定とはいえ二ノ宮くんがずっとそばにいてくれるわけですからね。あんなことやこんなこと、やりたい放題のし放題じゃないですか。しばらくこの路ろ線せんでいってみましょう」


「なっ、ちょ、ばか、なに言って──！」


「ああすいません、言い方を間違えました。つまりこういうことです、日ごろからお嬢さまに対して反はん抗こう的てきな物言いや態度があるような気がしなくもなくはない二ノ宮くんを、この機会にたっぷりこき使って目に物を見せてやる、というのはどうでしょう。彼の付き人職を解とくのは簡単ですが、せっかく彼の生せい殺さつ与よ奪だつを握にぎってるんだから。もうちょっといろいろ愉たのしんでみればいいんですよ」


「愉しむ……？」


「ま、いきなり朝っぱらから主人の寝室で待機する、みたいな突つき抜ぬけた行こう為いはひとこと言ってやめさせれば済むことだし。二ノ宮くんを快かい適てきに付き人として使えるようバランスを取っていくのは、そう難むずかしいことじゃあないです。そのあたり込みで、あれこれ試ためしてみればいいんじゃないですか？」





　　　　＊





　などと気軽に言ってくれるものの、そう簡単に割り切れるものなら苦労はしない。


（要するに二ノ宮峻護はわたくしのケガを気に病やんでいるのだから……そのあたりを適当にフォローしてあげれば解決することでしょう）


　そう結論付けると、不自由な手足でどうにかこうにか身み支じ度たくを済ませて部屋を出た。


（ですがこう、松まつ葉ば杖づえというのはなんとも歩きにくいものですわね……）


　ましてや利きき腕うでも故障してしまっている現在である。四し苦く八はつ苦くしながらよれよれと廊ろう下かを進み、そのまま階段を下りようとして、


「あっ────」


　運動神経抜ばつ群ぐんであるはずの彼女らしからぬミスを犯おかした。松葉杖をあやつりそこね、致ち命めい的てきにバランスを崩くずしてしまったのである。


　思うに任まかせぬ身体からだに対する苛いら立だちが無意識のうちに出てしまったのか──と反省する刹せつ那なにもみるみる固い床ゆかが目の前に迫せまってきて、


「おっと」


　ふわりとやわらかく、それでいてがっしりと力強い感かん触しよくが麗華の全身を包つつんだ。


「大だい丈じよう夫ぶですか？　北条先輩」


　目の前に。


　二ノ宮峻護。


　体勢はいわゆる『お姫ひめさま抱だっこ』の亜あ種しゆ派は生せい型がた。肩かたと胴どうに回されて麗華をがっちり固定する、思いのほかたくましい腕。すこしだけ高い体温。気づかいの色をたたえて至し近きん距きよ離りから覗のぞき込んでくる澄すんだ瞳ひとみ。


「…………っ！」


　転てん瞬しゆん、何かの化学反応のように顔を真っ赤に染そめる麗華。


　そのまま石化したりせず、捕ほ食しよく者から逃のがれる小リスのようにすばやく距離を取ったのは、経験を糧かてに多少は成長できたのだ──と言えるのかどうか。


「なっ、何!?　何なんですの!?　どうしてあなたがこうタイミングよく……っ!?」


「いえ、だってほら、おれはいま北条先せん輩ぱいの付き人ですから」いまいち理由にならないことをさらりと言い、「ところで先輩、やっぱりそのケガだと歩きにくそうですね。もしよければおれ、先輩に二十四時間つきそって介かい添ぞえしますけど。どうしましょう？」


　二十四時間？


　片時も離はなれず、ずっと二ノ宮峻護がつきそいを……？


　令嬢はその情じよう景けいを想像し、コンマ一秒でぶんぶんかぶりを振ふった。そんなことされたらたぶん三十分も精神力がもたない。


「そうですか、わかりました。でも気が変わったらいつでも遠えん慮りよなく言ってくださいね。ああそれとこれ、渡わたしておきます」


「…………？」


　手渡されたのはマッチ箱大の、なにかのスイッチらしきもの。


「付き人たる者、主人の求めに応じていつ何時も馳はせ参じなきゃいけないって保坂先輩が言ってました。それを押おせば、おれはいつでもどこでも先輩のところに駆かけつけますので」


　ものすごく便利な装そう置ちらしい。


「それじゃおれは他の仕事がありますので、これで」
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　きりりと表情を引き締しめて一礼し、颯さつ爽そうと去っていく。


　それを白はく昼ちゆう夢むでも見たような表情でぼんやり見送り、


「いやあ、なかなか様さまになってるじゃないですか二ノ宮くん」物もの陰かげから一部始終を見ていたと思おぼしき保坂がニコニコしながら出てきて、「本来ならああいうシチュエーションは、ぼくが颯爽と登場してお嬢じようさまを救い出すところなんですけどねー。いやあ有ゆう言げん実じつ行こうで感心感心」


「…………そうなんですの？」


「ちなみに二ノ宮くんから直じき訴そがありまして。『より多くの罪つみ滅ほろぼしができるように』ということで、基本的な付き人の業務は彼に任せることになりましたから。お邪じや魔ま虫のぼくはその間、ぼちぼちのんびりやらせてもらうことにしますね。それじゃお達たつ者しやで～」


「……………………」


　するするとその場から退場する保坂を呆ほうけた顔で見送り、令嬢はあらためて階段を下りていく。


　なんだか、妙みような方向へ事態が転ころげているような気がする。なんだかよくわからないが、とにかくなんだかよくわからない今の状じよう況きようは、とにかくどうにかしなければ……。


　激しくはないものの、ゆるやかで継けい続ぞく的てきなパニック状態が麗華を支配している。まるでいつまでも引かない微び熱ねつのように。その微熱を引きずったまま、彼女は食堂に入った。


　自分の席につき、この屋や敷しき特有のやたら手の込んだ朝食を口にしようとして。


　そこでようやく気づく。利き腕はギプスによってぐるぐる巻き。悪いことに今日の朝食は和食をベースにしたもので、用意されているのはスプーンとフォークではなく、


「箸はしですか……」


　ぼんやりとした頭でつぶやき、しかしそれ以上は何を考えるでもなく左手で箸をとる。


　が、いくら器用な令嬢でも両利きというわけではなく、悪あく戦せん苦く闘とうしながら料理をつまもうとするのだが上う手まくいかず、


「どうぞ、先輩」


　耳元で聞こえた声に、ナントカのひとつ覚えで硬こう直ちよく。


　つづいて目の前に現れた光景の意味がわからず、ぎこちない動きで至近距離に現れた人物に物問いたげな視線を向けると、


「もっと食べやすい食事にすることも考えたんですが」二ノ宮峻護は申し訳なさげな顔で、「味と見た目と栄養価を両りよう立りつさせようとすると、どうしても食べにくい献こん立だてになってしまって。でも今日の料理は自信作なんです、ぜひたくさん食べてください」


「……………………」


　そこまで言われてもまだ、麗華には意味がわからない。


　峻護の行動──箸で朝食をつまみ、手を添そえて麗華の口もとにまで持ってきていることの、意味が。


　いや、実際にはわかっているのだ。ただ理性が拒きよ否ひしているというかなんというか……それを現実と受け入れた時、自分がどういう行動を取ればいいのかわからなくなって見苦しい様をさらすことになるのが目に見えているというか……。


「ほら先輩。あーんしてください」


　その言葉で事態は決定的となった。


　途と端たん、ナントカのひとつ覚えでゆでだこみたいに顔を真っ赤にし、ろれつの回らない舌をどうにか動かして、


「なっ、なにをっ、ばかっ、なにをっ」


「…………？　いえ、おれはただ、利き腕の使えない先輩が食事に不自由するだろうと思って。付き人たる者、主人の食事のサポートをするのも当然の仕事ですよね？　今日は特別に栄養たっぷりのメニューにしてありますから、たくさん食べて早くケガを回復させましょう。ほら、あーんして」


「むっ」
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　無理。ぜったい無理。


　あまりにもハードルの高い要求に、麗華は貝みたいなかたくなさで口を閉じる。逃にげ腰ごしが顔まで背そむけさせ、まるで嫌きらいなニンジンを食べさせられようとしている子供みたいに全身がすくんでしまう。


　その様子を根こん気きよくじっと見つめていた峻護だったが、やがてそっと目を伏ふせ、


「あの……お気に、召めしませんでしたか？　ひょっとしておれ、先輩にとって迷めい惑わくになってます……？」


「！」


　全力で首を横に振る麗華。むろん、反射的な行動である。思い人に飼かい主ぬしの不ふ興きようを買った忠犬みたいな顔をされて、よもやすげない態度の取れる彼女ではない。


「そうですか。よかった」


　一転してぱあっと顔を輝かがやかせ、百点満点の笑え顔がおを見せる峻護。この時点で麗華は全面降こう伏ふくである。


「はい、それじゃあーんして」


　もはや抵てい抗こうは不可能。まぶたをぎゅっと閉じ、震ふるえるくちびるをそっとあけると、やわらかい食物の感かん触しよくが遠えん慮りよがちに侵しん入にゆうしてくる。


「どうですか？　お口に合いましたか？」


　こくこく頷うなずく麗華。『二ノ宮峻護からあーんされた』ことの衝しよう撃げきが強すぎて、粘ねん土どでも咀そ嚼しやくしているような味しかしなかったが。


「よかった。お代かわりはまだたくさんありますから、どんどん食べてくださいね。ゆっくりでいいですから──」





　　　　＊





「うう……まだ心臓がバクバクいってますわ……」


　人生でもっとも神経をすり減らした食事を終え、令嬢はふらふらになって自室に戻もどった。


　そのままベッドに直行。行き倒だおれのように突つっ伏ぷして、しばらくぴくりとも動けないでいたが、


「でも……悪くはない、ですわね。うん。悪くはない、ですわ」


　なにしろあの二ノ宮峻護が、ここまで誠せい心しん誠せい意いを尽つくして自分に仕えてくれるのだ。麗華の望んでいる彼との関係とはかなり違ちがったものではあるが、しかし普ふ段だんよりもぐっとお互たがいの距きよ離りが縮まっていることも確かである。


「そういうことであれば……しばらくこの状態を維い持じしてみるのも一いつ興きよう、かしらね」





　　　　＊





　そのような事情で、北条麗華のいつもとはまるで異なる日常が始まった。


　初めのうちこそ立て続けに失態をさらしてしまったが、不意打ちさえ食らわなければ麗華にだって対応のしかたはある。


『元はといえば二ノ宮峻護が原因のケガなのです。あの男がわたくしに尽くすのは理の当然、むしろ徹てつ底てい的てきにこき使ってやるのがあの男のためとさえ言えるのですわ』


　という理論武装さえ済ませてしまえば、あとはいつものように傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度を峻護に対して取り繕つくろい、彼の誠意に甘あまえていろいろな要よう望ぼうを出すこともできた。


　とはいえ北条麗華のやることである。要望といっても高たかが知れたものであり、『そこのペンを取っていただけますこと？』とか『この書類を郵ゆう送そうしておきなさい』といった、まったくの雑ざつ用ようレベルの内容が大たい半はんを占しめた。つまるところそれは主人と付き人の関係から半歩も出ることはなく、だがそれでも麗華は天にも上のぼる気分であった。内実はどうであれ、峻護がいつもそばにいてくれること。それだけで彼女には十分だった。


「今回のことはいい機会ですよ。お嬢じようさまっていつも頑がん張ばりすぎなところがあるし、少しのあいだ仕事を減らしてみるのはどうです？」


　という保坂のもっともな指し摘てきもあり、ケガが回復するまでコンツェルンの仕事からも生徒会の仕事からもメイドの仕事からも一定の距離を置くことにした麗華は、いよいよ峻護と共に過ごす時間が増えていった。


　が、こうなるとどうしてもある懸け念ねんが鎌かま首くびをもたげてくる。いまの状態が『期間限定』だということである。峻護はあくまでも自分にケガを負わせてしまったから細こま々ごまと面めん倒どうをみてくれるのであり、ケガが治ってしまえばこの関係は元の木もく阿あ弥み、峻護との距離はまたしても離はなれてしまうことだろう。


　一度手に入れたものを手放すのは誰だって惜おしい。日が経たつにつれて『今のうちにやれることはやっておかないと』という心理が強く働き、麗華をいつになく大だい胆たんにした。『歩く時はいつも肩かたを貸すこと』『食事の時はつねにあーんをすること』などを自分から要求するようになり、『あなたはわたくしの付き人なのだから』という建前を最大限に振ふりかざし、峻護を二十四時間態勢で拘こう束そくするようになった。峻護はその誠実さを発揮し、たとえ無茶な要求をされてもそれによく応こたえてくれた。


　しかし物事はエスカレートするものである。峻護がよく要求に応えてくれただけに、麗華はタナボタで手に入れたはずのこの状況をいよいよ惜しいと思うようになり、『今のうちにやれることはやっておかないと』という心理は強きよう迫はく観かん念ねんに近いものにまで育っていき、そして──





　　　　＊





　ケガの経過もごく良好で、『そろそろギプスも取れますよ』という主しゆ治じ医いのお墨すみ付つきももらったある日。


　麗華の表情はいつになく暗かった。


　理由はほかでもない。このままケガが完治してしまえば、峻護との愉ゆ楽らくの日々に終しゆう止し符ふが打たれることになってしまう。


（ふん……しょせんは仮かり初そめの日々に過ぎなかったのです。そんなのは初めからわかっていたこと。まがい物が手元から離れていくからといって、そのような物にはなんらの未み練れんも覚えないのですわ）


　そう独語して自分を慰なぐさめてはみるものの、現実問題として胸の奥おくからじわりと湧わいてくる寂さびしさには抗あらがいきれない。


　いっそもういちど骨折しなおしてみようかしら……というところまで思いつめた時、背後に立って控ひかえている峻護が舟ふねをこいでいることに気づいた。


「二ノ宮峻護。二ノ宮峻護？」


「……………………。えっ？」


　こっくりこっくり首を上下させていた峻護がハッと目を見開いて、


「ああはいすいません、ちょっとボーっとしてて……」


「…………しっかりなさい。そのような有あり様さまではわたくしの付き人は務まりませんわよ」


　────と。


　それだけの軽い叱しつ責せきだけで済ませるはずだった、のだが。


　ここ何日もの間に積もり積もったわだかまりの山。


　その中から『何か』がきっかけを得てのそりと起き上がる感覚を、麗華は確かに感じた。


　深く考えることなく、ほとんど反射的に、あたかも溺おぼれる者が藁わらをつかむがごとく。


　彼女はそれに身を任せることにした。


「…………まったく、主人のそばに仕えている時によもや居い眠ねむりなどとは。これはもう精神がたるんでいるとしか思えませんわね。それともまさかあなた、真ま面じ目めに務めを果たすつもりがないのかしら？」


「！　いえそんな、とんでもない！　おれはちゃんと──」


「あらためて確かく認にんいたしますけど」


　強い口調。まるで死し刑けい囚しゆうでも弾だん劾がいするような。


「日々重責を担にない、他のいかなる人材とも替かえのきかないこのわたくしを負傷せしめる原因を作り、多た忙ぼうなわたくしの職務を停てい滞たいせしめたのはあなたでしたわよね？　あなたはそのことに責任を感じ、わたくしの付き人として絶対服ふく従じゆうすることによって免めん罪ざいを得ようとした。そのことに間ま違ちがいはありませんわね？」


「は、はい。間違いありません」


　鬼おに軍ぐん曹そうから教練を受ける新兵のように背せ筋すじを伸のばし、かしこまって返事をする峻護。額ひたいからはだらだらと脂あぶら汗あせが流れ、顔色は生物というよりも無機物のそれに近い。


「わたくしの言うことに従い、わたくしのためになんでもする。そうおっしゃるのですわね？」


「はい。確かに」


「ならば──」


　くちびるが震ふるえるのを自覚した。気け取どられぬよういったん間を置き、あとを続ける。


「ならば、それを行動で証明してみせなさい」


　言って、峻護を招まねき寄せる。


　怪け訝げんそうな間は一いつ瞬しゆん。


　峻護は指示どおりに動いた。麗華の目の前へと。


「……………………」


　こんなこと、やめるなら今のうちですわ──そう忠告する心の声がある。こんな形をあなたは望んでいるのか、恥はじを知りなさい、と糾きゆう弾だんする声が。


　一方でこういう声もある。──ここまできて後に引くつもり？　今ここでやめたら、散々もったいぶったここまでの流れをどうやってごまかすの？　望んでいない形だというのならあなたは一体どういう形を望み、どうやってそれを実現させるつもり？　どうせそんな度ど胸きようもないくせに。


　ふたつの声の狭はざ間まに麗華は揺ゆれた。しかしもはや躊ちゆう躇ちよしている時ではなかった。流れに押おし出されるような格好で、それでも清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りるほどの覚かく悟ごで、麗華は次の行動を取った。


　口でそれを伝えるのは逆さか立だちしても無理だった。


　だから麗華は、ただそっとまぶたを閉じた。少しだけくちびるを突つき出すような形で。


「…………！」


　目を閉じていても峻護の動どう揺ようはハッキリ伝わってきた。それはとりもなおさず、主人の意図を精確に汲くんでいることの証あかしでもあった。後あと戻もどりできぬところまで足を踏ふみ入れたことを知り、麗華の全身を息の詰つまりそうな緊きん張ちようが襲おそった。


　一秒。


　二秒。


　時が流れる。まるで泥でい濘ねいの中を進むようにじれったく、真ま綿わたで首を締しめるように。


　峻護は息をのんだまま動かない。麗華のそれに劣おとらぬ緊張とプレッシャーだけが伝わってくる。荒あらい呼吸と共に聞こえてくる生なま唾つばを飲み込む音。


（こんなのは──）


　麗華は独語する、


（そう、こんなのはシモベの男に対する、ごくごく貴族的な遊ゆう戯ぎにすぎないのです。ただ単に朴ぼく念ねん仁じんの男をからかって遊んでいるだけ。ただそれだけのことなのですわ）


　まぶたを閉じ、ただひたすら相手が応じるのを待つ時間は、自分の身体からだが指の先から順にゆっくりと煙けむりになって蒸発していくような、そんな錯さつ覚かくを麗華に与あたえた。


　まるで宇宙の深しん淵えんの中、ただひとり取り残され、すうっと虚きよ無むに溶とけていくような感覚。


　麗華はくじけそうになる心を励はげますため、様々な呪じゆ文もんを唱えた。


（だって、この男はわたくしを傷モノにしたのだから。だからこの男はちゃんと責任を取らないといけないんだから。『傷』の意味がぜんぜん違うかもしれないけど、この際はそんなのどうでもいいんだから）


（これはむしろわたくしの親切心なのです。だってこの男は罪を犯して、その罪を償つぐなわなきゃいけないんだから。わたくしはこの男の贖しよく罪ざいを手助けしてあげてるだけなのです。感謝こそされ、後ろめたいことなど何もないのですわ）


（そもそもこの男が悪いのです。やたらと鈍どん感かんで朴念仁で、まるで難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいみたいに堅かた物ぶつでわたくしの気力を萎なえさせるのに──そのくせときどき思わせぶりで、だから諦あきらめられなくて。こんな罪作りな男は三千世界のどこを探しても他ほかにはいません。たまにはこういう苦労でもしてもらわなければ割に合いませんわ）


　麗華の自じ己こ弁べん護ごはいつもの責任転てん嫁かを通り越こし、もはや支し離り滅めつ裂れつの域いきにまで及およんだ。それだけ必死だった。目を閉じてからおそらくは三十秒と経ってはいまい。それでも十分に限界だった。


（おねがいだから──）


　麗華は懇こん願がんした。


　目だけでなく身体全体をぎゅっと閉じ、口に出さずして叫さけぶように。


　おねがいだから、応こたえて。


　わたくしがつぶれてしまう前に、早く──


「あ…………」


　ゆらり、と。


　気配が動くのを感じた。


　永遠にも等ひとしい刹せつ那なの中、目の前の男がゆっくり近づいてくるのを。


「二ノ宮、峻護……」


　たぶん心臓が止まった。ひょっとすると魂たましいまでも。


　待ち焦こがれた瞬間がようやく訪おとずれるのだ。


　あとはただ、相手に身をゆだねるだけ──


「…………って。え？」


　すうっと。


　すべてを受け入れるつもりだった少女の横を、少年の身体は通り過ぎ、そして。


　ばたん、と思いのほか軽い音を立てて、床ゆかの上に顔から突つっ伏ぷした。


「ちょっ…………！」


　精神的な硬こう直ちよくから解放され、あわてて膝ひざをつき、峻護を看みる。


　あっと息をのんだ。もともと流れていた彼の脂汗は今や全身を濡ぬらすまでになり、艶つやの良かった肌はだは爪つめの先まで土つち気け色いろにくすんでしまっている。


「二ノ宮峻護、二ノ宮峻護！　しっかりなさい、一体どうしたのです!?　二ノ宮峻護！　二ノ宮峻護っ！」





　　　　＊





「──やれやれ。頑がん丈じようにできてるはずの二ノ宮くんがここまで弱っちゃうなんてねー」


　気を失った峻護にしかるべき処しよ置ちをほどこした後。


　うつむく主人に向かって、保坂がいつもの朗ほがらかな表情を変えずに言った。


「ま、単なる過か労ろうみたいだからちょっと休めば回復するでしょうけど……お嬢じようさま、彼によほどプレッシャーを与えるようなことを命じたんでしょ？　まあ何を言ったかまでは訊ききませんけど」


「そんな……そんなことは……」


「しかしまあ、ここまでがんばって耐たえてたのに最後の最後でダウンしちゃいましたか」


　ひょいと肩かたをすくめて、


「なにぶん彼って責任感が強いですからね、ぜったい失敗してはいけないっていう重じゆう圧あつが強きよう烈れつだったんでしょう。お嬢さま、二ノ宮くんにコンツェルンの仕事とかも任せてたでしょ？　いけませんよそんなことまでさせちゃ」


「で、でも任せると言ったって、書類のやりとりを多少任せるくらいで……」


「それ、十分きついですって」


　保坂は呆あきれ顔で、


「というかお嬢さまって案あん外がい無自覚なんですね、北条コンツェルンの屋や台たい骨ぼねを背負ってるってことの重大さについて。お嬢さま自身がいつもさんざん自分の口で言ってることなのに……そういう仕事の一いつ端たんを任されるとなれば、普ふ通つうの人はそりゃ緊張するってものです。灯とう台だい下もと暗くらしってやつですかね、これも」


「…………」


「ま、もともと弱ってたのも確かですけどね、日々の付き人仕事で。二ノ宮くんって案外ポーカーフェイスができちゃうから注意してないと気づかないんですが、彼って限界までがんばっちゃうタイプなんですよね～。でもってこのタイプは限界に気づいた時にはポックリいっちゃう、っていう」


「…………っ」


　くちびるをかむ。もともと弱っていたこと、限界がすでに近づいていたこと──そんなことにすら自分は気づけなかったのか。


「でも──でもそんなの、二ノ宮峻護だって悪いのですわっ」


　なけなしの気力をふりしぼって麗華は反論する。


「無理なら無理、ダメならダメ、そう言ってくれればいいのに……言ってくれれば、わたくしだって無茶なこと言ったりしないのに。ほんと、朴念仁で融ゆう通ずうが利きかなくて、ばかなんだから……」


「うーん、それはちょっと酷こくだなあ。二ノ宮くんがそこまで無理した理由を考えると」


「理由……って？」


「そりゃもちろん決まってるじゃないですか。それだけ二ノ宮くんがお嬢さまのことを大事に思ってるからですよ」


「…………！」


　ズシン、と雷かみなりが落ちたような感覚。


「そんな──そんな、そんなのうそですわ。二ノ宮峻護がそんなこと……」


「そうですか？　でもいくらお人よしの二ノ宮くんだって、どうでもいい相手にここまですると思います？　過労で倒れるまで尽つくすと思います？」


　ま、どういう意味で大事に思ってるかまでは知りませんけどね──とひとりごちてから保坂は「う～ん」とひとつ伸のびをして、


「ともあれこうなったからには二ノ宮くんもお役御ご免めん、ぼくも本格的に付き人職に復帰ですね。まあどうせ明日にでもギプスは外はずれるんだから、予定がちょっと早まっただけですけど」


「…………」


「それじゃぼく、溜たまりに溜まった付き人の仕事をそろそろ片付けにいってきますので。あとはお嬢さまにお任せしますね～」


　保坂が笑え顔がおを振ふり撒まいて退出するのを見送ると、令嬢は沈ちん痛つうな面おも持もちを峻護に向けた。


　静かに寝ね息いきを立てる同居人──十年間追いつづけてきた想おもい人の少年。


「ばか……」


　服の胸むな元もとをぎゅっとつかみ、ほとんど泣きそうに顔をゆがめて。


「ばかなんだから……ほんとうに、ばかなんだから……」


　相手に向けた言葉なのか、それとも自分にぶつけている言葉なのか。


　麗華自身わからぬまま、ただ弱々しく、感情の赴おもむくに任せ、罵ののしりの言葉を──あるいは感謝の言葉を、つぶやきつづける。





　　　　＊





　翌日。


　めでたくギプスも取れ、本日から本格的に職務に復帰、という麗華が最初にしたことは。


　二ノ宮峻護が療りよう養ようしている部屋に赴き、ある言葉を伝えることだった。


　コンコンと控ひかえめにドアをノックすると、「はい、どうぞ」という峻護の声。


「入り──ますわよ……？」


　おずおずとドアを開いた麗華が見たものは、すでにひと通りの着替えを終え、今しも部屋を出ようとしてしている峻護の姿すがただった。


「あっ、北条先せん輩ぱい！」峻護は軽く目を見開くとすぐに恐きよう縮しゆくして、「昨日はすいませんでした、失態を見せちゃって……一日休みをもらったのでもうだいじょうぶです。今日からはまた心しん機き一いつ転てんして、付き人仕事に励はげみます。あらためてよろしくお願いします！」


「……いえ、いいのです」麗華はまっさらな利き腕を見せて、「このとおり、ケガは快かい癒ゆいたしました。当初の約束どおり、もうあなたはわたくしに従う必要はありません」


「えっ？　あ、ほんとだ。ギプスが外れてる……おめでとうございます北条先輩。でもって重ね重ねすいませんでした、おれが変なこと頼たのんじゃったばかりに迷めい惑わくかけてしまって……」


「そんな──」


　そんなことはない。そんなことはぜんぜんない。元はといえば自分の不注意が招いたケガなのだ。それにも拘かかわらず峻護は自ら申し出て麗華の支ささえになってくれた。彼は百点満点だ、なにも後ろ指差されることはない。


　足りなかったのは──麗華の方なのだ。


「……二ノ宮峻護。あなたに言いたいことがあります」


「えっ？　あ、はい、なんでしょう……？」


　緊きん張ちようのあまり低い小声になった麗華の言葉に反応し、峻護は直ちよく立りつ不ふ動どうの体勢をとった。


　罪ざい悪あく感、うしろめたさ、そして羞しゆう恥ちの意識──それらがないまぜになった麗華の視線は峻護の足元に固定されたまま、それでも彼女は気力だけで口を動かす。


「あ、あなたに、言いたいことが……」


　ごくり、と生なま唾つばを飲み込もうとして、早くも喉のどがカラカラになっていることに気づく。全身が小こ刻きざみに震ふるえる。舌は乾かわいた糊のりのように粘ねばって正しく機能せず、冷や汗あせでも脂あぶら汗あせでもないヘンな液体が毛穴という毛穴からにじみ出てくるのを感じる。


　でも、それでもここでやめるわけにはいかないのだ。


　ここ数日の出来事を経へて──今日こそ言おうと決意したのだ。


　謝罪の言葉と感謝の言葉を。


　そしてその先の、今までどうしても口にできなかった言葉を。


　今日こそ素す直なおになって、言おうと決めたのだ。


　自らを顧かえりみず、倒れるまで自分に尽くしてくれた二ノ宮峻護に応えるためにも。


　今日こそ、ぜったい、言う。


　その決意をあらためて自分自身に宣言し、令嬢は大きく深呼吸した。


「あ、あの……先輩？」


「黙だまりなさい」


　よし。なんとか口は動いてくれる。だから少し黙って、わたくしの話を聞いて。二ノ宮峻護。


　びくりと肩かたを震わせた峻護を尻しり目めに、もういちどそっと深呼吸。


　ここまできてようやく、峻護と目を合わせる。


　峻護は直立不動で汗を滲にじませつつ、しゃちほこばってお言葉を待っている。だが自分のことで手一いつ杯ぱい、麗華には相手のことまで気にしている余よ裕ゆうはない。


「わ、わたくしは──」


　気を確かに持っていないとめまいを起こしそうになる。自分の心を折らさないため、峻護をまっすぐ、強い瞳ひとみで見つめる。臆おく病びよう風に吹ふかれた肩がぶるぶる震える。それを鎮しずめるために力を入れると、かえって刺し激げきを受けた肩がますます震えてしまう。それを押おさえるために両手でガッチリと、指が食い込むほどに肩をつかむ。早はや鐘がねを打つ心臓が頰ほおをあざやかに上じよう気きさせる。


「わっ、わたくしはっ、そのっ──」


　しびれ薬でも盛もられたように不自由な舌は、言いたいことの百分の一も言葉にできず、でも、だけど、今こそ、今日こそ言わなければいけない。たとえどれだけ不ぶ格かつ好こうでも、冴さえないセリフでも、気持ちを、たしかに、伝えねば。


　さあ。


　言いなさい北条麗華。


　チャンスはここしか、今しか──


「わ、わたくしは、あなたのことが好」


「すいませんでしたあああああああああああああああああああああああああああっ！」


　まさに決定的な言葉を吐はこうとした、その瞬しゆん間かん。


　どこかの応おう援えん団だんのようにきびきびと頭を下げ、怒ど号ごうに近い大声で、峻護が謝罪の言葉を口にした。


「すいませんでした北条先輩！　まさかそこまで怒おこってらっしゃるとは……ケガが治ったからといって許してもらえるなんて考えたおれが浅あさはかでした！」


「……へっ？　な、何を言って……」


「付き人としてのおれの仕事振りがヘボかったことについては弁解の余地はないし、おれも重々自覚しています。おまけに最後に至いたっては情けなくも過労で倒れる始末……こんな有様では先輩のお怒いかりも当然のこと。かくなる上は先輩に許してもらえるまで付き人仕事に誠せい心しん誠せい意い、邁まい進しんするつもりです」


「…………」


　目をぱちくりさせて峻護を見つめる麗華は気づいていない。


　先ほどの自分の姿──相手を威い嚇かくするようにいからせた肩、ぎゅっと眉まゆ根ねを寄せて上うわ目め遣づかいに見つめる視線、途と切ぎれ途切れになってろれつの回らないセリフ、極きよく度どの緊張によって朱しゆ色いろに染まった頰。いずれも彼女の必死さゆえのものではあったが……見ようによってそれは極めて激しい怒りの表現としても受け取れてしまうことを。ましてや麗華に怪け我がをさせてしまったという負い目を感じている峻護の目から見ればどうなるか、彼の心理を多少なりとも汲くめば自おのずと知れることだろう。


　峻護の責任感の強さ、罪悪感の強さを見み誤あやまっていた麗華のミスだった。それは裏を返せば、彼が麗華のことをいかに大事に思っているかの証しよう左さでもあるのだが──一世一代の決意を砕くだかれて目の前が真っ暗になっている麗華には、そこまで気づくことができない。


「あの……北条先輩？　どうしました？」


「そう……そうなの……そうきましたか……」


　不安げに声をかけてくる峻護を尻しり目めにふたたびうつむいた令れい嬢じようは、地の底から響ひびいてくるような声を漏もらす。不幸なすれちがいゆえとはいえ、もともと器用でも素直でもない少女のせっかくの決意が水すい泡ほうに帰きしたのだ。感情の振ふり子がゼロ地点に戻もどっただけでなく、逆方向に大きく振られる結果になるのもやむなきことであろう。


「ええと……先せん輩ぱい？　おれ、何かまずいこと言いましたか？　ええと、おれの言ったことは噓うそでも大げさでもないですよ？　先輩に許してもらえるまでおれ、何でもやります。付き人として」


「……ふうん、そう。そうなの。ええそれならけっこう、あなたがそう望むならお望みどおりにして差し上げようじゃないのええそう決めましたわ」


　ゆらり、顔を上げた麗華の目に射すくめられ、峻護は他た愛あいもなく石化した。化あだし野のの鬼き女じよも裸はだ足しで逃にげ出すような、世にも恐おそろしい形相だった。


「ではまず手始めに、たるんだ精神と肉体を鍛きたえなおすためのトレーニングを。腕うで立たて伏ふせを両手で一万回、片手で一万回、さらには親指から始まって小指までの指立て伏せを合計五万回。そのあとでわたくしのすぐれない気分を慰い労ろうするため、何かしら芸でも披ひ露ろうしていただきます。そうね、どじょうすくいなどいいかもしれませんわね、ほっかむりをしてアホ面づらさげてザルを手に間ま抜ぬけな動作を繰くり返す……実に屈くつ辱じよく的てきで心の躍おどる光景ですわ」


「そ……それはちょっと厳し──」


「何か文もん句くでも？」


「ありませんっ！」


「ではさっそく始めなさい。わたくしはここできっちり監かん視ししています。一回でもサボったらさらに一万回プラスですわよ。さあ早くなさい！」





　　　　＊





「…………やれやれ、けっきょくこうなっちゃったか」


　ふたりの様子を物もの陰かげから観察していた保坂はひょいと肩かたをすくめ、その場から離はなれた。


「ま、ヘンに上う手まくいっちゃってべたべたくっついちゃうよりも、こういう関係の方がお似合いかもしれないけどね。さて、どうやってお嬢さまの機き嫌げんをなだめるべきかな……」


　アマチュア付き人の不始末をフォローすべくベテラン付き人が頭を悩なやませる中、苦く悶もんのカウントが二ノ宮家に響きわたるのだった──。







おしまい







　あとがき







作さく者しや「はいっ、というわけで始まりました、『おあいにくさま二にノの宮みやくん３』のあとがきです。ほらほら君たち、自じ己こ紹しよう介かいし──」


麗れい華か「北ほう条じよう流りゆう古こ武ぶ術じゆつ奥おう義ぎ、白びやつ虎こ翻ほん身しん穿せん手しゆっっっ！」


真ま由ゆ「ああっ!?　麗華さんが突とつ如じよとして目をくわっと見開いたかと思うや否いなや、身体からだをすさまじい勢いきおいで旋せん回かいさせつつ作者の鈴すず木き大だい輔すけさんの喉のど仏ぼとけめがけて鋭するどい手しゆ刀とうの一いち撃げきを！」


作者「……いきなり何をするんだね麗華くん。痛いではないか」


麗華「くっ、岩をも穿うがつはずの一いち撃げきを食くらって平へい然ぜんと……？」


作者「そんなことより理由を聞かせてくれたまえ。何をそんなに怒おこっているんだい？」


麗華「しらばっくれて！　自分の胸に手を当てて考えてごらんなさい！　前ぜん巻かん『おあいにくさま二ノ宮くん２』のあとがきにてあなたがわたくしにやらせた行こう為いのことです！　保ほ坂さかから聞きましたわよっ、あの行為に隠かくされた破は廉れん恥ちきわまる意味のことを！」


真由（作者さんより指し令れいが出ましたので、ここでＣＭですっ。二ノ宮くんシリーズの短編集である『おあいにくさま二ノ宮くん２』は全国書店にて絶ぜつ賛さん発はつ売ばい中ちゆう。ぜひぜひお手に取ってみてくださいね[image: ]）


作者「ああ、あの件についてかね。何か問題があったのかい？」


麗華「大ありに決まってます！」


作者「ふむ、どうしてかね？　私は私の誓ちかいを忠ちゆう実じつに守り、『麗華くんが今よりずっと、いろいろな意味で注目を浴あびる』よう取り計はからったではないか。現げんに『おあいにくさま２』で君が示しめしたパフォーマンスは各かく所しよで大好評、君の株かぶもうなぎ上りに跳はね上がったと聞き及およぶ。にもかかわらずそのような言い方をされるのは心しん外がいきわまるというものだが？」


麗華「ああもうっ、とにかく毎度毎度理り不ふ尽じんなのですわ！　どうしてわたくしばかりこんな目にあうのです！　たまにはこっちのムダ乳ちち小こ娘むすめにも何かやらせては如いか何が!?」


真由「あう、ムダ乳小娘って……しくしく」


作者「残念ながら真由くんは、麗華くんと違って打たれ弱い。麗華くんにさせたようなことを彼女にやらせた場合、部屋の片かた隅すみで膝ひざを抱かかえて半年ぐらい復ふつ帰きできなくなる確かく率りつが高いだろう。さすがの私も慎しん重ちようにならざるを得ないのだ」


麗華「くっ……それを言われるとひとこともありませんわ！」


真由「あうう……麗華さんもそれであっさり納なつ得とくしちゃって……なんだか最近、むしろわたしの扱あつかいの方がひどくありませんか？　しくしく……」


麗華「とにかく！　いくらアンケートのためとはいえこれ以上わたくしに破廉恥な真ま似ねをさせるつもりであれば、こちらにも考えがありますわ！　待たい遇ぐうの改かい善ぜんを強く要よう求きゆういたします！」


作者「ふむ。私はアニメ版『二ノ宮くん』の放ほう映えいを来月に控ひかえ、是ぜが非ひでもこのシリーズの人気を上じよう昇しよう気き流りゆうに乗せていかねばならぬ身。今ここで麗華くんにへそを曲げられるのは困りものだな……ふむ」


真由（しくしく……作者さんより指令が出ましたので、ここでＣＭです。コミック版『ご愁しゆう傷しようさま二ノ宮くん』の単たん行こう本ぼんは二〇〇七年十月九日に発売予定。こちらもぜひぜひお手に取ってみてくださいね……って、最近わたしこんなのばっかり……）


作者「オーケーわかった。麗華くんに破廉恥な格かつ好こうをさせたいのは山やま々やまだし、本心を言えば君に破廉恥な真似をさせたくて辛しん抱ぼうたまらんのだが、戦せん略りやく上じようほかにより有ゆう効こうな手段があるのであれば、断だん腸ちようの思いをねじ伏ふせてそちらを採さい用ようするにやぶさかではない」


麗華「……あなたのセリフには毎度毎度ひっかかる点が多々あるのですが、まあいいでしょう。その言葉に偽いつわりはないと誓えるかしら？」


作者「誓えるとも。今回は何かをネタに強ゆ請すって破廉恥な真似をさせるということもないし、無む垢くで無む知ちな君の性せい質しつにつけこんで破廉恥な真似をさせるということもないし、実はすべてが夢オチだったということにしてやっぱり君に破廉恥な真似をさせるということもない。安心してくれたまえ」


麗華「……やはりあなたのセリフには引っかかる点が多々ありすぎるのですが、断腸の思いをねじ伏せてスルーいたしますわ。で、今回わたくしはいったい何をすればいいのです？」


作者「うむ。さっきからさめざめと落らく涙るいしている真由くんを見ていてヒントを得た。古こ来らいより伝つたわる女の武ぶ器き、そのひとつを今回は用もちいよう。ズバリ、泣き落しだ」


麗華「泣き落しですって……？」


作者「ああ。こいつは有ゆう効こうきわまる手段だぞ？　一ひと昔むかし前まえに流は行やったＣＭのチワワのように、ちょいと上うわ目め遣づかい気ぎ味みに瞳ひとみをウルウルさせてお願いすれば、たちまち純じゆん真しんな読者さまの心は鷲わし摑づかみの摑つかみ取り。翌日にはアンケート葉は書がきの山にうずもれた編集部員のうれしい悲鳴が、東京都千ち代よ田だ区くは九く段だん下したにある編集部内に響ひびき渡るという寸すん法ぽうだ」


麗華「……そんなにうまくいくかしら？」


作者「半はん信しん半はん疑ぎのようだが、強力な一撃になるだろうことは保ほ障しようする。女の涙とはそれほどに効果的なのだ。そして先ほども言った通り、今回は小こ細ざい工くなしのガチンコ勝負。あとは君の努力次し第だいだな」


麗華「……泣き落しというのはどうにも性しように合あいませんが、まあ破廉恥な格好をさせられるよりはマシかしら……」


作者「変に硬かたくなってぎこちない表情になるのは勘かん弁べんしてくれたまえよ？　ただでさえ君はこういう手て管くだに関してはからっきしなんだから」


麗華「う、うるさいわねっ、言われなくてもわかってますわよっ。わたくしだってやる時はやってみせますわ！」


作者「その意い気きやよし。カメラさんはすでに配はい置ち完了しているゆえ、さっそくスタンバイしてくれたまえ。……というわけで今回のあとがきはこれにて終了させていただきます。北条麗華の勝しよう負ぶ顔がおをご覧らんになりつつ、次回は来月下げ旬じゆん発売予定の『ご愁傷さま二ノ宮くん８』にてお会い致いたしましょう。アニメ放映に合わせて『二ノ宮くん』シリーズはいよいよ加か速そくしていきますので、どうぞご期待くださいませ。それでは再見ツアイツエン！」
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峻護、変身するのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００６年７月号




真由、耐えがたきを耐え忍びがたきを忍ぶのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００５年９月号




峻護、弟子をとるのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００６年５月号




真由、いたずらするのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００６年６月号




峻護、大恥をかくのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００６年９月号




真由、やってしまうのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００６年４月号




麗華、災い転じて福と思ったらやっぱり……のこと




　　書き下ろし





おあいにくさま二にノの宮みやくん３





鈴すず木き大だい輔すけ
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